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　三月二十一日──二十四節せつ気きの春分。







　つぼみほころぶ桜並木を、一台の自転車が通り抜ける。

　ねこがみさまを乗せた、鰹かつお屋や広ひろ人との自転車だ。




「春です！」

　買い物袋を持ったねこがみさまが、声を上げる。

　三月の青空を柔やわらかく彩いろどる、五分咲きの桜。

　川かわ面もに映り込む、薄うす桃もも色いろの花弁。

　心躍おどる春の風景に、ねこがみさまはうっとり。

　ジャージの裾すそからこっそりのぞく二ふた又また尻尾しつぽが、うきうきと大きく揺れ動いている。

「お花見はいつにしましょう？　ねえ、広人……って、広人？」

　ねこがみさまはのぞき込む。

　広人はうつむいていた。

　どんより重たい空気をまとって、しょんぼりぐったりしていた。

「うぐぅうぅう……補習ぅうう」

「補習？」

「春休み……丸つぶれ……」

　春休み目前の昨日きのう、広ひろ人とは英語の補習が確定した。

　それも春休みぶっ通しという、鬼おにのような仕様。

　いくら試験結果がどん底に悪かったとはいえ、あまりに無情な仕打ちである。

「あんなに勉強したのになあ……」

　広人は肺の空気を全部ため息に変える。

　断っておくが、広人の成績は悪くない。

　ただし英語は例外。とことん例外。

　なぜか単語がぜーんぜん覚えられないのだ。ヒアリングもからっきし。

「そう落ち込みますな。広人」

　ねこがみさまは、ぐりぐりぐり、と広人の頭を撫なでた。

「勉強なぞできずとも、広人はとっても、とーっても、世界一宇宙一良い子です！」

「うぅ、なんだかよけいに落ち込む気が……」

　ますますがっくり、広人は首がもげるほどうなだれる。

「んむ？　しかしそれでは……まさか！」

　ふいにねこがみさまは、さっきの浮かれっぷりが噓うそのように真まっ青さおになる。

「春休み丸つぶれということは、お花見も丸つぶれでありまするかっ!?」

「ええ!?　いや、それは大だい丈じよう夫ぶですって」

　あわてて広人は首をもたげ、肩かた越ごしに振り返った。

「いくらなんでも、日曜日は補習休みですから」

「はぅ……よ、良かったのです」

　へにゃ、とねこがみさまは広人の肩にもたれる。広人は笑えてきた。

「あわてさせてごめんなさい。それより、お花見の場所はどうしましょうね」

「広人とみなと一いつ緒しよならば、どこでも良いですぞ。おすすめはありまするか」

「んーと、有あ里り間ま区には桜の見どころがいっぱいあるんですよ」

　自転車こぎつつ、広人は思いを巡めぐらす。

「この尺しやく寺じ川がわ沿いは桜並木が続いてるし、少し遠いけど尺寺公園は池と桜が名所です。隣となり駅の明あかりが丘おか公こう園えんは広くて芝しば生ふも綺き麗れい。近所なら、趣おもむきのある庭が有名な大おお山やま和わ庭てい園えん。小高い場所にあって見晴らしが良くて、ありまえんが一望できるんです」

「ありまえん？　とは……んむ？」

　前方の道みち端ばたで、よれよれ作業着のおじさんが手を上げる。

「よ、今日も元気だね」

　いつもの自じ縛ばく霊れいのおじさんだ。ねこがみさまも元気よく手を上げる。

「んむ、そなたも元気そうです！」

　幽ゆう霊れいになった時点で元気じゃない気がします。

「桜が咲くね」

　おじさんがつぶやいた。

「ありまえんも、満開になるね……」

　そのつぶやきを耳にするのと、自転車が通り過ぎるのが、同時だった。

　振り向きつつ、ねこがみさまは首をかしげる。

「またありまえんでありまするか。いったい何なのです？」

「前に話した、すぐ近くの遊園地のことですよ。色々楽しい乗り物やお店があって……」

　はっと広ひろ人とは目を開いた。

「そうだ。ありまえんは桜の時期になると、『夜桜フェスタ』っていって、夕方から入場無料になるんです。帰る前にちょっと下見にいきましょうか」

　広人は声を明るくして、ねこがみさまを見返した。

「いつから夜桜フェスタが始まるか、チケット売り場で聞いてみますよ」

「じゃ、じゃあじゃあ、今年のお花見は……！」

　ねこがみさまは目を輝かせて身を乗り出す。広人は大きく笑った。

「ええ、遊園地の夜桜ってどうですか」

「にゃはーっ！」

　ねこがみさまは大喜びで抱だきついて、広人の頭に激しく激しく頰ほおずりをした。

「うにゃー！　うにゃ、はぅにゃにゃ、うにゃ───っ！！！！」

「ちょ、日本語で！　あああ、尻尾しつぽ立ってる尻尾、耳まで！　しまってしまって！」

　広人は恥はずかしくなりつつも、ちょっと気分が舞い上がる。

　こんなに喜んでもらえると、こっちも嬉うれしいかな。

　夜桜なら、学校が終わってからでも行けるしな……。

　補習の憂ゆう鬱うつが軽くなる。広人はペダルを力強く踏んだ。





☆★☆






　自転車は公道沿いの脇道に入り、細く急な坂を登った。

　必死にこぐ広人の後ろから、ねこがみさまが心配そうにのぞき込む。

「広人、われは降りまするぞ」

「だい、じょう……ぶ。すぐ、です、から！」

　瘦やせ我が慢まんの荒い息で答えて、広人はこぎ続ける。

　やっと坂の上に出ると、小さな私鉄の駅が現れた。

　その隣となりに、アーチ形の屋根が可愛かわいい、ありまえんのメインゲートが見えてくる。

「あ、夜桜フェスタの立て看かん板ばんが出てますね」

　広ひろ人とは自転車を、メインゲート近くまで走らせた。

「ほら、三月二十四日から四月五日までって」

「なんと、もうすぐではありませぬか」

　ねこがみさまは広人の肩かたに手を置き、背伸びする。

「ほわぁ……広人、広人。桜が見えまする！」

　嬉うれしそうな声に、広人も首を伸ばした。

　メインゲートの屋根の上に、たくさんの五分咲きの桜がのぞいている。

　目を輝かせるねこがみさまに、広人は笑って指差した。

「このゲートをくぐると、ずっと桜並木が続くんです。満開だと本当に見事で……」

　言葉が止まる。指し示す指先が震ふるえた。

　ねこがみさまが口を大きく開けた。

「ええ!?」

　広人とねこがみさまは同時に声を上げた。

　二人が見上げるメインゲートのアーチ屋根。その屋根の上に──────




　一人の少女が、背を向けて腰こし掛かけていた。




　ひらひらとレースが波打つ、下着なのかパジャマなのかわからない肌はだも露あらわな服。

　ストレートの真っ黒な長い髪かみ。頭のてっぺんには大きなリボン。

　少女は園内の桜をじっと眺ながめ、身じろぎもしない。

「な、なな、なんであんなところに!?」

　広人が声を上げたとき、少女が振り向いた。

　十代半ばぐらいの綺き麗れいな顔立ちの女の子──と広人が思ったとたん、彼女と目が合った。

　少女の黒い瞳ひとみが大きく見開かれる。

　凍こおりつく広人。固まるねこがみさま。硬こう直ちよくする少女。

「え、ど、ど、どういうこと!?」

　広人はあたふた周囲を見回した。

　メインゲートには続々と家族連れやカップルなどの集団が入場していく。

　だが、アーチ屋根に腰掛ける少女に気づく者はない。

「広人、あの女じよ子しはいったい……あれ？」

　ねこがみさまの声に、広人は視線を戻した。

「あ!?」

　広ひろ人とは瞬まばたきした。




　アーチ屋根の上には、誰もいない。




　ただ、五分咲きの桜と、春の青空があるだけだ。

「……み、見間違い、じゃない、ですよね」

「ん、ん、んむ。われも確かに見ましたが」

　ふっと広人はあることに気づいた。

　そういえば、さっきの女の子の体は、うっすらと、透すけていたような……。

「……見えちゃったのかなあ、霊れい」

　自他共に認める霊れい感かん少年の広人。

　小さい頃から幽ゆう霊れいを見たり、妖あやかしの存在を感じたりと、すっかり怪異には慣れっこだ。

　ということは、あの少女は……普通の人間ではなかったのか。

　さわさわと風が吹き、ゲートの向こうの桜が揺れ動く。

　すぅっと、空気が冷たくなった気がした。

「んん、ですがあの女じよ子し幽霊は、なぜあんな場所で……ふ、ふぇ、ふぇくちっ」

　耳の間近で聞こえたくしゃみの音に、びくぅっ！　と広人は振り返る。

　案あんの定じよう、ねこがみさまは猫ねこ耳みみと尻尾しつぽが飛び出ていた。

　通り過ぎる家族連れが、けげんな顔で二度見していく。

「や、やばいっ！」「わわ、広人っ!?」

　焦あせりまくった広人は自転車を急発進させた。ねこがみさまが必死にしがみつく。

　駐ちゆう車しや場じようを豪ごう速そくで飛び出し、とんでもないスピードで坂を下った。

　ぐんぐん背後にありまえんが遠ざかっていく。人通りも少なくなる。

「こ、ここまで来たら大だい丈じよう夫ぶかな」

　広人は息をついて、肩かた越ごしに振り返る。

「ねこがみさま、気をつけてくださいね。うかつに尻尾と耳を」

「ひ、ひひ、広人……」

　ねこがみさまが震ふるえる指で前を示した。

「え、なんです────」

　広人が前を向いた瞬しゆん間かん、

『あり得ない』




　超ちよう至し近きん距離に見知らぬ少女の顔があった。




　なんと自転車のハンドルの上に、幽ゆう霊れい少女が座っている。

「うわああああああああああああああっ!?」

　全身が裏返るほどの驚きよう愕がくで広ひろ人とは絶ぜつ叫きよう。

　とたん、足がペダルから落ち、ハンドルから手が離れ、車輪が滑すべった。

　どんがらがっしゃん。

　という派は手でな音で自転車がこけて、広人とねこがみさまは投げ出される。

「は、は、はわわわ……」「はにゃぅうう……」

　アスファルトで尻しりを打ち、広人とねこがみさまは目を回す。

　幽霊少女が、長い黒髪かみをゆらめかせて立ち上がった。

　着ているパジャマのレースの裾すそがひらりと波打ち、可愛かわいいおへそがちらりとのぞく。

　地面に倒れた二人の前で、幽霊少女は両手を腰こしに当てて偉えらそうに仁に王おう立だちした。

『君たち』

　不思議な響ひびきの声が響いた。

『あたしが見えるなんて、あり得ないんだから』

　あり得ないのはそっちです。

　なんて抗議の言葉をいえる冷静さは────今の広人には微み塵じんもなかった。
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「まーた変なの拾ってきたよね、氏うじ子こさん」

　産土うぶすな神がみの耀あき姫ひめが、ミルク煎せん餅べいをくわえてつぶやいた。

　広人はため息をついて、ちらと視線を動かす。

　変なの、というのは────




　こたつテーブルの上に座る幽霊少女。




　この幽霊、結局ありまえんから家までくっついてきてしまったのだ。

　少女は部屋のど真ん中のテーブルに、肌はだも露あらわなベビードール風パジャマの裾からのぞく綺き麗れいな太ももを組んで、無言だが偉そうに腰こし掛かけている。

　足どころか胸の形も透すけて見える際どい格好に、広人は目のやり場がない。

　おかしな闖ちん入にゆう者しやに、鰹かつお屋や家け住民は反応に困って顔を見合わせ、飼かい猫ねこモサコさんは広人の陰から不ふ審しんそうにうかがっている。

「……広ひろ人とさま」

　忠実な屋や守もりで、大ヤモリの妖あやかしである守もり宮みやが、まず口を開いた。

「インテリアならせめて、物が収納できるタイプがよろしいかと」

　タンスの幽ゆう霊れいならいいのか。いやだ。

「そうですわよ。こんな偉えらそうなのより、もっとさりげないタイプがいいですわ」

　頭上から天てん井じよう下さがりのミミがいった。

「西せい欧おうの歴史ある洋館なら、幽霊も洒落しやれた室内装飾の一部ですもの」

「日本の古い屋や敷しきもなのよ」

　蛇へび幼よう女じよ夜や刀とまでいらんことをいった。

「庭にも井戸にも座敷にもあちこちうじゃうじゃいるのよ。負けてないのよ」

「あ、でもでも～、幽霊だけあって、ひんやり冷気がただよって気持ちいいですぅ」

　雪ゆき女じよ郎ろうユキメが幽霊の近くに顔を寄せてうっとりする。

　最後にねこがみさまが難しい顔でいった。

「広人……次からは子が産める女じよ子しを拾ってきましょうぞ」

　そんなの道に落ちてない。

『ひかる』

　いきなり幽霊の声がした。みんなはびっくりして注目する。

「え、え？　今、なんて？」

『変なのでもこんなのでもインテリアでもない。あたしは、ひかる。覚えて』

　高たか飛び車しやに幽霊少女は命令した。

　どうやら彼女はひかるという名らしい。

　長い黒髪かみとリボン、綺き麗れいな顔立ちに似合わず、男の子みたいな話し方である。

「……あのう、ひかるさん。なんで、俺おれの家に？」

　広人が恐る恐る訊きいた。

『あたしに気づいた人に憑ついてきただけ。そうでもなきゃ』

　ふん、とひかるは鼻を鳴らした。

『こんなボロ屋に上がり込んだり、こんなパッとしない人に憑いたりしない。しかもそろいもそろって変な住民ばかりで、見るからに頭が痛くなってくる』

　はっきりいうなあ……。

　広人は呆あきれるが、耀あき姫ひめ以外の住民たちからはむっとした気配が伝わってきた。

「まーったく、遠えん慮りよのかけらもない幽霊よね」

　耀姫が（広人の家の冷蔵庫に）キープしておいた牛乳を、ごくごく飲みつついった。

「どんな心残りや迷いがあるか知らないけど、人ん家ちに堂々と居座るなんてさ」

「俺としては耀姫さんがここにいる理由も知りたいんですけど」

　まるで我が家みたいなくつろぎっぷりで、とは広ひろ人とはいわないことにした。

「あのね、高校の制服ができたから見せにきたの。他ほかのみんなにはもう見せたけど」

　耀あき姫ひめは嬉うれしそうに立ち上がった。

　見ると、有あり間ま高校の制服を着ている。

「有高の制服、可愛かわいいから楽しみだったんだ。これで四月から氏うじ子こさんの後こう輩はいよね！」

　はしゃぐ耀姫は、くるんと回った。

　ミニ丈たけスカートもふわりと広がって一回転。

　確かに可愛いし似合っているけど……。

　旭あさひ丘がおか涼りよう子こ部長──広人の所属する生活科学部の部長で、変人の変態。いちおう人間形態の耀姫の従姉いとこ──とダブルで騒さわがしくなりそうで、広人は微び妙みよう～に気が重くなる。

　ねこがみさまやミミたちが、眉まゆをひそめていった。

「似合わないこともありませぬが、そなたが着るとなぜそんなにチャラいのです」

「スカート丈を著いちじるしく短くしていますからよ。品のないこと」

「高校生にもなるのよ。ちょっとは落ち着くのよ」

「耀姫さぁん、女じよ子しは足より胸ですよぉ？」

「だ───っ！　よけいなお世話よ、このジャージとロリ服と幼児と巨乳！」

　と、耀姫が叫んだ瞬しゆん間かん。

　んぐぎゅるぐぐぐぎゅるぐうぅううぅうう[image: ～][image: ～][image: ～]。

　謎なぞの悶もん絶ぜつ音が響ひびき渡った。

「………………………………………………お」

　ねこがみさまが、真まっ赤かな顔になる。

「お腹なかが、空すきましたのです……」

　どっとその場に笑いが起こった。

「はいはい、わかりました。食事の支し度たくしてきますね」

「広人さま。お米は洗って水に浸つけてございます」

　そばに控ひかえていた守もり宮みやがいった。

「ありがとうございます。守宮さん」

「今日の献こん立だてはなんでございますか」

「婆ばあちゃんの実家から送ってもらった竹の子で、炊たき込みご飯です」

　水に浸けた米の入った大きな土ど鍋なべをコンロに載のせつつ、広人は答えた。

　亡き祖そ母ぼに教えてもらった、土鍋で炊く竹の子ご飯。

　炊き上がるとふっくらつやつやご飯が立って、無む茶ちや苦く茶ちや美味おいしいのだ。

　しゃきしゃき竹の子だけでなく、香こうばしいお焦こげも楽しみの一つである。

「アク抜きした竹の子とにんじんとキノコ、コクを出すために油揚げ……酒と醬しよう油ゆと」

　広ひろ人とはにこにこしながら材料を刻み、鍋なべに入れて火にかける。

「ぐーにゃ」

　モサコさんがとことこやってくると、ご飯を作る広人の足の間で[image: ∞]の字を描かくようにぐりぐり体をこすりつけ、甘あまえ声で鳴いた。お腹なかが空すいているらしい。

「はいはい。じゃあ、先にモサコさんのご飯を」

『あり得ない！』

「うわぁ！」

　いきなり耳元で声がして、広人はびびって振り返った。

　幽ゆう霊れい少女ひかるが腰こしに両手を当て、大きな黒い瞳ひとみで思い切りにらみつけている。

『あたしの存在、忘れてた』

「え、あ、あ、えっと」

　だって人数多いし。

『あたしは幽霊なんだから、もっと怖がったり注目したりするべきだ！』

「そんなこといわれてもなあ……」

「ぐにゃぅる」

　足元でモサコさんが不ふ機き嫌げんにうなった。

「あ、ごめんごめん。今キャットフードあげるから」

『だから、無視するなっ』

　ひかるが怒った。しかし広人があわてて振り返る前に、

『……わかった。もういい！』

　長い黒髪かみをひるがえし、ふいとひかるは消えた。

　広人は急いで部屋を見回す。だが幽霊少女の姿はどこにも見えない。

「出ていったのかなあ……」

　釈しやく然ぜんとしない気持ちで、広人は台所に戻った。

　モサコさんのご飯を出して、再び食事作りに取りかかる。

「あとほうれん草のお吸い物と、竹の子の煮に物ものと……」

　やがて土鍋がぐつぐつ煮え立って、いい匂においが部屋いっぱいに広がった。

「はう、はう、広人。たまらぬ匂いでありまするぞ」

　ねこがみさまが、そわそわとやってくる。

　待ちきれないのか、懸けん命めいに背伸びしたりぐるぐる周りで動いたり、広人の背中にしがみついて鍋をのぞき込んだり脇の下からにゅるりと顔を出したりと、盛んにうろちょろ。

　その様子が可愛かわいくて、広人はおかしくなった。

「待ってくださいね……そろそろいいかな」

　火を止めて蒸むらした鍋を、広人は持ち上げる。

「うん、出来上がりです」

「わあ！」

　歓声を上げ、みんなはいそいそとテーブルを拭ふいて茶ちや碗わんを並べる。

　耀あき姫ひめがスクールバッグから可愛かわいい茶碗と朱しゆ塗ぬりの箸はしを取り出した。

「あ、氏うじ子こさん。これあたしのマイ茶碗とマイ箸だから。キープしといて！」

「用意が良過ぎますね……」

「広ひろ人とさま、こちらへ」

　守もり宮みやが用意した鍋なべ敷じきの上に、広人はよいしょと土ど鍋なべを置いて腰こしを下ろす。

　うずうずしていたねこがみさまが、早速その膝ひざに座る。

　夜や刀とやミミが両隣どなり、氷を入れたお椀わんを持ったユキメが背中。

　ご飯を終えたモサコさんも、参加したいのかねこがみさまの膝に乗った。

「はい、どうぞ」

　広人は手を伸ばして土鍋の蓋ふたを取った。

　ふわあ、と良い香りの湯ゆ気げが立ち上り、ふっくら炊たき上がった竹の子ご飯が現れた。

「おお、美味おいしそうなのです。広人、さすがですぞ！」

「んんーっ、たまんない！　氏子さん、やるじゃーん」

「や、夜刀も我が慢まんできないのよ。早くよそうのよ」

「お砂糖たくさん入ってますの？　まあ、食べてさしあげますけれど」

「いいなあ、いいなあ、ユキメは溶とけちゃいますよう」

「それでは、広人さま」

　守宮がにっこり笑って促うながした。

　みんなは一いつ斉せいに箸を持って手を合わせる。

「いっっっただっきま───っ」

　す、の音が消えた。

「えっ…………」

　みんなの視線が土鍋に集まる。その中には────




　ひかるが、埋うまっていた。




　上半身だけ出した幽ゆう霊れい少女は、湯船に浸つかるように鍋の縁ふちに両腕うでを置き、得意げにみんなを見回した。

『これで無視は無理』

　ふふん、と幽霊少女はうそぶく。

『食べられるなら、食べてみれば』

「ちょっ……あの」

　広ひろ人と困こん惑わく。ここまで存在感アピールしまくりの霊れいってどうなの。

　しかも猫ねこじゃあるまいし鍋なべにはまるとか。

　みんなも茶ちや碗わんを持って硬こう直ちよくする。

「んーむむむ」

　ねこがみさまが腕うで組ぐみをして鍋をにらむと、ぽんと手を打った。

「なに、どうせ実体はありませぬ。それでは」

　といっておもむろにしゃもじをひかるの中に突っ込んだ。

『な、何するんだっ、いきなり手を入れるなんて！』

　しかしひかるの悲鳴にかまわず、みんなも次々土鍋に手を伸ばす。

「そうよねーちょっと変わった形の湯ゆ気げとでも思えば」

『え、ええっ!?　なっ、そ、そんなやだ、あたしの中を勝手にいじくらないで』

「見えないところが闇やみ鍋っぽくて楽しいのよ」

「どうかしら。この辺にまだ残っていますかしら？」

『あ、あ、いやっ、そんなに強く突っ込まないで、ぐちゃぐちゃに混ぜないでっ！』

「えー、ユキメも熱く激しく情熱的にぐちゅぐちゅかき混ぜたいですぅ」

「あ、あの、みんな!?」「み、皆さま……」
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　とても微び妙みような発言が続いて、男子の広ひろ人とと守もり宮みやはなぜか手が止まる。

「ほら、広人も守宮も、食べるのですぞ」

　散々ひかるの体をかき回してよそったご飯を、ねこがみさまは差し出す。

　ご飯なんだけど。

　自分が作った竹の子ご飯なんだけれど。

　少女の体の中を熱く激しく混ぜ混ぜして出てきたご飯て……。

　強こわ張ばる広人にかまわず、みんなはぱくぱく食べている。

『あっ、ああっ、あり得ないっ』

　ひかるが憤ふん然ぜんと鍋なべから身を乗り出す。

『あたしは幽ゆう霊れいだぞ、あり得ない存在なんだぞ。なのにどうして驚くとか怖がるとかもしないで、無視して平気でご飯が食べられるんだ！』

「幽霊ぐらいでは動じませぬ。なぜって」

　ねこがみさまが胸を張った。

「われは鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみなのです！」

「あたしはこの地の産土うぶすな神がみだし？」

「大ヤモリの妖あやかしでございます」

「夜や刀とは大だい蛇じやなのよ。山より大きいのよ」

「天てん井じよう下さがりですわ。ご存じかしら」

「うふふ、雪ゆき女じよ郎ろうなんですぅ」

「ぐるにゃあ」

　ひかるのぼう然とした視線が広人に向けられる。

「に、人間です……」

　広人は小さくなった。

『……あり得ない』

　すとん、とひかるは鍋にはまる。

『あり得ない。せっかくあたしの姿が見える相手が見つかったと思ったら、神さまだの妖しだの猫ねこだのだったなんてしかもそれと平気で同居する人間だったなんて……』

　鍋の縁ふちにしがみつき、ひかるは途と方ほうに暮れた感じでぶつぶつつぶやく。

　そんな彼女をよそに、みんなは食べ終わった。

「んむ、もうないのですか？」「中々のお味でしたわ、家主」「夜刀も満足なのよ」「ユキメも氷、美味おいしかったですぅ」「大変美味しゅうございました、広人さま」

「それでは、ごちそーさまでしたーっ」

　礼儀正しく両手を合わせ、みんなは一礼斉せい唱しよう。

　耀あき姫ひめが幸せそうにお腹なかをさすりつつ口を開いた。

「あー、お腹なかいっぱい！　ところでどうよ、化け猫ねこ。嫁よめ探さがし進んでる？」

「んむ、そなたを含めて現在は……ひぃふぅ……」

「まどろっこしいな、あの名めい簿ぼ見せてよ。ほらほらヤモリさん、鍋なべ片づけて」

「え!?　は、はい。それでは」

　守もり宮みやが戸と惑まどいつつも、うなだれるひかるごと鍋を持ち上げた。

『ええっ!?　そ、そんなっ……』

　鍋入り幽ゆう霊れい少女は運ばれていく。

　土鍋の底から、少女の二本の生なま足あしがぷらぷら垂たれて揺ゆれていた。とても変。

　広ひろ人とは思わず手を上げる。

「いやあの、それちょっと可か哀わいそうじゃないですか」

『そうだ！』

「おぅわっ!?」

　いきなり真横にひかるのむっつり顔が出現して、広人はびびりまくった。

『失礼過ぎる。神さまとか妖あやかしとかに比べたら、そりゃ幽霊なんてインパクトないかもしれないけれど、ここまで無視するのって、いくらなんでもひど過ぎる！』

「失礼なのはそなたの方です」

　ねこがみさまがきっぱりと答えた。

「勝手に憑ついておきながら、その相手をパッとしないだの家がボロだの何だのと。誰であれ、広人を悪あしざまにいう者は言ごん語ご道どう断だんなのです」

「当然の扱いですわよね。お客ならともかく、ただの押しかけ居直り幽霊ですもの」

　天てん井じようでミミが澄すましていう。夜や刀ともちろりと横目でにらんだ。

「そうなのよ。幽霊なら幽霊らしく、裏井戸でねちねちお皿でも数えていればいいのよ」

「ぐにゃある」

　モサコさんまで不ふ機き嫌げんそう。

「そうですよねえ、ああ、でもぉ、ひかるさんの周りってひんやりぃ……」

　ユキメだけは嬉うれしそうにひかるに近寄ってうっとり。

　ひかるは無言でみんなをにらむ。

　みんなも横目でひかるをにらむ。

　耀あき姫ひめは煎せん餅べいぼりぼりかじって見物する。

　部屋に満ちるむーっとした息苦しい空気に、広人は困って両手を伸ばした。

「あのさ、みんな落ち着いて……」

『好きにいえばいい。あたしは出て行かない。どうせ行く場所なんてないんだ！』

　ひかるは一人、みんなの非難に真まっ向こうから対抗した。

「素直にありまえんに戻ればいいではありませぬか」

『あたしの居場所じゃない。あそこにいても……誰もあたしに気づかない』

　ねこがみさまの言葉に、ひかるは目線を落とした。

『どうしてあそこにいたのかも、どんな心残りや迷いがあるかもわからない。あたしだって、行くべき場所があるなら知りたいんだ』

　一いつ瞬しゆん、気まずい沈ちん黙もくが訪れた。

　だが、すぐにひかるはきっと顔を上げていい放った。

『こんなボロアパートも冴さえない家主も気に食わないけど、あたしは絶対に出て行かないから。追い出せるものなら追い出してみればいい！』

　またもやみんなは眉まゆを逆さか立だてた。

　だが、広ひろ人とは不思議と腹は立たない。

　いいたい放題いいながら、ひかるは……どこか不安そうで、必死だったから。

「まあ、なんって図ずう々ずうしい霊れいですこと」

　ミミや夜や刀とたちが不満げにひそひそささやき合った。

「日本の霊らしくないのよ。日本の霊ならもっと慎つつしみとたしなみと恥はじらいがあるのよ」

「普通は柳の下とか部屋の隅すみとか裏の飯めし屋やでひっそりしているものですわよね」

「えっとぉ、格好からして和風とは百万年も隔へだたってるってユキメは思いますぅ」

「あれよあれあれ！　やっぱ肉食文化＝欧おう米べい文化の普及のせいよ！」

　そこへ要いらんこといいの耀あき姫ひめが乱入した。

「大体外国の幽ゆう霊れいとか死人とか死体とかって無む駄だに元気でしょ。群れ作って人間襲おそって内臓食べたり豪ごう速そくで追いかけてきたり盆ぼんに踊おどったりあまつさえペットまで墓はか場ばから復活すんのよ。なんで肉食くってる人種は死んでもパワフルなわけ、死体なら素直に死んどけって感じ！」

　またもやわけのわからない熱弁が始まりました。

「やっぱさ諸悪の根源はロメロかなでも死体縫ぬい合わせて電気流すって発想からしてメアリ女史かな。それって絶対肉食人種の発想よねー魚食ってる人間は思いつきそうにないじゃん刺さし身みつないだってゾンビになりそうにないし！　あ、でも日本でも脳天打ち抜かれて『いいんだよ細こまけぇことは』で復活したり男ばかりの塾じゆくで無限蘇そ生せいしたりするよねあれってやっぱり死体？　死体なの？　戦ってるうちに腐くさったりしないのねえねえねえ!?」

「知りませんよ！」

　広人は叫ぶ。

　この人といい涼りよう子こ部長といい、なぜすぐに話をあらぬ方向へ持って行くのか。

「それでねそれでね、今思いついてみたんだけど！」

　困こん惑わくする広人に構わず、耀姫は一人ノリノリ状態。

「ツンデレってあるじゃん。そこから派生して○○デレって用語や定義がいっぱい生まれてるじゃん。だからあたしも考えてみたの、聞いてくれる？」

「……なんです」

「名付けてシンデレ！」

　死んデレ……。

「好きな彼の前ではいっつも死んでる！」

　いつデレる。

「決めゼリフは〝べっ、別に腐くさってなんかいないんだからね！〟」

　それもう死んでる。

「どうかなどうかな、流行はやるかな!?」

　無理。

「定義はともかくとしてですわ」

　呆あきれ果てたミミが思い切り耀あき姫ひめを無視して話を振った。

「はた迷めい惑わくな霊れいを置いておく理由はありませんでしょ。お清きよめの塩でも撒まいて追い出したらいかがかしら。ねえ、ねこがみさま？」

　ねこがみさまは返事をしない。

　広ひろ人との膝ひざの上で、考え込むようにじっと目線を畳たたみに落としている。

「確かに、広人を悪あしざまにいうのは許し難いのです。でも……」

　ねこがみさまは顔を上げ、ひかるを見つめた。

「そなた、なぜあそこにいたのかわからないと申しましたね」

　ひかるはむっつりうなずいた。

「広人」

　次にねこがみさまは、広人を見上げた。

「ひかるを……どうか、ここに置いてやってくれませぬか」

「っえええ───っ!?」

　ミミたちが抗議の声を上げた。ひかるも驚いて目をみはる。

　しかしねこがみさまは真剣な目で、訴えるようにいいつのった。

「居い候そうろうがダメなら嫁よめ候補ではどうです。氏うじ神がみのわれが許しますぞ！」

「何でもかんでも嫁にしないでください。そんなことより……」

　広人は腕うで組ぐみをすると、仁に王おう立だちのひかるを見上げた。

　幽ゆう霊れい少女は思いつめたまなざしで見下ろす。

　広人は頭をかく。そしてふーっと大きく息を吐はくと、答えた。

「いいですよ」

「っえぇえええええ───っ!?」

　抗議の声が大きくなる。ひかるも大きく目を見開いた。

　みんなをなだめるように、広人は穏おだやかにいった。

「はっきりした事情がわかるまでってことで。それでいいですか、ねこがみさま」

　その言葉に、ねこがみさまは嬉うれしそうにうなずいた。

　ミミたちは、どこか釈しやく然ぜんとしない顔で口をつぐむ。

　ひかるは驚きの表情を収めると、広ひろ人ととねこがみさまをまじまじと見つめた。

　だが不ふ機き嫌げんそうなみなの顔に気づき、ふいっと身を消す。

　──と思ったら。




　背後の壁からむっつり顔だけ出現。




　どうやら壁に埋うまっているらしい。ますますただの怪しいインテリア。

　ねこがみさまが壁に近寄って説教した。

「もっとマシな姿をしたらどうです。せっかく広人に嫁よめ候補と認められたのですぞ」

　認めてません。

　しかし顔だけ幽ゆう霊れい少女はつーんと目をそらした。

「相っ変わらず甘あまいよね。いいの？　あんな変なの家に置いといて」

　耀あき姫ひめが眉まゆをひそめてささやいた。広人は苦笑する。

「残念ながら、俺おれは霊を追い出す方法なんて知りませんから」

「ふーん。家長の氏うじ子こさんが許すなら、まあ……仕方ないけど」

　というと、耀姫はねこがみさまを振り返った。

「ねえねえ化け猫ねこ。さっきの話の続きだけどさ」

「んむ？　腐くさった死体の話でありまするか？」

「ちっがーう！　ほら、嫁探しの話。今何人嫁がいるのかってこと」

「おお、そうでありましたね。ふふふ、聞いて驚くのです！」

　ねこがみさまは嫁探し名めい簿ぼを引っ張り出して、得意げに開いた。

「えっと、ただ今の人数……春日かすがに涼りよう子こにミミに夜や刀とにユキメとそなたでなんと」

「たったの六人!?　そりゃ驚きの数字よね」

　身も蓋ふたもないことを耀姫はいい放った。

「た、たた、たったとは何です。六名〝も〟ですぞ？」

「目標千人でしょ。二ヶ月で０・６％なんて達成率低過ぎ。営業なら即クビレベルよ」

　嫁は売り上げではありません。

「むむ、む、で、ではどうしろというのです」

「だーかーら、あたしがイイ新兵器を思いついてあげたわけ！」

　広人はいやあな予感がした。

　耀姫はほくそ笑みつつ、ごそごそスクールバッグを探る。

「これぞ名付けて……シチュエーションジェネレータァアアア───ッ！！！！」

　ばこばこばこん！　と耀あき姫ひめがテーブルに叩たたきつけたそれは、




　ティッシュの空あき箱×３。




「……………………………………………………………………えー…………」

　鰹かつお屋や家け住民一同、ひかるも含めて一いつ瞬しゆん真っ白い目になる。

「あ、そろそろ俺おれお風ふ呂ろの準備をしてきます」

「モサコさーん、われと遊びましょうぞ」

「夜や刀とも夜刀も一いつ緒しよに遊びたいのよ」「ぐにゃぁ～ん」

「広ひろ人とさま、私は土ど鍋なべを洗ってまいりましょう」

「ふわあ、何だか眠ねむくなってきましたわ」

「耀姫さぁん、ティッシュ三箱使い切るなんて体に毒ですよぉ」

『……………………馬鹿なの？』

「っっだ────っ！　何よ何よあんたたちバカにしてっ！」

　耀姫が噴ふん火かした。みんなは冷静に返した。

「だってどうせマッチョマシーンじゃないんですか……」

「まっちょが好きなのは実はそなたでありましょう？」

「毎度毎度ティッシュの空き箱って、ほんと耀姫さん芸がありませんわね」

「せめてＡｍａｚｏｎあまぞん箱にグレードアップするのよ」

「何いってんの、これ鼻はなＶＩＰビツプよ鼻ＶＩＰ！　ブランドよ、ティッシュの超有名ブランド！　重ねると三段タワーにもなるんだから！」

　今年度一番の「だから何大賞」をあげたいと広人は思った。

「重ねて手足が生はえるならともかく、この空き箱にどんな意味があるのです」

　ねこがみさまが薄うすい目で耀姫を見つつ訊きいた。

「ふふふ、よくぞ訊いてくれたじゃない。まずはあたしが手本を見せるよね」

　耀姫は三つの箱に順番に手を突っ込むと、取り出した三枚のカードを並べてみせる。

　みんなは気乗り薄な顔でのぞき込んだ。そこに書かれていたのは、




『春休み』『幼おさな馴な染じみと』『遊園地でデート』




　今回は普通の文章です。

「あのね、この箱にはそれぞれ『いつ』、『誰と』、『何をする』っていう言葉が書かれたカードが入ってるの。それを氏うじ子こさんに引いてもらうわけ」

「……引いてどうなるっていうんです」

「だーかーら、このカードを引けば、いつどんな女じよ子しとどんな行動を取れるかっていうシチュエーションを生み出せるの。さっきの例だったら、春休みに幼おさな馴な染じみと遊園地デートができて、あっという間に仲が深まるわけ。つまりこれでたんまり嫁よめがゲットできるのよ！」

「でえと？　とはなんです？」

　外来語に疎うといねこがみさまは首を傾かしげた。ミミが解説する。

「男女が二人きりでどこかへ出かけることですわ。無理やり訳すなら逢あい引びきですわね」

「逢引……逢引ですと」

　ねこがみさまは一気に顔を輝かせた。

「逢引といえば出で合あい茶ぢや屋や！　早速子作りですね、よし行ってまいれ！」

「いらん日本語ばかりに精通しないでください！」

　出合茶屋とは、江戸時代のラブホテルというかファッションホテルというか。

「シチュエーションは盛り沢だく山さんよ。昼休みに放課後に夏休み、クラスの憧あこがれの女子や高たか嶺ねの花のお嬢じようさまやレアキャラで某ぼう国こくのプリンセスまで、海で山でプールで学園で常とこ夏なつの王国で、ありとあらゆるラッブラブな状況が発生するの！　どうよどうよ、すごくない？」

　耀あき姫ひめは大おお威い張ばりで胸を張った。

　みんなはうっさんくさい物を見る目で見た。

「その目は何よ！　大だい丈じよう夫ぶ、今度こそしっかりあたしの神じん通つう力りきがかけてあるし！」

「耀姫さんの神通力だからこそ当てにならないんじゃ……」

「もーうっ、つべこべいうな！　嫁が欲しいの欲しくないのっ！」

　バン！　と耀姫がこたつテーブルを叩たたいて身を乗り出した。

　ティッシュ箱×３タワーが飛び上がった。

「いや俺おれは特に要いらな」

「当然ですぞ、欲しいに決まっておりまするっ！」

　ドン！　とねこがみさまがこたつを叩いて身を乗り出した。

　ティッシュ箱×３タワーが崩くずれた。

「良いですか、広ひろ人と、ここまで耀姫が自信をもって勧すすめるのです。必ずや確かな効果があるはずですぞ。鰹かつお屋や家け繁栄のために、試してみるのです！」

　見事に耀姫に釣つられて乗り気になったねこがみさまが、ぐっと広人を見据すえた。

「まあ……前よりは面おも白しろそうなのよ？」

「そうですよねえ、選択肢しに幅がありそうですぅ」

　夜や刀ととユキメが興味を引かれたようにいった。ミミが皮肉気にいう。

「ええ、ダメなら耀姫さんに責任を取っていただければいいだけですもの。ねえ？」

「いいわよ、変な結果だったらちゃーんと責任とってあげようじゃん」

　耀あき姫ひめが対抗するように答える。

「さあ、氏うじ子こさん、引いてみてよ。ラブに向けて一直線！」

「やってみるのです、広ひろ人と。嫁よめ千人に向けてまっしぐら！」

　ねこがみさまも勢い込んで促うながした。

　広人は深いため息をつく。まったく気乗りがしない。

　でも……以前にやった萌もえ属性の組み合わせよりは、まともな結果が出るかもしれない。今度はちゃんとした文章だったし。

　広人は大きく息を吸い、思い切って手を伸ばす。

　まずは『いつ』の空あき箱に手を突っ込んだ。

　カードを一枚ぐいと引き出し、テーブルにパン！　と置く。

　みんなは一いつ斉せいにのぞき込む。そこに書かれていたのは、




『時はまさに世紀末』




　いきなり詰んでます。

「こっからどうラブ展開になるんです……」

　広人は闇やみより黒い気分になった。

　みんなも一気にドン引きした。

「マッチョ……絶対絶対ハードでバイオレンスでマッチョ満まん載さいな世界ですわ」

「ラブというより兄貴な漢おとこ同どう士しの殴なぐり愛あいなのよ」

「広人さあん、世紀末に兄貴とデートより極ごつ寒かんのシベリアにユキメと逃とう避ひ行こうですよぅ」

「広人！」

　ねこがみさまが真剣な顔で振り仰あおいだ。

「世紀末まであと九十年。必ずや生き延のびて子を生なすのですぞ！」

「寿じゆ命みようが尽つきる前に生せい殖しよく能力が尽きますよ！」

　不満げなみんなに耀姫があわてて手を振った。

「ま、まだ一枚目じゃん。二枚目はすっごいの出るよきっと」

「一枚目からこれじゃ期待値ダダ下がりですが」

「うぅう、わかった、今あたしが念をこめる！　奇き跡せきを起こす！」

　耀姫は二番目の箱に両手をかざしてうねうね動かし、とても怪しい呪じゆ言ごんを唱えた。

「うんじょろめれんぽほれもれもろんじょ……ほぃやさあ─────っ!!」

　奇跡が遠ざかった気がした。

「さっ、氏子さん。ガツンと引いて！　あなたの希望の将来をっ！」

　どん底の未来じゃないのかと思いつつ、広人は『誰と』の箱に手を突っ込む。

　そして引いたカードには、




『百万人の妹と』




　無茶な数字と相手です。

「父さん母さんがんばったなあ……」

　突っ込みどころを見失い、広ひろ人とは遠い目になった。

　夜や刀とやユキメたちは戸と惑まどい顔でささやき合う。

「か、数だけはすごいのよ？」

「で、で、でもぉ、百万人と子作りしたら広人さん枯かれ果てちゃいますよねぇ」

〝妹〟の部分を突っ込んで欲しい。

「ひゃ……百万人……百万人ですとっ!!」

　ねこがみさまは歓喜に打ち震ふるえた。

「千人どころではありませぬ！　やりましたね広人、鰹かつお屋や家けの世界征せい服ふく決定です！」

「妹！　相手妹ですってば！」

「妹だから何よ、十九人の妹も一万人の妹も俺おれの妹もＭの妹も世には存在するのよ！」

「耀あき姫ひめさん、妹の数や設定の問題じゃありませんから！」

〝妹〟の文字がゲシュタルト崩ほう壊かい。

「でもでも、ちょっと期待が持てそうではありませんこと？」

　ミミが珍めずらしく興奮気味の声でいった。

「世紀末とか百万人とか、やけに壮そう大だいですもの。この後、すっごいドラマチックな展開が待っていそうな予感がしますわよ」

　そういわれて、はっとみんなは目を見開く。

「そ、そう……いわれれば……そう、ですかね」

「そうなのよ。何かハリウッド映画的な匂においがするのよ」

「きっと世紀をまたぐ一大ラブロマンスなんですね。素す敵てきですぅ」

「銅ど鑼ら魔まとか針はり独う活どとかさっぱりわかりませぬが、とにかく壮大なのはわかりました」

　ねこがみさまは爛らん々らんと目を輝かせる。

「さあ、広人。最後の一枚、気合をこめて引くのです！」

「わ、わかりました」

　ねこがみさまの気迫に気け圧おされて、広人はテーブルに向き直る。

　目の前にあるのは最後の箱。

　世紀末に、百万人の妹と、一体どんな壮大な出来事が起こるのか。

　この一枚で────全すべてが、決まる！

「行きます！」

　広ひろ人とは祈いのるような気持ちで、ぐいと箱に手を突っ込んだ。

　バン！　とカードをテーブルに叩たたきつける。

　みんなは息を吞のんで身を乗り出した。

　そこには一言、




『お風ふ呂ろに入る』




　無理です。

「入んねえよ……どんな風呂だよ海かよ……」

　ブラック広人降こう臨りん。

　みんなもそろって脱だつ力りよくする。

「がっかり……無理過ぎてしょぼ過ぎて盛大にがっかりですわ……」

「詐さ欺ぎなのよ。予告編の映像が一番いい場面だったみたいなのよ……」

「もーう、期待裏切っちゃダメじゃん、氏うじ子こさん」

「ちょっと待った、俺おれのせいですかっ！」

「あ、でもぉ毎日順番に入れば百万人と入れますよぉ、ね、ね？」

「百万日かかりますよ、約二千七百四十年ですよ！」

「よろしいです、広人！」

　ねこがみさまは真剣な顔で、広人の両りよう肩かたをバン！　と叩いた。

「嫁よめ百万人のために、あと九十年と二千七百四十年、全力で生き抜くのです！」

　さすが神さま、年月の単位がハンパない。

「あのそれ、無理に決まってますから。もうちょっと常識をですね……」

「そうですわよ、第一耀あき姫ひめさんが怪しげな箱なんて持ってくるからいけないのですわ」

「やっぱりうっさんくさい神じん通つう力りきだったのよ」

「うう、うるさいうるさーい、氏子さんの引きが弱いからでしょっ！」

「なんですと、広人のせいにするとは言ごん語ご道どう断だんなのです！」

「──皆さま」

　熱くなるみんなの前に、すっとお茶が出された。

「一息つかれたら、いかがですか」

　守もり宮みやがにこやかに場を見回す。

「…………ん、んむ。そうですね」

　ねこがみさまはうなずいた。

　みんなは湯ゆ吞のみを持って、ずずずーっとお茶（ユキメは氷水）をすする。

　そして、はふぅーっ、と一いつ斉せいに息を吐はいた。

「まあ……とりあえず」

　耀あき姫ひめがぽつりといった。

「ダメな結果だったのは認めるよね。よし、宣言通り、あたしが責任取る！」

　広ひろ人とは疑いのまなざしを向ける。

「いいです、耀姫さんに責任取られるとさらにロクでもない結果になりそうで」

「ちょっとぉっ、それひどくない！　わかったわよ、だったらさ」

　耀姫は最初に自分が引いたカードを取り上げた。

「これをセッティングしてあげるから！」

「これ？」

　広人は耀姫が手にするカードに目をやった。

「『春休み』『幼おさな馴な染じみと』『遊園地でデート』……って、まさか」

「そう、遊園地デート。氏うじ子こさんの幼馴染ったら美み薫かさんよね」

「え、か、春日かすがと!?」

　広人はびっくりして声を上げた。耀姫は構わず話し続ける。

「うちの神社のコネで、ありまえんのチケットなら手に入れられるの。鰹かつお屋や家けのみんなも一いつ緒しよに招待して、集団デートなんてどうよ」

「えぇえ───っ!?」

　みんなは驚きと喜びの声を上げた。

「ま、まま、まことでありまするか、耀姫！」

　ねこがみさまが感激のあまり声を上ずらせた。

「それはとても嬉うれしい申し出でありまする……が」

　ねこがみさまは広人を振り仰あおぐ。みんなも広人を見つめる。

　広人は一人、難しい顔をして視線を落としていた。

　正直、あまり気乗りする提案ではない。

　勝手にデートなんてセッティングしたら、春日はどんな反応をするだろう……。

　そう思いつつも、広人は顔を上げた。

「わかりました」

　ぱっとみんなの顔が輝いた。しかし広人は即座にいった。

「ただし、春日を巻き込まないことと……」

　広人は背後の壁を振り返る。

　壁に埋うまったひかるのむっつり顔が目に入った。

　みんながにぎやかにしている間、彼女はずっと黙だまりこくっていたのだ。

「ひかるさんの事情を調べるためなら、いいです」

『えっ!?』

　それまで無言だったひかるが、驚いたように壁から身を乗り出した。

「ひかるさんはありまえんの入場ゲートにいたんです。だから……」

「彼女の過去とか、迷いや心残りの手掛かりが、ありまえんにあるかもってわけ？」

　耀あき姫ひめの言葉に広ひろ人とはうなずいた。

「もちろんなのです！」

　ねこがみさまが張り切った。

「われらも大いに協力いたしますぞ。そうでしょう、みんな？」

　同意を求められ、ミミや夜や刀とやユキメは大きくうなずいた。

『…………いいの』

　ひかるが不安そうにいった。

『あたし、あり得ないぐらいひどい悪あく霊りようかもしれないぞ』

「その時はその時ですよ」

　広人は小さく笑って答えた。

　ひかるは大きく目をみはり、じっと広人を見つめた。

　だがすぐに、ふんと偉えらそうに肩かたをそびやかす。

『わかった。さっさと事情を思い出して、こんな家いえ出てってやる』

「うん。ひかるさんが安らげるように、協力します」

　広人は笑って答える。ひかるはしかめっ面つらを返す。

　だが、広人に向けるまなざしには……ほんのわずか、明るい色がのぞいた。

「よし、じゃあ早速手配してくるよね！」

　耀姫も勢い込んで立ち上がった。

「チケット入手したら連絡するよ。日にちは春休みならいつでもいいでしょ？」

「うっ！」

　痛いところを突かれて広人は絶句する。

「す、すいません……補習があるんで、日曜日ぐらいしか」

「えー、どんだけ成績悪いわけ!?　仕方ないな、じゃあ日曜日ね」

　さりげにひどい突っ込みをして、耀姫は意気揚よう々ようと窓から出て行った。

「……いい加減、玄げん関かんから出入りして欲しいよなあ」

　広人は嘆たん息そくすると、湯船を洗うために立ち上がった。

　ねこがみさまたちは、うきうきと遊園地のことを話し合っている。

「ありまえんとは、どんな場所なのです」

「最近はどうか知りませんけど、昔は家族向けの遊園地でしたわね」

「地域密着型なのよ。とってもアットホームなのよ」

「ユキメはこの辺の出身じゃないから初めてです。楽しみですぅ」

「世界で一番古い回転木馬があるという話でございますよ」

　みんなのにぎやかな声に、広ひろ人とも心が弾はずむ。

　笑みを浮かべつつ、彼はユニットバスに向かった。

「広人、広人」

　スポンジを手にした時、ねこがみさまがユニットバスの扉とびらから顔を出した。

　広人を見つめて、にこにこしている。

「ご機き嫌げんですね。そんなに遊園地が嬉うれしいんですか」

「もちろん、みんなでお出かけは嬉しいですぞ。でも」

　ふふっと、ねこがみさまは笑った。

「広人が、ひかるのことをちゃあんと気にかけてくれたのが、一番嬉しいのです」

「えっ……」

　広人は急に照れくさくなった。そして同時に感心する。

　子どもっぽいようで、ねこがみさまはちゃんと見ているんだなあ……。

「広人。お風ふ呂ろを洗うなら、われも手伝いまするぞ」

「遠えん慮りよします。この間それで全身びしょ濡ぬれになったの誰でしたっけ」

「あ、あれは、あらぬ方向から水が噴ふん出しゆつするからいけないのです！」

「いつになったらシャワーに慣れるんですか」

　広人は笑いをこらえていった。

　ねこがみさまがほっぺを膨ふくらませる。

「いいのです、いつか慣れまする。さ、そのもふもふを貸すのです」

「いやいや、いいですって。いいですってば」

　広人が笑いながら答えると、みんなが乱入してきた。

「あっ、広人さま。掃そう除じならこの守もり宮みやが」「えぇ～、お風呂はユキメの担たん当とうですよぅ」

「仕方ありませんわね、天てん井じようだけなら舐なめて綺き麗れいにしてさしあげますわ」

「広人、今日は夜や刀とも一いつ緒しよに入りたいのよ。体からだ洗って欲しいのよ」

「ひかる、そなたもお風呂洗いを手伝うのです！」「いや幽ゆう霊れいは無理なんじゃ……」

　みんなの騒そう々ぞうしい声が、狭せまいユニットバスに響ひびき渡った。







　幽霊少女は、またもやこたつテーブルの上を占せん拠きよして腰こしかけていた。

『あり得ない……。あり得ないぐらい、変な人……変な人たち』

　にぎやかな洗面所を見つめ、ひかるは不思議そうにいった。

『広人、さんと、ねこがみ、さま……か』







[image: 第二話　シークレット・アンド・ハイド]




　当日は、見事なまでの青空だった。




　開場時刻の午前九時。

　満開の桜を背景にしたありまえんのメインゲート前に、鰹かつお屋や家け住民一同は勢ぞろい。

　なんとモサコさんまで一いつ緒しよである。

「やほ！　氏うじ子こさんたち、時間通りよね」

　耀あき姫ひめが手を上げる。さすがに今日は彼女も私服。ミニのプリーツスカートに、ポップな色合いのキャミとプリントＴシャツの重ね着レイヤードで、いかにもティーンズなスタイルだ。

「なぜ、この私が遊園地などに」

　駐ちゆう車しや場じように停とめたポルシェから、菅すが原わらのみっちゃんが、眼鏡めがねのブリッジを押さえつつ不ふ機き嫌げんに降り立った。相変わらず洗せん練れんされたスーツ姿だ。

「いいじゃん、いいじゃん。遊園地は大勢で来た方が楽しいし？　でもさあ、遊園地にスーツはないよね。いつも通りだけど……って、いつも通りといえば」

　耀姫は広ひろ人とたちを振り返る。

「あんたたち、ちょっといつも通り過ぎない？　せっかくの遊園地なのに」

　鰹屋家住民は、お互い顔を見合わせる。

　広人はジーンズにＴシャツとジップアップパーカー。

　守もり宮みやはいつもの着物に袴はかまで、大きな弁当の包みと水すい筒とうを抱かかえている。

　夜や刀ととユキメも普段の着物で相変わらず。

「わたくしは違いますわよ。妖よう力りよくで新しい衣い装しようを出しましたの」

　ミミが得意げにロリータドレスの裾すそをつまんでほほ笑んだ。

　確かに、濃こい目ピンクに黒のリボンとフリルで、少し気取った雰ふん囲い気き。

「一番いけないのはあんたよね、化け猫ねこ！　ちょっとは洒落しやれたらどうよ」

　耀姫はビシッ！　と指差した。

　ねこがみさまは──まったくいつものジャージ上着と履はき古しのスニーカー。

「これが一番、動きやすくて慣れておるのです」

　ねこがみさまはきっぱり断言。

　抱だっこされたモサコさんも、同意の意味か「ぐにゃぁ」と鳴いた。

「いつまでここで無む駄だ話ばなししているのよ。他ほかのお客さまの邪じや魔までしょう？」

　きっつい言葉が響ひびいて、広人は反射的に身をすくめた。

　メインゲート前に、上品なアンサンブルと膝ひざ丈たけスカートの美み薫かが立っている。

　まるで風紀委員長のごとく、彼女は厳きびしい目で一同を見回した。

「入るなら早くして。もう、どうしてわたしがこんな人たちと遊園地になんか……」

　といいつつ、手に提さげている大きなトートバッグはお弁当入りのようだ。

　広ひろ人とは耀あき姫ひめに顔を寄せてささやいた。

「どうして春日かすがを呼んだんです。巻き込まないでくれっていいましたけど」

「何いってんの。呼ばない方が怒るよ～、美薫さん」

「呼んだって怒ってるじゃないですか……そうだ、それじゃあ」

　といって、広人はこそこそ周りをうかがう。

「あ、あの、涼りよう子こ部長は呼んでないですよね？」

「あったり前じゃん。涼子ちゃんこそ呼んだら台無しぶち壊こわしだもん」

　広人は心しん底そこ安あん堵どした。

『そうだ、とっとと動け』

　偉えらそうなひかるの声に、美薫以外のみんなが視線を移す。

　幽ゆう霊れい少女はゲートの改札前で、腰こしに手を当て仁に王おう立だちしていた。

『さっさと行って、さっさと思い出すんだから……って人の体を通過するなあっ！』

　霊など見えない入場客に次々と体を通過されて、ひかるは怒った。

　そこに立つ方が悪いんじゃないかなあ。

「じゃ、早速行くよね。チケットはあたしが持ってるし」

　耀姫が意気揚よう々ようと歩き出し、みんなも後をついていった。

　美薫は広人をちらっと見ると、つんとして先を行く。

　困ったなあ、と広人は頭をかいた。

　神さま＆妖あやかし＆幽霊たちの中で、美薫だけは普通の人間。

　うっかりみんなのおかしな行動を見て、肝きもをつぶさなければいいが……。

「さ、広人。まいりましょうぞ」

　わくわく顔のねこがみさまに引っ張られ、広人はあわてて足を踏み出した。

　ひかるも大おお威い張ばりで両手を大きく振って歩き出す。

　もっとも、広人たち以外、誰もそんな姿に気づかなかったけれど。
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　ゲートをくぐると、桜並木のアーチが目の前に広がった。

「わあ……とても綺き麗れいなのです……」

　ねこがみさまがうっとりと両手を広げる。

　満開の桜並木は、思わず息を止めて見み惚とれるほど美しかった。

　頭上を彩いろどる、華はなやかな薄うす桃もも色いろ。朝の光に輝く、幾いく重えにも重なる花弁。

　こぼれんばかりに咲き誇ほこる桜の花に、誰もが言葉もない。

　────だがしかし。

　広ひろ人とは一人、桜に見惚れるどころではなかった。

　何か……何か、道行く人の格好が変なのだ。

「コ、コスプレ？」

　広人は戸と惑まどいの声を上げる。

　なんと家族連れの客に交じって、普通じゃない格好の人々がぞろぞろ行き交っていた。

　派は手でな色合いの制服、鎧よろいの戦士、ゴスロリ、着ぐるみ、体操着。

「○ンダム」と書かれた段ボール箱を着た人たちや、真っ黒板の「モノリス」軍団はまだしも、抱だき枕まくらカバーをかぶっただけの人に至っては理解が追いつかない。

　サブカルにあまり詳くわしくない広人には、異世界に近い感覚だった。

「あのね、今日はありまえんのコスプレデーなの」

　耀あき姫ひめが得意げに解説する。

「数年前から、ありまえんではコスのイベントがたくさん開かれてるのよね。ここの近くの高台にある大おお山やま和わ庭てい園えんでも、庭を借りきってコスの撮影してるんだって」

「へえ、地元なのに全然知りませんでした」

「でもそこは近々改装で閉へい鎖さされるから、ありまえんにイベントが集中しそうだけど。てことで、これなら普通のカッコじゃない化け猫ねこたちも目立たないと思って今日にしたの！」

「は、はあ……まあ、確かにそうですよね。ありがとうございます」

　ちょっと驚いたものの、耀姫の配はい慮りよに広人は安あん堵どした。

『ほんと、変なカッコの人ばっかり歩いてるんだ』

　隣となりから聞こえたひかるの声に、広人は目をやった。

　幽ゆう霊れい少女は大おお手でを振って歩きつつ、桜並木を興味深そうに見上げている。

「どうかな、ひかるさん。何か思い出せそう」

『来たばっかりで、そんなすぐに思い出せるわけない』

　不ふ機き嫌げんにひかるは答える。だが、ふと眉まゆをひそめた。

『けど』

　彼女は、隣を歩く広人と、桜並木を見比べるようにぐるりと見回す。

『なんだろう。この桜の並木道……こんな風に、誰かと……歩いたような気がする』

「え!?　本当に？」

　思わず広人は勢い込む。しかしひかるは、またむっつりといった。

『それだけじゃどうしようもない。手がかりにもならないし』

「そんなことないよ」

『え？』

「ありまえんは地域密着型のファミリー向け遊園地だから、客層はほとんど近場の家族連れなんだ。だから、ひかるさんはこの辺りに住んでて、家族やご両親と一いつ緒しよに来たのかも。そういう細かいところから、少しずつ思い出せてくるよ。きっと」

『そう？　そうかな』

　ほんの少し、ひかるの表情がほっとゆるんだ。

『でも……家族……両親』

　和やわらいだはずの表情が、むっと引き締まる。

『親って単語を聞くと、なんだか腹立つ。どうしてかな』

「う、うーん。なぜかな。それとも、コスプレ好きでイベントに参加してたとか？」

『何それ。適当なこというな、もうっ』

　ひかるがこぶしを握にぎり、ぷんと頰ほおをふくらませた。

　偉えらそうなのにいちいち仕し草ぐさが楽しくて、広ひろ人とはちょっと笑えてくる。

「何をしているのよ、ばか広人！」

　いきなり横合いからぐいと腕うでを引かれて、体が斜めになった。

「うわ！　な、なに、春日かすが!?」

「もう、恥はずかしいでしょう。こんな人混みでぶつぶつ独り言いうなんて！」

　しまったー、と広人は血の気が下がった。

　ひかるの姿は鰹かつお屋や家け住民以外には見えない。ということは、広人は一人で会話するただの怪しい人になっていたのである。道理で、道行く人が注目していくわけだ。

『何だ、君。さっきから偉そうに』

　ひかるはどどーんと美み薫かの前で仁に王おう立だちした。

『人の会話に割り込むなんて失礼だ……ってまた通過する──っ！』

　広人の手を引っ張る美薫に体をすり抜けられて、ひかるは怒った。

　いい加減、自分が幽ゆう霊れいだって自覚した方がいいと思う。

「広人、広人！　耀あき姫ひめが大事な話があるそうですぞ」

　待っていたねこがみさまが二人に手を振った。

「ちょーっと、二人とも。勝手に行動しないでよね。はい、みんな注目注目ぅ！」

　引いん率そつの先生のごとく、耀姫は張り切って声を上げる。

「みんなのチケットは、フリーライド。終日どれでも乗り放題。だ・け・ど、注意！　うっかり園の外に出たら再入場禁止で無効！　せっかくの乗り放題、無む駄だにしないでよね」

　広人はもらったチケットをしげしげと見つめた。

　赤い文字で『フリーライド：再入場無効：当日のみ有効』などと書かれてある。

　乗り放題はありがたい。いちいち乗り物料金を払はらっていたら、貧びん乏ぼうな広ひろ人とは破産である。

「迷いそうになったら、この地図を参考にしてよね」

　耀あき姫ひめは、周りに集つどうみんなに手際よく園内マップを配る。各アトラクションに順番が振ってあり、待ち合わせや食事の場所も指定してある優すぐれ物だ。

　面めん倒どうくさがりなのに変なところでマメだなあ、と広人は感心。

「ねえ、この順番は何のためなの」

　美み薫かがマップを人差し指でつんつんつついた。

　耀姫はにやりとする。

「デートの順番よね」

「デ、デート!?」

「そそ。効率良くやらないと、氏うじ子こさんが全員とデートできないじゃん？　この順番で回れば無む駄だがないように、混こみ具合とか待ち時間とか、ちゃーんと考こう慮りよしてあるし」

　そういって、耀姫は広人に身を寄せる。

「ついでに、あの幽ゆう霊れい娘むすめの事情を探って来なさいよね」

「え、みんなで探すんじゃないんですか？」

「だって氏子さんに憑ついてるわけなんだから、きっとついて回るはずだもん。そうそう、最初は美薫さんに決めといたから。行く場所はルートの一番ね」

「勝手に決めないで。第一デートって何、そんなの聞いてないわよ！」

　美薫が訊きき咎とがめて眉まゆをぐいと逆さか立だてた。

「いいじゃんいいじゃん、細かいことは。気楽に楽しんでくればいいし。ほらほら！」

　耀姫に背中を押され、広人と美薫は前に出される。

「それでは、早速」

　ねこがみさまがうっきうきで、広人の腕うでに抱だきつき片手を突き上げた。

「でえとに、出発です！」

「ちょーっと待った、お邪じや魔ま猫ねこ。付き添い禁止よ」

　ぐい、と耀姫がねこがみさまの襟えり首くびをつかむ。

「え？　ど、どうしてなのです!?」

「デートなのよ。逢あい引びきなのよ。嫁よめ候補と二人っきりでなきゃダメじゃん！」

「え……そ、そう……いうもの、でありまする、か？」

「そうですわよ、ねこがみさま」「うん、そういうものなのよ」「ええ、残念ですけどぉ」

　ミミや夜や刀と、ユキメも口をそろえていった。

「う、うぐ、うぐぅうう……わ、わかりましたのです……」

　見るからにがっくりしょんぼり、ねこがみさまは肩かたを落とした。

「はいはい、気にしないで行ってきてね。あ、美薫さん、荷物は預かるよ」

　美み薫かの大きなトートバッグを受け取って、耀あき姫ひめが手を振る。

　耀姫に襟えり首くびをつかまれたねこがみさまも、モサコさんを抱だいて涙なみだ目めで手を振る。

　守もり宮みやは頭を下げて見送り、みっちゃんは肩かたをすくめて興味なさげだ。

「はあ、まあ……行って、きます」

　仕方なく、広ひろ人とは美薫と歩き出した。ひかるも一いつ緒しよに憑ついて……いや、ついてくる。

　何が気に入らないのか、美薫は見るからに不ふ機き嫌げんそうだ。

　横を歩くひかるも、美薫をにらんでむっつり無言。

　広人は微び妙みよう～に、いたたまれない。これってほんとにデートなの？

「それで、一体どこに行けばいいのよ」

　美薫に訊きかれて、あわてて広人はマップを広げた。ひかるものぞき込む。

「ええっと、一番目は……」

　広人の指が指し示す先を見たとたん、三人は目をみはった。

「──────ホラーハウス!?」
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「幽ゆう霊れい連れてホラーハウスて……」

　なにか納なつ得とく行かない気分で、広人は人ひと混ごみを歩く。

　園内は次第に混雑してきた。人気のあるアトラクションには行列もできている。

『ほんとに、家族連れが多いんだ』

　ひかるがぐるりと顔を巡めぐらす。

　父親や母親の手を引いて楽しげに歩く子ども、アトラクションではしゃぐ少年少女たち。

　桜の下で写真を撮とる家族連れ、歓声を上げて駆かけていく幼おさな子ご……。

　ひかるはむすっと口をへの字に曲げた。

『何があんなに楽しいんだ。理解できないぞ』

　不機嫌なひかるに広人はちょっと笑う。

「ひかるさん、来たことがあるのに遊園地好きじゃないんだ」

『うん。特に、ああいう親子連れ見ると……』

　ふっとまなざしが沈む。しかし、すぐにひかるは口を尖とがらせていった。

『なーんか、ムカつく』

「う、うぅーん、何かよっぽど嫌いやな記き憶おくでもあるのかな……」

「もう、さっきからまた独り言ばかり！」

　飛んできたきっつい声に、広人はすくみ上がる。

　あたふた向き直ると、美薫がポーチの紐ひもを握にぎってにらみつけていた。

「いつもいつもいっつも変だけれど、今日はまた一段と変よ、ばか広ひろ人とったら」

「そ、そそ、そんなことないよ」

　あわてて広人は歩み寄った。美み薫かはきゅっと眉まゆを寄せて歩き出す。

「まったく、相変わらずおかしな言動ばっかり。もうすぐ高二だっていうのに全然治らないんだもの。本当に恥はずかしいわ。少しは自分が変だって自覚しなさいよ」

「う、うん。ごめんな」

　いつもながらの美薫の説教に、広人は首を縮ちぢめる。

「そういえば、英語の補習を受けているんですってね。あれほど勉強しろっていったのに、いったいどういうこと？　他ほかの科目はそれなりにできるくせに、どうして英語だけがそんなに悪いのよ。いい？　今度わたしがみっちりしごくから！」

『あり得ない、こんな偉えらそうな態度。君って何様だ』

　ひかるが美薫をにらんだ。そんな声など聞こえない美薫はさらに説教を続ける。

「それと、同居人のことで忠告があるの」

「ど、同居人のことって？」

　広人はどっきりして背筋を伸ばす。

「事情があるなら仕方ないけれど、同じ部屋に暮らす人が増えたなら、不動産の管理会社を通して、大おお家やであるわたしの家に届け出しないといけないのよ」

「あ、そうか！」

　広人は青くなる。美薫はきっついまなざしで厳しくいった。

「まだ父も、管理会社も気づいてないわ。変な苦情をつけられない内に、早く同居人の素す性じよう──職業とか年ねん齢れいとか、ちゃんと申しん請せいしなさいよ」

　同居人の素性と職業と年齢……。

　素性は神さま、ヤモリに大だい蛇じやに天てん井じよう下さがりに雪ゆき女じよ郎ろう。

　一人は屋や守もりで残りは無職、歳としは幼女が千せん歳さいです。

「できない……」

　広人は途と方ほうに暮れた。

『同居人申請って、幽ゆう霊れいもする？』

　ひかるが興味を惹ひかれたように訊きいた。

「いや、別にしなくていいんじゃ」

「ばかいわないで。申請しなきゃいけないに決まってるでしょう」

『素性っていわれても、全然思い出せてないし困ったな』

「う、うん。そうだな。しなきゃダメだな」

「他の部屋の人は何もいわないの？　あれだけ一室に人がいて」

『あたしだって早く思い出したいんだぞ。君に文句いう筋合いはないけど』

「い、いや文句いわれても俺おれは特に困りはしないし」

「あなたじゃなくて周りが困るの！　いい、帰ったら書類持っていくから！」

『君うるさい、広ひろ人とさんとの会話の邪じや魔ま！』

「ああああああああああああああああああああ」

　両側から同時に話しかけられ、広人は大混乱。

「あ！　ついたついた、ここだ！」

　広人はほっとして、おどろおどろしい看かん板ばんを掲かかげた施設を指差す。

『荒こう廃はい病びよう棟とう～春の夜の惨さん劇げき～』

　どうやら廃病院がテーマのホラーハウスらしい。

　春休みに公開の映画と提てい携けいしているようで、宣伝の立て看板も出ている。

　外観も寂さびれた廃はい墟きよの病院を模もしていて、雰ふん囲い気きたっぷり。

　ナース姿のコスプレイヤーたちが「怖～い」といいつつ入っていく。

「うーん、なかなか本格的だなあ」

　広人はごくりと喉のどを鳴らす。ひかるも顔を強こわ張ばらせてつぶやいた。

『……やだな』

「やだ？　どうして？」

『あんまり、いい思い出がない……ような気がする。お化け怖いってのもあるけど』

　幽ゆう霊れいがお化け怖いってどうなの。

　と心の中でつぶやきつつ、広人はふと美み薫かに視線を移す。

　彼女は片手で肩かたをぎゅっと抱だいていた。その顔は真まっ青さおだ。

「春日かすが……。あの、もしかしてこういう場所、苦手か？」

　はっと美薫は振り仰あおぎ、きゅっと眉まゆを逆さか立だてた。

「そ、そんなわけないでしょう。変ないいがかりはよして。ほら、入るわよ」

「いや、苦手なら引き返しても」

「冗じよう談だんじゃないわ！　デートだとか馬鹿げたこと、さっさと終わらせるんだから！」

　美薫は憤ふん然ぜんと入口に突進する。あわてて広人はひかると後を追った。

　チケットを見せて、みなは廃病院に足を踏み入れる。

　内部は────とても、薄うす暗ぐらかった。

　弱く青白い灯あかりが非常に不ぶ気き味み。薬品臭しゆうが鼻をつく。

　かろうじて見える壁には、血のついた指や手の跡あと。

　部屋の陰に置かれるのは、内臓がのぞく怪しい人体模型や、破れたガラス戸の薬品棚だなや、血まみれのシーツの手術台。冷房が効いているのか、薄うすら寒いのもまた怖い。

　美薫は広人の背に隠かくれ、ぎゅっと目をつぶっている。

「あのさ、春日。それじゃ歩けないよ」

「い、いい、いいの！　さ、さっさと歩いて！」

　美み薫かは体を固くして叫ぶ。

「いやあ……正直いうと、俺おれもホラーは得意じゃないんだよなあ」

『え、あたしが見えるのに？』

　耳元の声に広ひろ人とはびくっと振り返る。

　肩かたに張り付くひかるが、ぼんやり白く光っていた。

「あはは、は。それとこれとは話が別っていうか。こういう場所って必ずお化け役の人が出てきて驚かされるからさ」

「ひ、広人？　さっきから誰としゃべって……」




　ぎぃいいいいいいいいぃっ。




　不ぶ気き味みな音に、びくうっ！　と三人は凍こおりつく。

「な、なに。今の何、何の音なのよ!?」『や、やだ。何か変な音、した！』

「だ、だだ、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、ただの音だよ」




　がちゃん！




　またも怪しい音が聞こえて、三人は強こわ張ばった。

　耳を澄すますと闇やみの中から、水の滴したたる音、風の音、かすかな気配が、伝わってくる……。

「は、は、早く先に進んで！」

　美薫が悲鳴のようにいった。広人は強張った顔でうなずくと、足を踏み出す。

　蛍けい光こうカラーの矢印のある廊ろう下かを進むと、目の前に扉とびらが現れた。

　嫌いやなことに、鋭えい利りな刃は物もので切りつけた跡あとが一面についている。

　ここを開けたら、いきなり何か飛び出してくるんじゃないだろうか……。

「あ、開けるよ」

　広人はびびりつつ手を伸ばし、ドアをそうっと開ける。

　真まっ暗くら闇やみがのぞいた。しかし、恐れていた何かは出てこない。

「なんだ、良かった……」

　広人は少しほっとした。そこに美薫の声がした。

「ね、ねえ、変な息しないでよ」

「え、俺は何も」『あ、あたしじゃない』




　……はぁ、はぁ……はぁ。




　ぎくう─────っ!!

　すぐ背後から変質者のごとき荒い息いき遣づかいが響ひびいて、三人は爪つま先さき立だちになる。

　振り向きたくない。絶対に振り向きたくない。

　けれど息遣いはますます近く、大きく、激しくなっていく……。

　三人は、ゆっくりと、振り返る。その肩かた越ごしに────




　血まみれの顔が、にやり。




「うわだあああああっ!!」「きゃあああああっ!!」『いやあああああっ!!』

　三人は悲鳴を上げて、暗い廊ろう下かを必死で走り抜ける。

　バタ───ンッッッ!!

　途と中ちゆうのドアがいきなり開き、二体の白衣ゾンビが出現。

「ひぎぇえええええっ!!」「いにゃああああっ!!」『はにゃああああっ!!』

　三人はおたけびを上げて逃げ回る。

　ドゴ───ンンッッ!!

「もじょろぼえええっ!!」「ほにゃああああっ!!」『ひにゃああああっ!!』

　あちこちからお化け役がばんばん出現。

　三人は大パニックで、真まっ暗くら闇やみを逃げ惑まどった。

　だが道を見失い、ついに突き当たりの壁に追いつめられる。

　広ひろ人とは息が切れて言葉が出ず、美み薫かはすでに泣きべそで、ひかるも半泣きだ。

「ちょ、ちょ、ちょっとこれ、で、出過ぎ、なんじゃ」

「も、もう、もういやぁ……広人、わたし帰る、帰りたい……」

『あ、あたしも、やだ。あり得ない、外に出たい……』

「で、でも、出口が良くわからな……ひぃいっ！」

　目の前で、口から血を滴したたらせたゾンビがのぞき込んでいた。

「いやあっ、もういやあああっ!!」『やだやだ、やだあああっ!!』

　美薫とひかるが広人にしがみついて泣きながら顔を伏せた。

「え、えっと」

　広人は自棄やけになった。

「……出口、どっちですか？」

　ゾンビに訊きくな。

「………………………………」

　ところがゾンビは、ゆっくりと青白い腕うでを上げて右の方角を示した。

「あ、ありがとうございます。ども」

　広ひろ人とは頭を下げると、美み薫かとひかるを連れて歩き出す。

「………………なんだか、拍ひよう子し抜ぬけしちゃった」

　美薫が大きく息を吐はいていった。広人はくすりと笑う。

「そうだよな。怖くても中身は人間で、ここのスタッフだから」

『……やだ……やだ、ここにいるのは、もう……いやだ』

　か細いひかるの声が響ひびいた。はっと広人は顔を向けた。

　ひかるは広人にぴったり張り付き震ふるえている。体の光は弱々しく、今にも消えそうだ。

『どこ、ここどこ……やだ、いやだ、やだ……助けて』

　何か様子が変だ。広人は不安にかられ、励はげます声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、もうすぐ出口みたいだから……」

　ふいに、広人は凍こおりついた。

　自分の肩かたを、誰かが、がっしりとつかんだのだ。

「──────鰹かつお屋や」

　耳元に、生温かい息がかかった。

　広人はぞわりと総そう毛け立だつ。美薫の体も強こわ張ばった。

「…………え、な、なんで、俺おれの名前……」「…………そ、そんな、どういうこと」

　二人は震えながら振り返る。その背後で────




「鰹屋ァアアアアアァアッ！！！！！」

　肉にく襦じゆ袢ばんを着たホッケーマスクの人物が、巨大な斧おのを振り上げた。




「うひゃわあああああああっ!!」「きゃああああっ！」

　広人と美薫は絶ぜつ叫きようした。ホッケーマスクはくぐもる声で叫び返す。

「十三日の金曜日のジェイソンはチェーンソーを使わない！　彼の武器は常に斧か鉈なた！　これ豆知識！　重要な豆知識だッ！」

　豆知識にも程がある。

「まさか……まさか、その声と行動と言葉……」

　その瞬しゆん間かん、はたと広人は気がついた。

　こんなうっさんくさい格好で襲しゆう撃げきしてきたあげく、いきなり脈みやく絡らくのない会話をぶちかます変人の心当たりなんて、この宇宙にたった一人しかいない。

「涼りよう子こ部長！　涼子部長なんですか!?　い、いったいここで何を」

「制せい裁さいだッ!!」

　怯おびえる広人の問いにジェイソン部長は答える。

「第一夫人たる私をさしおいてデートなぞしている貴様を、制せい裁さいに来たッ！」

　第一、夫人……？

　今世紀最大のホラーに遭そう遇ぐうした気がした。

「覚かく悟ごするがいい、鰹かつお屋や。貴様に……私の愛を、刻むッ！！！！」

　肉にく襦じゆ袢ばんを着たホッケーマスクの部長は、不ぶ気き味みに光る斧おのを掲かかげる。

　とても中身がグラドル並みの美女とは思えない所しよ業ぎよう。

「ちょ、ちょっと待った、待ってください部長！　落ち着いてっ！」

　広ひろ人とは必死になって両手を上げて涼りよう子こを押しとどめる。

『い、いや……いやだ、いやっ……』

　ふいに、ひかるがわななく声でいった。

『怖い、怖いよ、怖いよ……助けて、やめて、やめて……』

「え……ひかるさん!?」

　広人は涼子を押さえつつ、息を吞のんでひかるを振り返る。

　薄うす闇やみの中、身を縮ちぢめたひかるが妖あやしく光り輝いている。

　とたん、青白い炎ほのおが彼女の体を包んで一気に燃え上がった。




『置いて行かないで、助けて…………助けて、ママ────!!』




　我を忘れたひかるの叫びが響ひびき渡った瞬しゆん間かんだった。

　建物内の空気が、激しくビリビリと震ふるえた。

「え……な、なんだ!?」「やだ、なに？」「ん!?　どうした！」

　広人と美み薫かと涼子が声を上げるがいなや、周囲の壁や人体模型や薬品棚だなが大きく揺れた。

「うわっ！」

　いきなり、ひゅん！　と頭上を何かがかすめて飛んだ。

　飛んできた何かは背後の壁にぶつかり、床ゆかに転がる。広人は目をこらした。

　それは人体模型の頭部だ。と認識したとたん。

　びゅん、びゅびゅん、と立て続けにいくつもの物体が宙を飛び交った。

「わわわっ！」「きゃあっ！」

　広人と美薫は、両手で頭を抱かかえて身をかがめる。

「危ない、鰹屋、春日かすがッ！」

　斧を持った涼子部長が、二人をかばうつもりか覆おおいかぶさろうとする。

「はぐぉっ！」

　だが宙を飛んできた人体模型の胴どう体たいに、ジェイソン部長は直ちよく撃げきされて吹っ飛んだ。

「ぶ、部長！　しっかりしてくださ……あっ！」

　広ひろ人とは大きく口を空あけた。

　身をかがめる美み薫かの背後の薬品棚だなが、今しも倒れかかっている。

「春日かすがっ！」

　広人は叫ぶと同時に美薫を抱だきしめて転がる。

　彼女を抱いて床ゆかに伏せた瞬しゆん間かん、後頭部に衝しよう撃げきが来た。

「あぃたぁっ！」「ひ、広人!?」

　目の奥で星が散って、広人は意識が遠のきかける。と思ったら、

「おごぼぉああぉあ!!」「きゃあああっ！」

　どさどさガタガタバタバタと、セットのベニヤ板が倒れてきた。

　広人と美薫は、折り重なったまま埋うまってしまう。

『え…………これ、なに……広人、さん……？』

　我を取り戻したか、ひかるの焦あせりの声が聞こえた。

『ひ、広人さん、広人さん！　どこ!?』

「広人……？　だ、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　美薫も下から弱々しく呼びかける。

『広人さん、ここにいたの！』

　崩くずれたベニヤ板を通過して、ひかるがすぐ真横に現れた。さすが幽ゆう霊れい。

　でも顔半分が板に埋まってて怖いよ！

　半べそのひかるの声に、広人は空から元気で答えた。

「う、うん、平気。俺おれは平気だから。それより部長、大丈夫かな……春日も苦しいだろ。ちょっと待ってな。なんとか、体をどけて」

「あ、あっ、う、動かないで……」

　美薫が苦しげに身をよじった時、はたと広人は気がついた。

　倒れた拍ひよう子しに二人の体は複雑に絡からみ合っている。

　美薫のスカートは大きくまくれて、どうやら太ももどころか下着まで丸見えの状態。

　それだけでもやばいのに、広人の手は美薫の胸をむぎゅとつかむ格好で、さらにさらにめくれたスカートの下の太ももの間に、すっぽりと自分の腰こしが挟はさまっている。

　密着。

　胸とか腕うでとか足とか腰とか危険な部位とか、余すところなく、超・密着。

（ちょっ……や、やばい、この体勢、やばい！）

　広人は変な汗あせが噴ふき出てきた。

　美薫の体の感かん触しよくが、ダイレクトにこれでもかと伝わってくる。

　手のひらが握にぎりしめる、むちっとした丸みのある弾だん力りよくだとか。

　ジーンズ越しに感じる、下着一枚布一枚隔へだてた美薫の……とか。

　それを意識した瞬しゆん間かん。

　マズイことに、生理的男性的急所的大自然的反応が、一気に頭をもたげてきた。

「うわ！　ご、ごめん、ごめん春日かすが！　い、今退どくからっ！」

　焦あせりまくって広ひろ人とはもがいた。

　しかしもがけばもがくほど、二人の体は密着するばかり。

　むちむち弾だん力りよくをむにゅむにゅ揉もみしだいたり、危険な部位をぐりぐり押しつけたり。

　そしてますます反応が顕けん著ちよになって、ますます焦って、以下無限ループ。

「や、いやっ、広人、う、動くと……あんっ……んんっ、あぁ……んっ」

　美み薫かが苦しげにあえいで変な声を出す。

　おかげでますますおかしな行為をしている気分になってきた。

『大だい丈じよう夫ぶ、ねえ、とっても苦しそう、息が荒いよ。どうしよう』

　ひかるがおろおろしてのぞき込む。

「だ、だだ、大丈、うっ」

　広人は体をどかそうと必死で、上手うまく返事ができない。

『どうしよう、どうしよう、広人さんが……広人さんが……』

　ひかるはふわりと宙に浮かぶと、両手で顔をぎゅっと挟はさんだ。

『これ、あたしのせいなんだ……あたしの、せい……なんだ！』
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「えっ!?」

　広ひろ人とは瓦が礫れきの間から見上げた。

　ひかるは苦しげに、空中で身を固く縮ちぢめていた。

『ごめん、なさい。ごめんなさい、ごめんなさい、広人さん……！』

　ひかるは体を縮めて叫ぶ。その次の瞬しゆん間かん────




　幽ゆう霊れい少女は、ふっと消えた。




「ま、待った！　いったいどうしたんだ!?」

　広人は宙に向かって叫んだ。

　しかし、その叫びは闇やみに吸い込まれて消える。

　見上げる広人の耳の奥で、以前に聞いたひかるの言葉がこだました。

〝あたし、とんでもない悪あく霊りようかもしれない……〟

「もしかして……ポルターガイスト現象……って、やつか……？」

　空からっぽの闇に向かって、広人はぼう然とつぶやいた。







「……広人は、楽しんでおるのでしょうか」

　広人たちがつぶされていたその頃のこと。

　ねこがみさまは、ベンチでしょんぼり正座していた。

　広人と美み薫かが行ってしまった後、みんなは園内の桜を見学しつつ、早速フリーライドのチケットを有効活用して、いくつかのアトラクションに乗っている。

　だが広人がいないせいで、ねこがみさまのテンションは低飛行。

　荷物番を買って出て、ぼーっと座っているばかり。

　座り過ぎて、固い木のベンチに当たるすねが痛くなってきたけれど、ねこがみさまは動く元気もなくて、ほうっとため息をついた。

　膝ひざの上で丸くなるモサコさんを、もそもそ撫なでる。

　ふかふか毛皮のもふもふ分をたっぷり堪たん能のうしつつ、ねこがみさまはつぶやいた。

「広人は春日かすがと、どこに逢あい引びきに行ったのでしょう。ほら穴でしたっけ」

　ホラーハウスです。

「二人で逢引……きっとほら穴で子作りですね」

　それじゃ原始人。

「ぐーにゃ？」

　うとうとしていたモサコさんが、耳をピンと立てて顔を上げた。

「どうしたのです、モサコさ……!?」

　ねこがみさまもはっと息を吞のんで、近くの桜の木を振り返る。

　次の瞬しゆん間かん、桜の根元に長い黒髪かみと大きなリボンの少女の姿がふわりと現れた。

「ひかる!?」

『あ────』

　見るからに泣きそうな顔で、ひかるはねこがみさまを見返した。

　と思ったらいきなり飛んできて、ねこがみさまに抱だきついた。

　というより胸にめり込んだ。

　ねこがみさまはあわてふためき、めり込むひかるにあわあわと両手をかざした。

「ひ、ひかる？　そなた、いったいどうし……」

『広ひろ人とさんが……広人さんが大変なの。あたしのせいで！』

「え……」

　一いつ瞬しゆん、ねこがみさまはぼう然となる。しかし次の瞬間、

「広人が!?　広人がいったい、どうしたのです!?　ひかる！」

　弾はじかれたように腰こしを浮かせた。

『どうしよう、あたし……大変なこと、した……どうしよう……！』

　膝ひざの上のモサコさんに顔を埋うずめ、幽ゆう霊れい少女は震ふるえる声でそういった。
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「…………えーっと」

　ホラーハウスの前にずらりと並んだみんなを見て、広人は頭をかいた。

「広人！」

　ねこがみさまが駆かけ寄り、両手を広げてぎゅっと抱きついた。

「良かった、良かったのです……春日かすがも無事で、良かったのです……！」

「無事も何も、全然大したことは起こってませんよ」

　広人は優しく、ねこがみさまの頭を撫なでた。

「でも、心配したのよ」「本当になんともないんですかぁ、広人さん」

　夜や刀とがぺとぺとやってきて広人の手を握にぎり、ユキメも不安そうに走り寄る。

「すみません、心配かけちゃって。でも本当に大だい丈じよう夫ぶですから」

　頭を下げる広人の背後から、美み薫かが歩み出た。

「わざわざ来るほどのことじゃなかったのに」

「だーってさ、この化け猫ねこが大変大変って大おお騒さわぎするんだもん」

　耀あき姫ひめが腰こしに手を当て、不満げに答える。

「でも何がありましたの。説明していただかないと納なつ得とくできませんわよ」

「お怪け我がなどございませんか、広ひろ人とさま」

　ミミが咎とがめるように、守もり宮みやが案ずる声で、口々に訊きいた。

「ホラーハウスのセットの一部が崩くずれたんです。それで俺おれと春日かすがが下した敷じきになって」

「ええっ!?」

「いえ、セットといっても軽いベニヤ板ばかりで、ちょっとこぶができたぐらいで」

　驚くみんなをなだめつつ、広人は横目でひかるを探した。

　少し離れた桜の木こ陰かげから黒髪かみとリボンが見え、心配そうなひかるの顔がちらとのぞく。

　いきなり消えたから心配したが、ちゃんとそばにいるようで、広人はほっとした。

　ふと、ホラーハウスで聞いた叫びが耳じ朶だによみがえる。

〝……置いて行かないで、助けて…………助けて、ママ……〟

　ひかるは何を思い出したのか。母親に関係することだろうか──？

　広人はホラーハウスを振り返った。

『調整中』

　という看かん板ばんが出ている。おそらく今日は一日、入場できないはずだ。

　悪いことしたなあ……と広人は頭を下げたくなる。

「わたしをかばったりするからこぶなんて作るのよ。ばか広人！」

　いきなり美み薫かが怒りつけた。思わずびくりと広人は身をすくめる。

「どうしてかばったのよ。すごい音したでしょう。痛くないの？　痛覚がないの！」

「いや、痛かったけど」

「だったらどうして！」

「春日が痛いより、俺が痛い方がいいから」

　広人はあっさりと答えた。美薫の瞳ひとみがまん丸くなる。

「ばかっ！」

　美薫は広人の額ひたいを、ぺちん、と手のひらで叩たたいた。

「いっ!?　な、何だよ、春日」

「今度そんな真似まねしたら、ぐーで殴なぐるから！」

　きつい口く調ちようでいい放つと、美薫はうつむいて、小さくつぶやいた。

「……痛がるあなたを見るわたしの気持ちも……少しは、考えなさいよ」

「えっ……」

　珍めずらしくしおらしい美薫の言葉に、広人は目めを剝むいた。

「う、うん。ごめんな」

「謝らないでよ、そんなことで！」

「どうしたのです、広ひろ人とも春日かすがも。喧けん嘩かなぞしてはなりませぬぞ」

　広人に抱だきついたねこがみさまが、二人を見上げた。

「いえいえ、喧嘩じゃないですって」

「そうよ。広人がばかな真似まねするから怒っただけよ」

　美み薫かは厳しくいうと、こちらを横目で見る。広人もつられて視線を返す。

　二人は同時にふわりと頰ほおを染め、ぎこちなく視線を落とした。

　ホラーハウスで抱だき合ったことが思い出されて、どうも落ち着かない。

　ねこがみさまは不思議そうに小首を傾かしげる。

　しかし、広人の手を握にぎる夜や刀とと、そばに寄りそうユキメと、横で見ていたミミが、微び妙みように、微妙～に、ご機き嫌げん斜めな表情になった。

「広人、広人。夜刀ともデートして欲しいのよ。今すぐなのよ」

「広人さぁん、ユキメも広人さんとくっついてデートしたいですぅ」

「不本意ですけれど、夜刀さんとユキメさんが行くならわたくしも行きますわよ」

　妖あやかし三人娘むすめはわざとらしく間に割り込み、美薫から広人を引き離す。

「え!?　ちょ、三人とも、あの!?」

「何よ、あなたたち。人が話をしているところに割り込まないで……」

「はいはいはーい、散った散った」

　そこへ耀あき姫ひめまで割って入った。

「次のデートはあ・た・し。美薫さんは終了、三人娘は昼食の後よね」

「えぇ!?」

　夜刀とユキメとミミが同時に不満の声を上げた。

「なんですと、次はそなたの番なのですか？　と、と、ということは」

　ねこがみさまが、広人のお腹なかにぎゅうっと両手でしがみつく。

「そ。化け猫ねこはまたお荷物番よね」

　耀姫はねこがみさまをべりっと引き剝はがし、ぽいとミミたちの元へ投げた。

「ああぅ、広人ぉおお……」

「ねこがみさま……あの、耀姫さん。別にデートとか関係なくみんなで」

「荷物番、よっろしくね～！」

　広人の声をさえぎり耀姫はひらひら手を振る。そしてしっかり彼の腕うでに抱きついた。

　美薫とミミと夜刀とユキメは、一いつ斉せいに面おも白しろくない顔になる。

「じゃ、氏うじ子こさん。行こっか！」

「……お待ちなさい」

　みっちゃんが耀姫の肩かたをつかんだ。

「本当にこのまま、デートとやらを続行するつもりですか」

「つもりだけど何か？」

　平然と答える耀あき姫ひめに、みっちゃんはふぅーっと深い息を吐はいた。

「広ひろ人とくん」

「え？　は、はい。なんですか」

　みっちゃんは眼鏡めがねのブリッジを指でくいと上げる。

「本当に、ちょっとした事故だったのですか？」

「あ──」

　レンズの奥の鋭い眼光に見み据すえられ、広人は口ごもる。

「ほ、ほんとです。暗かったから音とか物とか大きく思えたけど、スタッフの人が照明つけてくれたら、俺おれの部屋ぐらいの広さもない場所で、その隅すみがちょっと崩くずれただけで」

　額ひたいにかすかに汗あせをにじませて、広人は答えた。

「そうですか……では、私もデートとやらに参加しましょう」

「はい？」「えぇええええ──っ!?」

　広人以上に耀姫が大きな抗議の声を上げた。

「何よ、保護者同伴のデートなんて冗じよう談だんじゃないし」

「保護者になったつもりなど微み塵じんもありませんが、気にかかることがありますので」

「うー……うぅう」

　耀姫は鳥の嘴くちばしのごとく唇くちびるを突き出すが、みっちゃんにじろりとにらまれ引っ込めた。

「わかったよね。じゃ、三人で……」

「ご一いつ緒しよさせていただいても、よろしゅうございますか」

　思いがけない声に三人は振り返る。

　守もり宮みやの穏おだやかなほほ笑みが目に飛び込んできた。

「せっかくでございますから、私も広人さまと遊園地を楽しみたいので」

　なんだか珍ちん妙みような成り行きになってまいりました。




「……良かったですわ。守宮さんが自発的に申し出てくださって」

　ミミが満足げにうなずいた。夜や刀とが眉まゆをひそめる。

「守宮行かせて、本当に良かったのよ？　デートの邪じや魔まなのよ」

「もちろんですわよ。わたくし、あの傲ごう慢まん女と根ね暗くら眼鏡を完全に信用したわけではありませんの。思い返してごらんなさいな、二月にあったこと」

　ミミがつんとして答えた。

「仲良くするフリをして、ねこがみさまを罠わなに嵌はめたんですのよ。あの二人」

「えー、でもあの後、ちゃんと謝っていただきましたよぉ」

　ユキメが不安げにいった。しかしミミの厳しい表情は変わらない。

「それも罠わなに嵌はめるための前フリかもしれませんでしょ。家主もねこがみさまも人が良過ぎますもの、わたくしたちが警けい戒かいしないと。ああ、世話が焼けますわ」

「耀あき姫ひめさん、いい人に見えますけどねえ」

　負けず劣らず人の良いユキメは困り顔になった。夜や刀とが小さな頭を傾かしげる。

「でも、何か企たくらんでても、今度は何を疑ってるのかわからないのよ……。もっとも」

　すうっと夜刀の周りの空気が冷たくなる。

　二つの髪かみの房ふさが蛇へびに変わり、ざわりと鎌かま首くびを持ち上げた。

「広ひろ人ととねこがみさまに害を成したら、一ひと吞のみにしてあげるのよ」

「落ち着きなさいな、夜刀さん」

　ミミが澄すましてほほ笑んだ。

「害を成したら、ではなく、成す前に吞んでくださるかしら」

「もちろんなのよ。血の一いつ滴てきも残してあげないのよ」

　二人の怖～い妖あやかし娘むすめは、顔を見合わせてうなずいた。

　ユキメは巨乳を抱だきしめて、ちょっと震ふるえる。

「はぅ、お二人見てると背筋がぞわぞわしますぅ。ねえ、ねこがみさ……あれぇ？」

「……………………うらめしやなのです」

　ユキメが振り返ると、ねこがみさまがパンダ型のベンチに突っ伏していた。

　デブ猫ねこモサコさんが、その背中にのっしり我が物顔で乗っている。

「ど、どうしたんですかぁ、ねこがみさま？」

「なぜ、なぜ守もり宮みややみっちゃんが逢あい引びき出来て、われは駄だ目めなのです……は！　もしや」

　ねこがみさまはがばと青い顔を起こした。

「やはりあの二人も、広人の嫁よめというわけなのですか！」

　広人が聞いたら全力で逃げ出すような恐ろしいことをねこがみさまは叫んだ。

「し、しかし子を生なせぬ者を嫁と認めるのは氏うじ神がみとして……」

「よろしいじゃありませんの。昨さつ今こんでは子を産むだけが婚こん姻いんの意義ではないそうですし」

　広人が聞いたら豪ごう速そくで宇宙の果てへ逃亡しそうなトンデモ発言をミミが放った。

「む、む、む。た、確かにそういわれれば……」

『広人さんたち、どこに行くの』

　ふっとベンチの背後に、ひかるが現れた。

　ねこがみさまは、背中のモサコさんをよいしょと抱っこして振り仰あおいだ。

「おお、ひかる。そうですね、確か次の行き先は……」

「アミューズメントゾーンなのよ。ゲームセンターのような場所らしいのよ」

　夜刀がちっちゃな手でルートマップを広げていった。

『そっか』

　ひかるは迷い顔で広ひろ人とたちを見やる。ねこがみさまは屈くつ託たくのない声でいった。

「ひかるも行ってくれば良いのです」

『え──でも』

「ほら穴でのことを気にしておるのですか？　気にせずとも、広人は大したことはなかったといっていたではありませぬか。それに、そなたの事情を探るためにもここに来たのです」

　その時広人が振り返った。ひかると目が合うと、小さく手招きする。

「ほら、ひかる。ちゃあんと行ってくるのです」

　ひかるはねこがみさまを見下ろし、広人を見つめ、それからふっと消えた。

　次の瞬しゆん間かん、広人の前にひかるは出現する。

　ねこがみさまは、モサコさんの肉球付き前まえ脚あしを持って振りつつ叫んだ。

「がんばって子作りしてくるのですぞ、広人！」

「そ、そんなこと大声でいわないでくださいよっ！」

　真まっ赤かな顔で広人は叫び返すと、みなと一いつ緒しよに歩き出した。

　四人＋幽ゆう霊れい少女の背中が人ひと混ごみに消えていく。

　それを見送ると、またもやがっくりねこがみさまはうなだれた。

「はぅう、でもでもやっぱり、うらやましいのです……」

「今からどうなさいますの、ねこがみさま」

　ミミが肩かたをすくめて訊きいた。

「また、待ち合わせ場所で時間まで荷物番なさるおつもり？」

「そうですね。広人がいないと、遊ぶ気力も……んむ？」

　ねこがみさまの言葉が止まる。

　少し離れた場所で、一人ぽつんと所しよ在ざいなさげにそっぽを向く美み薫かに気づいた。

　彼女と、ミミたちとの間の、微び妙みように開いた距離にも気づく。

「あ……」

　ねこがみさまは両方を見比べると次の瞬しゆん間かん、

「嫁よめ同士仲良くし隊たい、発ほつ足そくぅ──っ!!」

「え？」「ええっ!?」「どうしたのよ？」「なんですかぁ、ねこがみさま」

　いきなりねこがみさまは立ち上がり、パタパタと美薫に走り寄った。

「さあ、春日かすが。みんなで遊びまするぞ！」

「なっ……突然、何をおかしな冗じよう談だんいい出したのよ」

　美薫は冷たく返すが、ねこがみさまはにっこりほほ笑みを返した。

「ここにいるのは全員広人の嫁候補。嫁同士仲良くすれば、きっと広人も喜びまする」

「馬鹿いわないで。今日来たのはあなたたちと遊ぶためじゃないもの。大家の娘むすめとして、広人が変な騒さわぎを起こさないか監かん視しに……第一、全員嫁候補ってどういうことよ！」

「まあ、春日かすがさんたら、家主を喜ばせたくないんですの？」

　ミミがわざとらしくいった。夜や刀ともちろりと薄うす目めで見る。

「構わないのよ。夜刀たちで広ひろ人とを喜ばせてくるのよ」

「ダメですよぉ、美み薫かさん。広人さんを哀かなしませるなんてぇ」

　ねこがみさまと三人娘むすめに迫られて、美薫は一歩後ずさる。

「わ、わ──わかったわよ！　行きます、行けばいいんでしょう！」

「そう来なくては！」

　ねこがみさまは張り切って美薫たちの手を取った。

「ではでは、どこに行きましょうか。春日はどんな場所が好きなのです？」

　ねこがみさまの真まっ直すぐな瞳ひとみにつられ、美薫は戸と惑まどいつつ答える。

「え…………ケ、ケロケロジャンパー、だけど」

「蹴けろう蹴ろうじゃん？　何か格かく闘とう技ぎ系の匂においがする場所ですね」

　両手に花ならぬ両手に嫁よめ状態で、ねこがみさまは機き嫌げんよく歩き出した。





☆★☆






「梅もいいけど、やっぱり春は桜よね！」

　広人と腕うでを組んで歩きながら、耀あき姫ひめは華はなやいだ声を上げる。

　一いつ行こうは、桜並木が続くメインストリートをのんびりと歩いていた。

　満開の桜に、頭上は一面、桜色の靄もやがかかったよう。

「素す晴ばらしい桜でございますね、広人さま」

　右隣どなりから、守もり宮みやが穏おだやかな笑みで話しかけた。

「……東風こち吹かば、匂ひおこせよ梅の花、あるじなしとて春な忘れそ……」

　耀姫を挟はさんで左隣から、みっちゃんが渋しぶい声で和歌をつぶやいた。

「桜は咲き誇ほこり過ぎて、品の良さで劣おとる。梅に勝まさる花はないな」

　冷淡なみっちゃんの言葉に、守宮は笑みを返す。

「神さまともあろうお方が無ぶ粋すいなことを。お気になさいますな、広人さま」

「広人くん。多くの価値観を受け入れることが、大人おとなの度量につながるのですよ」

　長身の二人が頭上で交わすちくちくした会話に、広人はいたたまれない。

　前方で大おお手でを振って歩くひかるが、振り返ってずばりとささやいた。

『大の大人が皮肉の応おう酬しゆうって、ずいぶん仲悪いんだ、この二人？』

「そ、そんなことないよ、きっと……。それより部長、どうしてるかなあ」

　居心地の悪さに、広人は胸の内の気がかりをつぶやく。当然、耀姫が聞き咎とがめた。

「え、涼りよう子こちゃんがどうしたの？」

「あ、いや、実は涼りよう子こ部長も巻き添えになったんです。かすり傷ですけど」

　ポルターガイスト現象のことは伏せて、広ひろ人とは話した。

「ホラーハウスのスタッフに訊きいたんですが、生活科学部の活動に役立てるためにバイトしてたとか。どうも俺おれたちを見て張り切っちゃったらしくて……」

　第一夫人うんぬんも、役に成り切った上での発言だと思いたい。切に！

「いや～、まさかバイトしてたなんてね。じゃあ涼子ちゃん、まだ園内？」

「どうかな。ホラーハウスは調整中ですし」

「行く先々でスタッフとして現れたりして、あはは」

「あ、あはは……それは勘かん弁べん」

「大だい丈じよう夫ぶでございます、広人さま」

　守もり宮みやが安心させるように優やさしくいった。

「私がそばにいて、きっとお守りいたしますので」

「あまり期待しない方がいい。広人くん」

　みっちゃんが冷然と笑う。

「うかつに不ふ審しん者しやの侵入を許す屋や守もりなど、役に立ちませんからね」

「おや、不審者とはどこの神さまのことでございましょう」

　守宮は穏おだやかなほほ笑みを向ける。

「真夜中に突然押しかけてきて狼ろう藉ぜきを働いたあげく大事な氏うじ神がみさまを問もん答どう無む用ようで連れ去るなど、いやはや昨さつ今こんの神さまは妖あやかしより礼れい儀ぎを知りませんで」

「あのあの、守宮さんっ！」

　険悪になるみっちゃんの顔に、広人は震ふるえ上がって守宮の腕うでを引っ張る。

「どうなさいましたか、広人さま」

「えっと、どうせだから、婆ばあちゃんの若い頃の話が聞きたいなあって」

「おりん様のことですか。ええ、色々と逸いつ話わがございますよ……」

　不審そうに首を傾かしげるひかるを連れて、広人と守宮は一足先に歩いて行った。




「ちょっとぉ、みっちゃん。デートの邪じや魔ましないでよ。なにあの嫌いや味みバトル」

　取り残された耀あき姫ひめが文句を垂たれる。

「来たボールを打ち返していただけですよ。それより」

　耀姫の前に立ちふさがり、みっちゃんは冷れい徹てつなまなざしで見下ろした。

「何を企たくらんでいるのです？」

　耀姫は一いつ瞬しゆん、ぐっと唇くちびるを引き結ぶ。

「企むって……やっだなあ、人ひと聞ぎき悪過ぎるし？」

「あなたに演技者の素質は求めていませんよ。白状なさい」

「う、う、うぐ……わ──わかったよね。ちょっと待ってて。氏うじ子こさーん！」

　耀あき姫ひめは手を振りながら前方に走って行った。

「買い物してくるから。アミューズメントゾーンの前で待ち合わせね」

　広ひろ人とにそう告げて耀姫は駈かけ戻る。

　途と中ちゆう、軽食のワゴンに寄って搾しぼり立て生乳ソフトクリームを買ってきた。

　みっちゃんが、眼鏡めがねのブリッジを押さえつつ呆あきれてつぶやく。

「本当に牛乳系の食べ物が好きですね。牛になりますよ」

「うっさいな、望むところよ！」

　ソフトクリームのくるんとした先っぽをぱくりと食べてから、耀姫はいい返した。

　レストランの陰のペンギンベンチに、二人は並んで腰こし掛かける。

　みっちゃんは長い足を組むと、渋しぶい顔で口を開いた。

「それで、どういうつもりです」

「どういうつもりもこういうつもりも……あぁ、このクリーム美味うまぁい」

　耀姫は夢中であんぐりソフトにかぶりつく。

　みっちゃんは嫌いや味みったらしく深い息を吐はくと、はっきり断言した。

「あなたの今回の狙ねらいは────広人くんの方ですね」

　ぺろぺろ。

　耀姫は赤い舌した先さきを動かして、無心にソフトを舐なめ続ける。

　ぐるぐる渦うず巻まきが半分以上消えて、白いクリームの先せん端たんがまん丸くなったところで、ようやく彼女は答えた。

「……なんでさ、氏子さんなのかってことよ」

「ほう？」

　みっちゃんの眼鏡のフレームが、きらりと春の陽ひ差ざしに光った。

「あの化け猫ねこは、天あめの鈿うず女めの命みことなんでしょ。正確にはその幸さき魂みたまか。それが」

　耀姫は大きくはぐっとクリームにかぶりつくと、険しく眉まゆを寄せた。

「どうして──氏子さんのところに、降りてきたのかなって」

　忙せわしくクリームを舐めつつ、耀姫は語る。

「自発的か他発的か知らないけど、猫好きの氏子さんの目に留まりやすいようにあえて猫の姿まで選んでさ。寄より代しろとして、魂たましいがまだ真っ白な子猫が最適だったんだろうけど」

「鰹かつお屋や家けの氏神だから、広人くんの前に現れたのでしょう」

「みっちゃんこそトボケないでよ。あのさ、天鈿女命って、日本っていう国の成り立ちにもかかわるような重要な神さまじゃない。ただの舞が上手うまいだけの女神じゃなくて」

「それで？」

　みっちゃんは静かに促うながした。耀姫のしゃべりが加速する。

「あの女神がいなかったら、天あま照てらすは天あまの岩いわ屋や戸とに引っ込んだっきりで、日本は暗黒の真まっ暗くら闇やみのまま、国って形にならなかったかもしれないんでしょ。その偉大な女神がさ、全国各地にたあっくさん信者を持つ天あま津つ神かみがよ。どーして数多あまたいる信者の中から、わ・ざ・わ・ざ、有あ里り間ま区くの氏うじ子こさんを選んだのかなあってこと！」

「……何か、心当たりは」

　表情を隠かくすように、みっちゃんはくいと眼鏡めがねのブリッジを押さえる。

「ぜんっぜん」

「だから私を呼んだわけですね。なぜ最初から詳くわしい話をしなかったんです」

「毎度毎度助けてっていうのもさ、なんか癪しやくだし」

「結局助けを借りるくせに、何を今さら」

「そーゆー嫌いや味みったらしい皮肉を聞きたくなかったからよねっ!!」

　耀あき姫ひめはがぶっとコーンにかじりついた。

「これでも一応さ、あたし有里間区の産土うぶすな神がみだもん。めんどいけど、ちゃんとお祀まつりしてくれてるこの土地と氏子たちを守らないといけないじゃん」

　ぽつりといって、耀姫は歯型のついたコーンに視線を落とす。

「得体の知れない存在が、要いらないトラブルを引き起こすのは避さけたいのよね」

「だから四し六ろく時じ中ちゆう広人くんの家に入り浸びたり、その秘密を探ろうとしているわけですか」

「いや、入り浸るのはただ単に居心地いいからなんだけどぉ」

「…………この能天気小こ娘むすめ」

　みっちゃんは吐と息いきをつくと、建物の向こうをうかがった。

「広人くんに憑ついた幽ゆう霊れいを放っておくのも、彼の秘密を探る一いつ環かんですか」

「あれは氏子さんが許したから。でも、さっさと追い払はらった方がいい気がしてきたけど」

「まったくです。ホラーハウスの件といい、面めん倒どう事ごとになりそうですから」

　みっちゃんは、かすかに眉まゆをひそめた。

「ねこがみの霊れい気きを浴びて、厄やつ介かいな力を持つ前に──ね」

　一いつ瞬しゆん、小さな沈ちん黙もくが生まれる。

　その空白に、雑ざつ踏とうのざわめきが割り込んだ。

「彼の祖そ母ぼ、霊れい能のう者しやおりんは、ねこがみが現れるほぼ一年前に逝せい去きよしたわけですね」

　みっちゃんのささやく声が、ざわめきにかぶさった。

「うん、そう」

「死者の行ゆく末すえは生前の信仰によりますから、一いち概がいにはいえませんが」

　みっちゃんは膝ひざにひじを置いて両手を組むと、あごを埋うずめた。

「神しん道とうにおいて、死者は五十日か一年を機に、一個人から祖そ霊れい神しんとして祀られます。つまり、鰹かつお屋やおりんの霊れい魂こんは祖先の霊の集合体の一部となり、存在は消える……」

「そうだけど、それが？」

「まるで、広ひろ人とくんを守るおりんという存在が消えるのを待っていたかのような」

「えっ……」

　耀あき姫ひめは言葉を失う。

　みっちゃんの眉み間けんに深いしわが刻まれた。

「あなたは知っていますか。天あめの鈿うず女めの命みことは、天あま照てらすを天あまの岩いわ屋や戸とより誘さそい出す以外にも、非常に重大な役割を果たしたことを」

「………………それは」

　背後の建物の落とす影が、二人の神さまの真上に大きくのしかかった。

　その影に、みっちゃんの小さなつぶやきが響ひびき渡る。




「────天てん孫そん降こう臨りん」




　耀姫の手の中で、アイスクリームのコーンが握にぎりつぶされる。

　ぽとり、と溶とけたクリームがアスファルトの地面に落ちた。

「天鈿女命は、天照の孫である瓊瓊杵尊ににぎのみことが、地上を支配するために高たか天まが原はらより下くだった際に同行し、国くに津つ神かみとの対決に一役買ったのです」

「……それって」

「今、地上には様々な神々が満ちあふれている。天孫が下った際にも地上には〝五さ月ば蠅えなす神々〟が存在したと記録されています。高天原が再び天孫を遣つかわし」

　眼鏡めがねのレンズに光が反射する。その奥の表情が、一切見えなくなった。

「有う象ぞう無む象ぞうの地上の神々を鎮しずめ、支配しようと考えても、おかしくない……」

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってよっ！」

　耀姫が真まっ青さおになって立ち上がる。

「あ、あのさ、まさかさ、これからそんな、天あま津つ神かみＶＳ国津神の、壮そう大だいで壮そう絶ぜつでどシリアスでバトルでズドラビガーン！　な成り行きになっちゃうってわけ!?」

「ふっ」

　みっちゃんが小馬鹿にした笑みを浮かべた。

「あなたみたいなミルク臭くさい小こ娘むすめが女神な時点で、ま・さ・か」

「ムキ────っ!!」

　耀姫が真まっ赤かになって怒った。緊きん迫ぱく感かんが一気に薄うすれる。

「何よ何よ、みっちゃんこそ根性悪の性しよう悪わるのどケチ陰いん険けん根ね暗くらむっつり眼鏡のくせにっ！」




　ビッシャアアアアッ────!!




　突とつ如じよ空から落ちた雷かみなりに打たれて、耀あき姫ひめはきゅぅうと倒れた。

　手にはしっかり、潰つぶれたソフトクリームのコーンを握にぎって。

「失礼。私は心が狭せまいので」

「こ、こ、この、最低最悪眼鏡めがねっ……！」

　ビリビリしつつ、耀姫はにらみつける。みっちゃんは余よ裕ゆうの笑みで手を差し出した。

「今のはただの憶おく測そくです。確証も何もありませんよ。もっとも」

　建物の向こうへ、みっちゃんは眼鏡の奥の瞳ひとみを向ける。

「……広ひろ人とくんには、変わらず注目しておいた方が良さそうですね」

　クールな表情で彼がつぶやいたその時。




　ぐちゅり。




　みっちゃんが差し出した手に、イヤに柔やわらかく冷たい感かん触しよくがした。

　見下ろすと、潰れたアイスクリームのコーンごと、耀姫が手を握りしめている。

　にやり、と耀姫が意地の悪い笑みを浮かべた。

　にやり、とみっちゃんが陰いん険けんな笑みを浮かべた。

「……うふ、うふっふふふふふふふふっ」

「ふっ、ふふ、ふはははっはははははっ」

　二人の神さまは見つめ合い、存分にブラックな笑みを交わし合った。







「うーん、やっぱり桜は晴れた日が一番だなあ」

　神さま同士が陰険ブラックなほほ笑み合いをしていた時。

　広人たちは、アミューズメントゾーン前のゾウさんベンチで日ひ向なたぼっこをしていた。

　時刻は十一時。太陽は中ちゆう天てん間ま近ぢか。

　暖かい陽ひ射ざしがさんさんと降り注ぎ、満開の桜はよりいっそう輝いている。

　隣となりに座る守もり宮みやが、優しい笑みを向けた。

「おりん様と、花見にお出かけになられたことは？」

「婆ばあちゃんと？　うん、子どもの頃から色々行きました。婆ちゃん散歩好きだったし」

　広人はベンチに背を預け、空を仰あおいだ。

「桜並木が続く尺しやく寺じ川がわ沿ぞいを歩いたり、近場で見晴らしのいい大おお山やま和わ庭てい園えんで桜を見つつ、満開の桜でピンクに染まるありまえんを見下ろしたり。もちろん、ありまえんにも来ましたよ。あと、尺寺公園が良かったなあ。遊具がいっぱいあって、動物園もあって……」

　そういって、ふっと広ひろ人とは嬉うれしそうに笑った。

「でも、こんないい桜日和びよりは久々です」

『天気も桜もどうでもいい。さっさと見て回りたいんだ！』

　真正面に立つひかるが、腕うでを組んで不ふ機き嫌げんにいい放った。

　広人はさっと緊きん張ちようする。

　守もり宮みやが、みっちゃんに平気で「空気読め」みたいなことをいったように、ひかるにも嫌いや味みをいうのではないか──と思ったのだ。

　だが守宮は、静かに優しくこういった。

「まだ、ご自分のことが思い出せませんか、ひかる様」

『そうだ。だから早く動きたいのに』

「それはさぞご不安でしょう。目の前の光景を楽しめないのも、無理はありません」

『え……え、あ、う、』

　ひかるは恥はじるように口をつぐんだ。

　みっちゃん相手と百八十度態度違うよこのヤモリ！

　と広人は思わなくもないが、彼の大人おとなの気づかいに満ちたフォローは正直ありがたい。

「ひかるさん、そういえばさっきのホラーハウスでのことだけど」

　広人が見上げる。ひかるがけげんな視線を返す。

「何か叫んでたよね。〝助けて、ママ〟……って。何か、思い出したのかな」

「あ────」

　ひかるは黒い瞳ひとみを見開いた。

　想おもいを巡めぐらすように、彼女はうつむき、指をくわえ、沈ちん黙もくする。

　ふいにはっと頭を上げると、ひかるは勢い込んで身を乗り出した。

『そう、そうだ！　うん、確か──ずっと昔、子どもの頃………………』

　ひかるは声を吞のむ。そしてぐっと凶きよう悪あくに顔をしかめた。

『…………置き去りにされたんだ』

「ええっ!?」

　広人と守宮はびっくりして前のめりになる。

「置き去りって、まさかホラーハウスに？　どんな深刻な事情が……」

『そうだ、すっごい深刻な事情なんだ！』

　ひかるはこぶしをぶんぶん振り上げて叫んだ。

『あたしは絶対怖いからやだっていったのに、絶対面おも白しろいからって無理やり連れ込まれたんだ。襲おそってきたお化けに泣いたら「泣かすな！」って勝手に格闘し始めてどっか行っちゃって、取り残されたあたしは心配するお化けに囲まれてほんと怖かったんだから！』

　脱だつ力りよく。

　とてつもなく深刻な事情に、広ひろ人とたちは拍ひよう子し抜ぬけして遠い目になる。

「それは……それはすごく……すごく、大変だったね……」

『そうなんだ、とっても大変だったんだ！』

「じゃあ、その大変な状況にしたのは、もしかしてひかるさんのお母さん？」

『だと……思う。はっきりしないけど……たぶん』

　ひかるは自信なさげにいった。広人はうーんと腕うで組ぐみをする。

「もっとあちこち見て回った方がいいな。何かのきっかけでもっと思い出せそうだし」

「ええ、できるだけの協力をいたしましょう」

　守もり宮みやがにっこり笑う。その優しい笑みに、広人は亡くなった祖そ母ぼを思い出した。

「……昔の婆ばあちゃんって」

　広人はためらいがちに訊きいた。

「どんなだったんですか。人に害をなす妖あやかしを調ちよう伏ぶくしてたって話ですけど」

「そうですね……」

　着物の袖そでに手を入れて腕を組み、守宮は遠い目になった。

「激しい方でした」

「激しいぃ!?」

　思わず広人は訊き返す。

「はい、ご気き性しようの激しい方でした。お怒りになるとそれはそれは、もう……」

　広人の脳のう裏りに、常に優しく穏おだやかで、ほほ笑みを絶やさない祖母の姿がよぎった。

「……俺おれが知ってる婆ちゃんとは違うなあ」

「妖しどもからは『烈れつ火かのおりん』という二ふたつ名なをつけられておりましたよ」

「そ、そりゃ怖そうな二つ名ですね」

「他ほかにも『火か炎えん車ぐるまおりん』とか『血けつ涙るい降らせのおりん』とか『降こう臨りん！　恐怖獄ごく炎えん大だい魔ま王おうおりん』とか『未来永えい劫ごう灼しやく熱ねつ地じ獄ごくで焼かれるか地獄の釜かまで煮られるかしてもうこっち来んなっていいたいけどそんなこといったら俺らが地獄送りだよね超ちよう怖こわいよねあのおりん』とか」

「最後のは二つ名じゃないよ！　ただの悪口ですよ！」

　婆ちゃん……。そこまでいわれるって、そんなに怖かったんだ婆ちゃん……。

「特に、大だい蛇じやの妖あやかしである夜や刀とどのとは、長年にわたって反目していました」

「え、夜刀さんと？」

「はい。彼女を調伏する戦いで山が三つも崩くずれ、危うく町が一つ水没するところで」

　広人はひっそり震ふるえ上がる。

　怖い。婆ちゃんと夜刀さんすっごい怖い。

「おりん様の調伏により、夜刀どのの荒あらぶる魂たましいは消滅しました。今ではあの姿通り、従順で善良な妖しでございますよ。…………………………多分」

「多分？　多分なの？　多分でしかないの!?」

　春の陽ひ射ざしもどこへやら、広ひろ人とは極ごつ寒かんの地にいる気分になった。

「その激しいご気き性しようにもかかわらず、おりん様は非常にお美しゅうございました」

　震ふるえる広人をよそに、守もり宮みやの話は続く。

「反発する妖あやかしも多くございましたが、魅みせられる者も同じぐらいおりました。神とも肩かたを並べる大妖しどもに、嫁よめになれと散々なだめすかされ脅おどされても、頑がんとして首を縦たてに振らず……結局選んだのは、ごくごく普通の人間である広人さまのお祖父じいさま」

　はぁ───っ。

　と守宮は、肺の空気をすべて吐はくような深い深ーいため息をついた。

「こう申し上げては失礼ですが、お祖父さまは一見とても平へい々へい凡ぼん々ぼんな方で……なぜあの男なんだどういう訳だと、屋や守もりの私まで妖しどもに責めまくられた始末で、ははは、は」

「すす、すいませんすいませんすいませんっ！」

　守宮の乾かわいた笑いに、広人はいたたまれなくなる。

「……おりん様の神降ろしの舞まいは、本当に見事でございました」

「え──」

　沈む守宮の声に、広人は視線を戻す。

　彼方かなたを見つめる屋守のまなざしが、わずかにゆらいだ。

「まこと、人の身が成すものとも、この世のものとも思われぬ、幽ゆう玄げんの美でございました。あの舞を見るためならば、命を奪うばわれても惜おしくないと思うほどに」

　守宮の瞳ひとみは、ここではないどこかを見つめている。

　まるで、遠い日の憧あこがれを見つめるように。

「もう二度と、見ることは叶かないません。それだけが寂さびしゅうございます……」

　──ふと。

　広人は、うらやましくなった。

　守宮の瞳に映るのは、目の前の満開の桜ではない。

　舞衣い裳しようを身に着けて舞い踊る、若き日の祖そ母ぼの姿なのだ……。

　広人はうつむく。守宮は彼方を見つめる。

　ひかるは、何か思うような瞳で、じっと二人を見下ろしている。

　行き交う人々が、沈ちん黙もくに沈む広人と守宮の前をにぎやかに通り過ぎていった。

　守宮の穏おだやかな声が沈黙を破る。

「私も夜や刀とどのと同じです。荒あらぶる魂たましいをおりん様に鎮しずめていただき、そのご縁えんで屋守の役目をいただいて、お仕つかえすることになったのでございます」

　広人は頭を上げた。

　春の陽射しにも似た温かいまなざしが、自分を見つめていた。

「おりん様には、常に仕つかえる妖あやかしが大勢おりました。普通の人間ならば、恐れて逃げ出したでしょう。けれどお祖父じいさまは、おりん様を理解し、妖しどもごと受け入れておられました。そのお心の広さに、おりん様は惹ひかれたのだと思います」

　守もり宮みやは懐なつかしいものを見るように、広ひろ人とを見返した。

「広人さまは、お祖父さまに似ておられますよ」

「そう……ですか」

　広人は、ちょっと胸が詰まった。

　祖そ父ふは広人の父が生まれて間もなく亡くなり、顔も見たことはない。

　生みの親である父母ですら、写真でしか知らない。

　祖そ母ぼとも死に別れ、家族や親族という血のつながりに、とことん縁えんが薄うすかった。

　まるで自分が、根っこのない不確かな存在に思えるほどに……。

　けれど──

　自分がここにいるルーツは、ちゃんとあったのだ。

　見も知らぬ亡き祖父から受け継つぐ、確かなつながりが。

「ありがとうございます。守宮さん」

　広人はしみじみと礼をいった。

　そして、脳裏にねこがみさまの元気な笑顔を思い浮かべる。

　ねこがみさまが来てくれたから、こんな話を知ることができたのだ。

　今どうしているだろう。寂さびしがっていないだろうか……。




　──その頃のねこがみさまはというと。

「にゃらぼうぇにょああああああっ！！！！」

　ケロケロジャンパーという、カエル型の座席に乗って高さ十メートルから勢いよくジャンピングしつつ落下するアトラクションで、とんでもない悲鳴を上げていた。

　とても、寂しがる余よ裕ゆうはなかった──




　広人がねこがみさまに思いを馳はせた瞬しゆん間かんだった。

　突とつ如じよ、背後の建物の向こうで、空気をつんざく激しい落らく雷らい音おんが生まれた。

「えぇっ!?」「何事でございますか！」『何、今の!?』

　広人と守宮とひかるが、同時に振り返った。

　建物の裏側に、ざわざわと人だかりが生まれる。

　三人がぼう然と見守る中、人ひと混ごみをかき分けて、誰かの姿が現れた。

「おっ、お待たせ！　氏うじ子こさんたち」

　やって来たのは────

　両手いっぱいにソフトクリームを持ち、ちょっと足元をふらつかせた耀あき姫ひめと、とてつもなく不ふ愉ゆ快かいそうに片手をハンカチで拭ふいているみっちゃんの、二人組だった。




「あの格好でプリクラって、ムリくさくない？」

　人があふれるアミューズメントゾーンで、ソフトクリームを舐なめながら耀姫がいった。

　広ひろ人とはずらりと並ぶプリクラ台に視線を移す。

　ものごっつい甲かつ冑ちゆうのコスプレ軍団が、その一台にぞろぞろと入っていく。

　その後ろには、抱だき枕まくらカバーの集団がずらりと並んでいた。

「非日常的光景だよなあ……」

　広人は感心する。もっともそれをいったら、自称産土うぶすな神がみの女の子が、すぐ隣となりでソフトクリームをかっ食らっているのも十二分以上の非日常なのだが。

「そんなにソフトクリーム食べてお腹なか壊こわしませんか。耀姫さん」

「いいのやけ食いなの！　あの陰いん険けん眼鏡めがね、いたいけな女の子に好き放題雷かみなり落として！」

　もしゃもしゃもしゃと耀姫はソフトにかぶりつく。

「なんでやられっ放しなんです。耀姫さんだって八つ首の龍りゆうなのに」

「だってだってあっちの方が霊れい格かく高いんだもん偉えらいんだもん超強いんだもん！」

　そりゃそうだ。

　日本全国でお祀まつりされてる天てん神じんさまと、一地区の産土神じゃなあ。

「それよりさ、どれかで遊ぼうよ。憂うさ晴らしできるガッツーン！　としたので」

　耀姫の言葉に、ちろりとみっちゃんが横目で見下ろした。

「そんなにいっぱいソフトを持って、どうやって遊ぶのです」

　耀姫はずいとアイスを握にぎった両手を差し出した。

「気にしない気にしなーい。いざってなったら、みっちゃん持っ」

　バチッ!!

　空気に火花が散った。そう……っと耀姫は両手を引っ込める。

「だ、だったらさ。氏うじ子こさんたち、あたしの代わりに何か遊んで見せてよね」

「いいですけど、俺おれ、ゲームってそんなに遊んだことないんですよ」

「私も、あまり」

「ならば単純なゲームにすればいい」

　広人と守もり宮みやに、みっちゃんがいった。

「操作が簡単で、特別な技術も知識も要いらないようなゲームはどうです」

「あ、だったらエアホッケーなんてどう？」

「エアホッケー？」

　広人と守宮が反復した。

「そ。最近のエアホッケーすごいよ。ビッカビカして派は手でなの。ほら、行こう行こう！」

　耀あき姫ひめが追い立てた。広ひろ人とはあわてて振り返り、ひかるに手招きする。

　ひかるは興味深そうに周りを見渡しながら、ついていった。




　アミューズメントゾーンの一画を占しめるエアホッケー台の前に一いつ行こうはやってきた。

　耀姫は真っ先に台に駆かけ寄り、広人たちを招く。

「こっちが誘さそったからさ、氏うじ子こさんたちにゲーム代おごるね！　みっちゃんが」

「私が!?」

　みっちゃんが眼鏡めがねの奥の目を剝むいた。

「いーじゃん、一ゲームたった二百円よ。ケチケチすんな」

「たった二百円というなら、あなたが出せばいい」

「ええー……じゃ、氏子さんのおごりで」

「ケチくさいのはそっちだ！　まったく」

　みっちゃんは革かわ張ばりの高価そうな財さい布ふを取り出し、むっつりと小こ銭ぜにを台に入れる。

　とたん、七色のイルミネーションがファンファーレと共に輝きだした。

「う、うわっ!?」「な、なんと!?」

　広人と守もり宮みやはどびっくり。

「じゃ、最初は氏子さんとみっちゃんね」

「う……はい」

　広人は不ふ承しよう不ぶ承しよう進み出ると、台に置かれた打ち返し用のマレットをつかむ。

　みっちゃんも眼鏡のブリッジを押さえつつ反対側に立った。

　ひかるは見晴らしのいいメダルゲーム機の上に陣じん取どり、高たか見みの見物。

「それでは、神さまチームＶＳ鰹かつお屋や家けチームの試合、はっじめ～！」

　耀姫がソフトクリームを持った片手を振り上げた。

「よ、よろしくお願いします」

　広人は礼れい儀ぎ正しく頭を下げるとびびり腰ごしで構えた。

　みっちゃんは台の上にエアホッケーのパックを置く。

「広人くん。エアホッケーは初心者ですか」

「あ、はい。一、二回ぐらいしかやったことないです」

「じゃあ、軽くラリーをやってみますか」

　カコン、とみっちゃんがパックを弾はじく。広人はよいしょと打ち返した。

　やはり初めは上手うまく行かず、弱過ぎて届かなかったり、あらぬ方向へ打ってしまったりと、ほぼ初心者の広人は苦労する。

　しかし次第に慣れてきて、スムーズにラリーが続くようになってきた。

　もっともそれは、みっちゃんが上手うまいからだ。

　変なところへ返しても巧たくみに受け止め、綺き麗れいに打ちやすいポイントへ返してくれる。

　頭脳系な外見からすると、ちょっと意外。

　最初は全然乗り気じゃなかった広ひろ人とも、気づけば熱中していた。

　しばし遊んで、結果は当然だがみっちゃんのストレート勝ち。

「うーん、楽しかった！　ありがとうございます、菅すが原わらさん」

「どういたしまして」

　広人が弾はずんだ声で礼をいうと、みっちゃんも小さくほほ笑んで答える。

「はいはーい、次はヤモリさんよ」

　耀あき姫ひめの言葉に進み出る守もり宮みやに、広人はマレットを渡しつつ訊きいた。

「あの、守宮さん。エアホッケーってできます？」

「はは、まあがんばってみましょう」

　涼すずやかな笑みを返して、守宮はエアホッケー台に向かった。

　耀姫の隣となりに戻り、広人は少し不安を抱いだきつつ見守る。

　あの着物と袴はかまでできるのかなあ……。

　台の前に立つ守宮を、みっちゃんは気のない様子でちらと見やる。

　守宮はみっちゃんに向かって、きちっと一礼した。

「それでは、どうかよろしくお願いし────」

　バギョン！

　いきなり飛んできたパックが守宮側のゴールポケットに消えた。

　広人と耀姫とひかるは、ぽかんと口を開ける。

「失礼。さっさと終わらせた方がいいかと思いまして」

　澄すましてみっちゃんがいう。

「ちょ、みっちゃん大人おとなげなさすぎよね……」

　耀姫がつぶやいた。広人もみっちゃんの露ろ骨こつさに顔面が強こわ張ばる。

　だが、守宮の穏おだやかな表情は変わらない。

　彼は出てきたパックを取り上げ、何気ない仕し草ぐさで台に置いた。

　と思った次の瞬しゆん間かん。

　ガギョン！

　みっちゃんが反応する前に、ゴールポケットにパックが突っ込む。

　目にも見えない守宮のマレットさばき。

　広人＆耀姫＆ひかるは、顎あごが外れそうなほど口をあんぐり。

「まったくです。お忙いそがしい菅原さまのためにも、早く終わらせとうございますね」

　守宮がにっこりとほほ笑む。

「ほう……」

　きゅいっと力強く、みっちゃんは眼鏡めがねのブリッジを押さえた。

「エアホッケーは経験済みでしたか、守もり宮みやさん」

「はい。広ひろ人とさまがお生まれになる前に、いささか」

「ふむ、それでは」

　みっちゃんは静かにマレットを置くと、手首に巻いたものごっつい高級時計を外す。

　そして財さい布ふとともに、ぽいと広人に投げた。あわてて広人が受け取る。

「広人くん。すみませんが、それを持っていていただけますか」

　なにそのリミッター解除みたいな反応。

　ソフトクリーム舐なめつつ耀あき姫ひめがいった。

「えー、何よみっちゃん。時計ぐらいあたしが持ってあげるし」

「私のＡ．ランゲ＆ゾーネのトゥールボグラフをクリームで汚よごされてはたまらないので」

　ブランドの長ったらしいアイテム名を嫌いや味みにつぶやき、みっちゃんは台に向き直る。

　いつの間にか守宮が、たすき掛けして袖そでをまくっていた。あっれえ。

「広人さまの仇かたきは、取らせていただきますよ」

「その広人くんの前で、ぶざまに敗北させてあげましょう」

　二人は視線を交わす。かすかに炎ほのおのオーラが見えた……気がした。
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「では、まいりましょうか」

「望むところでございます」

　二人がうなずき合った次の瞬しゆん間かん。

　ギュルン！

　パックが守もり宮みや目がけて激しく打たれた。

　守宮が瞬しゆん時じに打ち返し、みっちゃんも即座に返打。

　広ひろ人とたちの前で、すさまじいラリーが始まった。

　守宮もみっちゃんもマレットさばきが早過ぎて、腕うでの動きがまったく見えない。

　パックが外そと枠わくに当たると効果音が鳴り台が七色に光るのだが、豪ごう速そくで激しくぶつかるパックに機械の反応が追いつかない。

　めちゃくちゃな光と音が周囲に広がった。

　あまりのトンデモ試合に他ほかの客が集まってくる。

「す、すごぉい」「うわあ、こんなの見たことない……」「こ、これエアホッケーだよな？」「がんばれよ、着物男！」「そっちの眼鏡めがねさんもがんばってえ！」

　二ふた手てに分かれて観客は応援する。ますます試合は大白熱。

「ふぉおおおおっ!!」「はぁああああっ!!」

　守宮とみっちゃんはマレットを振りかぶり、パックを叩たたきつけた。

　ぎゅるるるん、と豪ごう速そくで外そと枠わくにぶち当たったパックが宙に浮く。

　それを追って守宮が床ゆかを蹴けって飛び上がると、

「秘技！　大ヤモリ超ちよう殺さつ神じん打球!!」

　といって千せん手じゆ観かん音のんのごとき腕の動きで打ち返せばみっちゃんも宙にジャンプし、

「天てん・神じん・降こう・臨りん!!」

　といってジーザス・クライストっぽいポーズで後ご光こうを放って打ち返す。

　なんかもう天地大決戦というか怪かい獣じゆう大戦争というかただのアホみたいというか。

　観客は熱狂して建物を揺らすほどどよめいた。

「すす、すげえ、人間技じゃねえ！」「まさに神！　神業だ！　神降臨だ──っ！」

　まあねえ、妖あやかしと神さまですからねえ……。

　すっかり空中戦と化した試合に広人は遠い目になる。

「エアホッケーのエアって……空気じゃなくて空中って意味だったっけ」

　自分の英語力にさらに自信がなくなった。

　耀あき姫ひめが吞のん気きにソフトクリームを舐なめながらつぶやく。

「良かったねー、氏うじ子こさん。イケメン二人が氏子さん賭かけて大バトルよ」

「全方向から突っ込みたいですが、とりあえず今の二人の眼中に俺おれはいないです……」

　広人はため息をついて頭を振ると、背後を見上げた。

　ひかるはメダルゲーム機の上で、空中ホッケー試合をにらんでいる。

　ご機き嫌げんとはほど遠いその顔に、広ひろ人とは恐る恐る声をかけた。

「ひかるさん、あの、どうかした？」

『……ちょっとだけ。不ふ愉ゆ快かいなこと』

「ま、また？」

『そう。エアホッケーで思いっきり叩たたきのめされたこと！』

「それはいつ、誰に？」

『はっきりしないけど……ママかな。無む茶ちや苦く茶ちやムカついたのはしっかり覚えてる！』

　ひかるの剣けん幕まくに広人は亀かめのごとく首をすくめた。

「で、でもまたちょっと思い出せたんだね。それって最近のことかな」

『違う……気がする。だってそれは子どもの時のことだったもの。そうだぞ、大人おとなのくせに子どものあたしに手加減なしだったんだ、まったくもう！』

　ひかるは歯嚙がみしてこぶしをぶんぶん振る。本当に腹が立っている様子だ。

　だが、ふっとそのこぶしを下ろすと、目線を宙に向ける。

『それに──この場所、馴な染じみがないし』

　ひかるはぐるりと周囲を見渡してそういった。

　広人も彼女につられて辺りを見回す。

　アミューズメントゾーンはまだ新しい施設のようだ。壁も床ゆかも劣れつ化かが見られない。

「そっか。ひかるさんがありまえんに来たのは、最近じゃないってことか」

『そうだと思う。ホラーハウスも、あれ自体は見覚えがなかった』

「んー、そういえばあそこも、この春公開の映画と提てい携けいしてるんだっけ。施設自体は前からあったんだろうけど、セットはごく最近組んだはずだよな」

　広人は腕うで組ぐみをして考え、はたと思いつく。

「だったらさ、古くからあるアトラクションに行ってみたら、もっと思い出せるかも」

『古くからあるアトラクション？』

「そう。たとえば、メリーゴーラウンドってどうかな」

『え……メリーゴーラウンド……』

　かすかにひかるの表情が変わる。広人は気づかず話を続けた。

「確か、ありまえんのメリーゴーラウンドって世界で一番古いんだよ。ひかるさんがいつ来たかわからないけど、人気のある施設だから、きっと行ったことが」

『いやだ！』

　いきなりひかるは叫んだ。広人は思わず言葉を吞のむ。耀あき姫ひめまで振り返った。

『やだ──いやだ、行かない。メリーゴーラウンドはいやだ！』

「え、え？　ど、どうしてですか」

　広ひろ人との問いに、はっとひかるは目をみはる。

『どうして……だろう。わかんない。でも、いやだ。だって考えるだけでもすっごいムカムカして腹が立つ。そこに行くなら絶対動かない！』

「う、う、ううーん」

　広人は困り果てて、返す言葉を見失う。

　沈ちん黙もくする広人の様子に、ふっとひかるは目を伏せた。

『……どうしてかな。思い出せば思い出すほど、いやな記き憶おくばかり出てくる気がする』

　哀かなしげに、ひかるは唇くちびるを引き結んだ。

『本当に、あたしは何か心残りがあるのかな。そのせいであの世に行けない、未み練れんみたいな。いやな思い出しかないなら、この世に未練なんかあるわけないのに……』

「ひかるさん……」

　広人が声をかけた時、耀あき姫ひめの言葉が飛んだ。

「なーによ。お化け娘むすめったら、まだちゃんと思い出してないわけ」

「ええ。いまいち記憶がはっきりしないみたいで……そうだ」

　広人はふと訊きいてみた。

「耀姫さん、彼女をどうにかしてあげられませんか。この地の産土うぶすな神がみさまですから、幽世かくりよに行く方法を教えてあげるとか」

「やだめんどい」

　絶対そういうと思ったよ！

「自分の氏うじ子この霊れいだったらいいけど、どこの馬の骨ともわかんない迷い霊じゃん」

　そっけない耀姫の言葉に、ひかるがむっとなる。

「死後の世界って一律じゃないのよね。本人の信仰や宗教観によって有り様が変わるわけ。それを無視して幽世への道を示しても行くわけないし、無理やり祓はらってもいいけど、それじゃ本当の魂たましいの安息にはならないし。第一さ、迷いがある方がいけないんでしょ」

　ますますひかるの表情が険けん悪あくになる。

「始末に負えないのよねー、まったく。浮ふ遊ゆう霊とか自じ縛ばく霊とかさ。心残りとか迷いがあるなんて、生前の本人が情けない証しよう拠こじゃない」

『好きでここにいるわけじゃない！』

　空気を震ふるわせてひかるが叫んだ。

『どうしてここにいるのか、あたしだってわからないんだ！』

「だからって氏子さんに面めん倒どうかけてもいいわけじゃないよね」

「あの、耀姫さん、ちょっと待った！」

　広人はあわてて耀姫を押しとどめようとする。

「氏子さんたちはお優し過ぎるから、あたしがここできっちりいってあげる」

　だが耀あき姫ひめは、挑ちよう発はつするように厳しい言葉を投げつけた。

「癇かん癪しやく起こして生者に危害を加えるような霊れい魂こんはね、超ちよう迷めい惑わくなわけよ。さっさと成じよう神しんでも成じよう仏ぶつでも昇天でもして消えてくんないかな」

『…………そんな…………！』

「あのね、この現げん世せはね、霊魂だけの存在がいていい場所じゃないの！」

『………………うるさい』

　ひかるの姿がゆらめく。

　ふわり、と彼女は天てん井じようまで浮き上がった。

　薄うす暗ぐらいアミューズメントゾーンの中で、彼女の体は青白い光を放ちつつある。

　やばい、と広ひろ人とは思った。これはホラーハウスの時と同じだ。

『うるさい、うるさい、うるさい…………っ！』

　ひかるは空中に浮かび上がり、身を縮ちぢめ、体を抱だいて震ふるえ出した。

　長い黒髪かみが大きく宙に広がる。

　髪から体からかすかな火花が散る。

　バチバチと静電気が弾はじけるような音がいくつも周囲で鳴り響ひびく。

　並んだメダルゲーム機が、次第に小さく震え出す。

「どうしました!?」「何事です！」

　守もり宮みやとみっちゃんが異変に気づき、試合を止めた。

　観客たちは気づかず、いぶかしげに顔を見合せる。

　その間も、ひかるの体から放たれる不ふ吉きつに輝く青い光は広がっていく。

「ひかるさん！」

　広人が叫んで手を伸ばした瞬しゆん間かんだった。

　ひかるは自分の体を抱きしめたまま、振り絞しぼる声で絶叫した。




『う──うるさあああああいっ!!』




　とたん、異変が起こった。

　ガゴン！　と大きなエアホッケー台が跳はねる。

　バシバシバシッ！　と激しいラップ音が空気中を走る。

　並んだゲーム台がガタガタガタと今にも倒れるばかりに激しく揺れ動く。

　メダルゲーム機がぶるぶる震え、いきなり大量のメダルを吐はき出す。

　照明が目まぐるしく点滅を繰り返す。

「きゃああっ！」「な、なんだあっ!?」「いや、地じ震しん!?」

　客たちが悲鳴を上げた。

「ひかるさん、ひかるさんっ！　落ち着いて！」

　広ひろ人とは揺れる床ゆかを懸けん命めいに踏みしめ、宙に浮かぶひかるの名を何度も呼んだ。

　だが、彼女は体を抱だいて天てん井じようを振り仰あおぎ、叫ぶばかりだ。

「これはいけない……！」

　守もり宮みやがつぶやいて、壁際に走った。

　彼は壁に手を勢いよくつくと、気合をこめてぐっと力強く押す。

「────────ふっ」

　その瞬しゆん間かん、建物全体に波のごとき震動が放たれる。

　とたん、空気が静まり返った。床の揺れが止まった。

　暴れて跳はねるゲーム台も、まるで上から押さえつけられたように止まった。

　はっとひかるがわれに返り、足元を見下ろす。

　その隙すきを逃のがさず、広人は走り寄った。

「ひかるさん！」

『あ…………』

　ひかるが広人を見つめ、わななく声で名を呼んだ。

『ひ……広人、さん』

「大だい丈じよう夫ぶ」

　広人は両手を差し伸べる。

「ひかるさんの記き憶おくは、ちゃんと俺おれたちが探します。だから、大丈夫」

　ひかるは唇くちびるを震ふるわせる。

　自分を真まっ直すぐに見つめる広人を、彼女は救いを求めるように見返した。

　だがすぐに、激しく首を振った。

　長い黒髪かみをゆらめかせ、広人に背を向けると────

「あっ……！」

　ふわりと、ひかるは消えた。

　店員の声と観客のざわめき、駆かけ寄る守宮の声とを耳にしながら、広人はひかるの消えた空中をじっと見つめていた。





☆★☆






「お、恐るべし、カエル跳ちよう躍やく……」

　人ひと混ごみの中を、ねこがみさまは真まっ青さおな顔でふらふらと歩いていた。

　ついさっきまでケロケロジャンパーで遊んできたのだが、子ども向けの乗り物とはいえ、慣れていないねこがみさまはすっかり酔よってしまったところだ。

　隣となりで腕を支える美み薫かがのぞき込んだ。

「ねえ、大だい丈じよう夫ぶ？　苦手なのに、無理して五回も乗るからよ」

「で、で、でも、春日かすがと、一いつ緒しよに遊びたかったのですもの」

「……ばかね。広ひろ人と並みだわ」

　美み薫かは呆あきれて首を振る。

　横合いからミミが訊きいた。

「どうですの、待ち合わせ場所まで移動できそうですかしら」

「待ち合わせ場所……とは、どこなのです」

「次ですかぁ？　ちょっと待ってくださいねえ」

　ねこがみさまの問いにユキメが地図を広げた。

　モサコさんを抱だく夜や刀とがつま先立ちでよたよたとのぞく。

「えと、次の待ち合わせは、園の中央の花見座席でお弁当なのよ」

「もう十二時ですしねえ。ちょっと暑いですぅ……あれぇ？」

　ユキメが近くの建物の向こうをうかがった。

「ひかるさんですかぁ？　あっちからひんやり冷たい気配がしてきますぅ」

「え……ひかるが、近くに？」

「あ、ねこがみさま!?」

　ミミの手を振り切って、ねこがみさまがふらふら走り出す。

　建物の陰でひっそり咲く桜の木の元へ、彼女は駆かけ寄った。

　そこには────

　ひかるが立っていた。

　うつむき、顔を手で覆おおって、悄しよう然ぜんと泣いていた。

　桜の木の下でひっそりと泣く少女は、まさしく幽ゆう霊れいそのものだった。

「ひかる？　こんな場所で、何をしておるのです？」

　ねこがみさまが心配そうに呼び掛ける。

　ひかるが両手を外し、顔を上げた。

『……涙なみだが出ないんだ』

　くしゃりと顔を歪ゆがめて、ひかるは答えた。

『哀かなしいのに、出せないんだ。幽霊だから？　体がないから？』

「ひかる……」

『どうして、あたしはここにいるの？　本当はどこに行けばいいの？　心残りなんかない。未み練れんなんかない。でもどこにも行けない……どうすれば、いいの……』

　か細い悲鳴のようにそういって、ひかるはまたすすり泣いた。
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「それで、どうするわけ。あの幽ゆう霊れい娘むすめのこと」

　花見座席をバックに、耀あき姫ひめが腕うで組ぐみをして広ひろ人とをにらみつける。




　アミューズメントゾーンの騒さわぎの後。

　広人たちはありまえん中央にある花見座席の前で、ねこがみさまたちと合流した。

　花見座席は、この時期だけ仮設される宴えん会かい席。

　長椅い子すとテーブルが置かれて、のんびり桜を見ながら飲食できる。

　弁当持ち込みＯＫの上、周りに並ぶ屋や台たいで熱あつ々あつの食べ物や冷えた飲み物が買え、お酒まで売っていて、昼間だけでなく夜も人気だ。

　その分ぶん予約が必要なのだが、耀姫がコネを使って取ってくれた。

　桜の下でお昼ご飯なんて、普通ならわくわくする状況。

　だが────広人の周りの空気は、張り詰めていた。

「どうも何も……このまま、ひかるさんの事情を探すつもりですけど」

　広人はちらと背後の桜の木に目をやった。

　木の根元で、ひかるが膝ひざを抱かかえてしゃがみ込んでいる。

　先ほどからずっと、彼女は小さくなったままだ。横に寄り添うねこがみさまは、広人と耀姫を不安げに見比べている。見比べ過ぎて段々高速になっていく。

　美み薫かや他ほかのみんなも、離れた場所から心配そうに見つめていた。

「本気？　さっきの騒さわぎもホラーハウスの件も、このお化け娘のせいなのに」

　耀姫は広人に厳しくいった。しかし広人はひるまない。

「耀姫さんこそ、ひかるさんになぜあんな厳しいこといったんです」

「あたしのせいだっていいたいの？」

　冷たく耀姫は返す。

「あのね、お化け娘の感情が乱れれば乱れるほど、周りに被害が起こるの。あたしが厳しくいったっていわなくたって、暴走は起こったじゃない」

「そうでしょうか」

　広人が静かに答えた。耀姫がむっと唇くちびるを引き結ぶ。

　ねこがみさまがあわあわと手を上下させた。

「ひ、広人、耀姫……落ち着くのです、その、深呼吸ですぞ」

「これ以上あたしの縄なわ張ばりで面めん倒どう起こすなら、見過ごすわけにはいかないよね」

　ねこがみさまを無視して、耀あき姫ひめがずばりといい放った。

「強制的に消滅させる。魂たましいの安息なんて知ったことじゃないから」

　場が凍こおった。

　広ひろ人とは声を吞のみ、ひかるもはっと顔を上げる。

「ま、待ちやれ、耀姫！　それは──それは止やめて欲しいのです！」

　蒼そう白はくになったねこがみさまが、耀姫の前で両手を広げる。

　それを片手で押しやると、耀姫はずいと身を乗り出した。

「あんな厄やつ介かいなお化け娘むすめ、どうしてそばに置いておくわけ？」

「どうしてって……」

「氏うじ子こさんだけが迷めい惑わくするならまだしもよ。ホラーハウスもアミューズメントゾーンも点検で一日閉へい鎖さ。営業妨ぼう害がいの上、無関係の人間まで巻き添えで怪け我がしかねなかったじゃん」

「いったはずです。俺おれは幽ゆう霊れいを追い出す方法なんて知らないって。それに……」

　広人は、ほんのわずか目線を落とした。

「捨て猫ねこだったモサコさんを拾った時、婆ばあちゃんがいったんです。拾うなら、最後まで飼かうつもりでいろって。もし病気持ちでも、性格が悪くても、相あい性しようが合わなくても、中ちゆう途と半はん端ぱで手放すような無責任なことはするなって。それが命を拾うってことなんだって」

　広人は耀姫に視線を戻すと、しっかりした声で告げた。

「ひかるさんの事情がわかるまでそばに置くって、俺はねこがみさまと約束しました。その約束を、途と中ちゆうで破るつもりはありません」

　その言葉に、ねこがみさまの表情が朝あさ陽ひを照らしたように明るくなる。

　強こわ張ばっていたひかるの顔も、ほっとゆるんだ。

　耀姫は押し黙だまる。そこに、広人は穏おだやかな口く調ちようでいった。

「ひかるさんの事情は、かならず探し出します。他ほかの人に迷惑にならないよう、俺がちゃんとそばにいます。だからもう少し待ってください……それと」

　広人は顔を引き締める。耀姫はとっさに身構えた。

「な、何よその顔」

「耀姫さんだって、危うく怪我するところだったじゃないですか」

　虚きよをつかれた耀姫の瞳ひとみがまん丸くなる。

「え、え？」

「もう、ひかるさんを挑ちよう発はつするようなことはしないでください。お願いします」

　広人は表情を和やわらげ、丁てい寧ねいに頭を下げた。

　驚きのあまり、耀姫はぱくぱくと口を開け閉めする。

　しかし言葉も何も出てこなくて、彼女はきゅっと唇くちびるをつぐんだ。

「わ………………わかったよね」

　そういって、ぷいと耀あき姫ひめは背を向けた。

「ほらみんな、行くよね。お腹なか空すいてないの！」

　いささか乱暴な口く調ちようでみなに声をかけ、耀姫は花見席に歩き出した。

　みっちゃんが呆あきれ顔で肩かたをすくめ、後に続く。

　それを見届けて、広ひろ人とはほうっと詰めていた息を吐はき出した。

　戸と惑まどいながら見守っていたみんなが駆かけ寄ってくる。

「広人、いいのよ？　耀姫を怒らせたのよ」

　夜や刀とが広人の袖そで口ぐちをちっちゃな手で握にぎってそういった。

　ユキメも、モサコさんを抱だっこしたミミも、顔を曇らせる。

「そうですぅ、耀姫さんの眉まゆ、すっごい吊つり上がってましたよぉ」

「あの傲ごう慢まん女神に従うのもしゃくですけど、反抗するのも危険ではなくて」

「大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ。耀姫さんは、口でいうほどひどいことはしないはずです」

　広人は答えるが、三人の不安げな表情は治まらない。

「皆さま、まずはお昼ごはんにいたしましょう」

　大きな弁当包みを持った守もり宮みやが、穏おだやかな声でそういった。

　みなは顔を見合わせ、それから広人を見上げる。

「そうですね。お腹空きましたよね。じゃあ、行きましょうか」

　広人はちょっと息をつき、みんなを促うながした。

　ミミや夜刀、ユキメはうなずき、連れ立って座席に向かう。

「あの、守宮さん！　さっきのアミューズメントゾーンで……」

　妖あやかし三人娘むすめについて歩き出す守宮を、広人は呼び止めた。

「ありがとうございます。守宮さんが抑おさえてくれたんですよね」

「大したことはございません。屋や守もりですから、屋内を静めるのが得え手てなだけでございます。広人さまのお力になれて、ようございました」

　守宮は礼れい儀ぎ正しく会え釈しやくし、歩いて行った。

「ひかる、一いつ緒しよにまいりましょう。お昼ですぞ」

　ねこがみさまが、うずくまるひかるの前にしゃがんでのぞき込んだ。

『行ったって、どうせあたしは食べられないもん』

　膝ひざを抱かかえてひかるはそっぽを向いた。広人は小さく笑ってかがみ込む。

「モサコさんだって同じものは食べられないよ。いいじゃないか、一緒にいるだけで」

「広人のいう通りですぞ。さあ、ひかる。その手を」

　ねこがみさまがひかるに手を伸ばす。もちろんそれは素通りしたが、ちゃんとそこにひかるの手があるように、ねこがみさまはそっと握にぎりしめた。

　ひかるはその手を見つめ、ねこがみさまを見つめ、そして広人を見上げた。

　ふいに、くしゃっとひかるの顔が歪ゆがむ。

　まるで……今にも泣き出しそうに。

　だがすぐに、ひかるは涙なみだを振り払はらうように頭を振って、立ち上がった。

　ねこがみさまの手に、そっと自分の手を添えて。

　広ひろ人ととねこがみさまは、想おもいを同じくしてにっこりとほほ笑み合った。

「ねえ、ばか広人」

　はっと広人は振り返る。眉まゆを吊つり上げた美み薫かが、すぐ背後に立っていた。

「え、な、何かな、春日かすが」

「何、じゃないわ。そっちこそみんなで何の話をしていたのよ」

　ずばり訊きかれて、広人の顔が強こわ張ばった。

「いつにも増して言動はおかしいし、聞こえてくる話の内容は筋が通らないし……そうよ、まるで、ここにいない誰かの話をしてるみたいだわ」

　ぎっくり。

　驚きが腰こしに来るほど広人は凍こおりついた。ひかるが緊きん張ちよう気味に二人を見つめる。

「答えて。いったいどういうこと？　わたしに何を隠かくしているの？」

「う……え……っと」

　広人は猛もう烈れつに答えに詰まる。

　長い付き合いだが、こうも真正面から問われたのは初めてだった。

　実は霊れいがいるんです。今日一いつ緒しよに来たみんなも、春日以外は全部人間じゃないです。

　なんて話、とてもじゃないが信じてもらえるわけがない。

　しかし──と広人は思い直した。

　今までそうだったように、これからもきっと美薫とのつき合いは続くだろう。

　それなら、これはいい機会かもしれない。

　本当に俺おれには霊れい感かんがあるんだ。鰹かつお屋や家けの住民は、自分以外は神さまと妖あやかしなんだ。

　みんなで話しているのは、俺に憑ついている幽ゆう霊れい少女のことなんだ。

　今ここではっきりと美薫にそう伝えれば、分かってもらえるかも……。

「幽霊なのです！」

　ところが広人がいう前に、ねこがみさまの声が響ひびき渡った。

　美薫は眉をひそめてねこがみさまに向き直る。

「何ですって？　幽霊？」

「そうなのです。広人には、ありまえんで拾った幽霊が憑いているのです。彼女は自分の素す性じようを忘れておるので、広人を筆ひつ頭とうに鰹屋家住民一同で探しておるところですぞ」

「そう……」

　美薫が尖とがったまなざしを広人に向けた。広人は思わず腰こしが引ける。

「本当なの」

「ほ、本当です」

　思わずどもりながら広ひろ人とは答える。

　美み薫かはふっと視線を外す。そして、これ見よがしに大きな大きな吐と息いきをつくと、

「ば・か・に・し・な・い・で」

　上うわ目め遣づかいで、広人をキッ！　とにらみつけた。

「昔から幽ゆう霊れいが見えるとか妖よう怪かいが見えるとか、おかしなたわ言をいう人だったけれど、ついに周りの人間まで洗脳し始めたのね。理解に苦しむわ」

「いや、そんな洗脳なんかしてなくて、本当に」

「もういい。こそこそ隠かくし事をされるのも腹立たしいけど、ばかみたいな妄もう想そうを聞かされるのはもっともっと腹が立つもの。勝手にやっていれば！」

「か、春日かすが!?　あ……」

　広人が伸ばす手の先で、美薫はさっさと花見席へと歩いて行ってしまった。

　がっくり、と広人は手を伸ばしたままうなだれる。

　そっかーそうだよな信じてもらえるわけないよなこんなトンデモ話あーああーああー。

『なっ……』

　ひかるが眉まゆを逆さか立だてた。ぶわっと黒髪かみまで逆立った。

『なんだっ、あの態度！　広人さんの話も聞かないで。あたしは妄想じゃないぞ！』

「だいじょうぶです、広人！」

　ねこがみさまは広人を仰あおぐと、懸けん命めいにいった。

「もっとちゃんと話せば、信じてもらえるはずです。たとえばミミが逆さになったり守もり宮みやが壁に貼はりついたりユキメが雪を降らせたり夜や刀とが大だい蛇じやになって大暴れすればきっと！」

　やめてえ。

「いいですいいです。信じろって方が無む茶ちやですって。さあ、行きましょう」

　広人は無理やりほほ笑むと、二人を連れて花見席へと歩き出した。




「…………ふーんだ。何よ、氏うじ子こさんたら」

　何となく消化不良な顔で、耀あき姫ひめはみっちゃんの横で頰ほお杖づえをつく。

「怒るかと思ったのに、怪け我がするから止やめてくれだなんて、つまり心配してたってこと？　あたしは八や頭ず龍りゆうの大おお神かみなのよ。神さまを心配なんてどうかしてない？」

「いたいけな女の子ぶってみたり、神さまだと偉えらぶってみたりと、お忙いそがしいことだ」

　みっちゃんが冷れい徹てつな声で口を挟はさんだ。

「どうしてあんな挑ちよう発はつをしたんです。わざわざ悪役を買って出てまで」

「ちょーっとつついたら、状況が進展するかなって」

　拗すねて唇くちびるを突き出したまま、耀あき姫ひめはぼそりと答える。

「あとさ、なーんか面おも白しろくなかったのよね。氏うじ子こさんがさ、あんな図ずう々ずうしいお化け娘むすめに気を使って優しくしてあげてさ。つられて化け猫ねこも他ほかの住民も甘あまやかしちゃってさ」

「まさか……」

　みっちゃんが半ば身を引きつつ耀姫を見る。

「嫉しつ妬とですか？　八や頭ず龍りゆうの大おお神かみともあろうものが!?」

「へ？」

　耀姫は目を剝むいて頰ほお杖づえから身を起こす。

「あたしが？　嫉妬？　な──バッカじゃないの、んなわけないじゃん。頭のよろしい学問の神さまのくせに、しっかりしてよね！」

　みっちゃんはまじまじと耀姫を見み据すえる。

　それからおもむろに、はぁ────────っ、と長い長い吐と息いきをついた。

「ちょっと何よっ！　そのイヤったらしいほどムカつく大げさなため息はっ！」

「説明するのも息と言葉の無む駄だ使づかいです」

　回りくどい嫌いや味みを口にすると、みっちゃんは表情を改めた。

「それはそれとして、あの幽ゆう霊れい少女……このまま放っておいていいものか」

「え？　どゆことよ」

「自分の正体を見失い、危険な荒あら魂みたまとなりかけているかもしれないからです」

　はっと耀姫は言葉を吞のみ、真剣な顔になる。

　みっちゃんは、ねこがみさまやひかると一いつ緒しよに席につく広ひろ人とをちらと見やった。

「……広人くんがどう対応するか、興味深いですね」





☆★☆






　一番大きな桜の下で、広人たちは席を囲む。

　太陽は中天。陽ひ射ざしはぽっかぽか。

　春の陽気と満開の桜に、宴えん会かい気分が盛り上がる。

　テーブルの上に、広人が昨日きのうの夜から準備して作った重箱入りの弁当が広げられた。

　蓋ふたが開いたとたん、みんなの顔はパアッと輝く。

　干かんぴょうと椎しい茸たけの旨うま煮にとキュウリと卵の巻き寿ず司し。

　串くしに刺さした鶏とりつくね、鰆さわらの照り焼き、鰺あじのつみれ揚げ、筑ちく前ぜん煮に、竹の子きんぴら、こんにゃく田でん楽がく、昆こ布ぶ巻き、菜の花のごま和あえ、等など々など等など。

　ねこがみさま用におかかおにぎり。

　夜や刀とにはゆで卵、ミミにはうぐいす餅もち、ユキメには麵めんつゆをかけた氷が水すい筒とうの中。

　祖そ母ぼの実家からもらった農産物や海産物を使ったので、ほとんど費用はかかっていない。

　素そ朴ぼくながら見るからに美味おいしそうなお弁当に、みんなはうっとり。

　耀あき姫ひめも真剣なまなざしでこぶしを握にぎる。

「うは……マジあたし、氏うじ子こさんとこ嫁よめに行くわ」

「本当に簡単な人ですね……」

　みっちゃんが呆あきれる。

「これ全部、広ひろ人とが作ったの？　すごい……」

　美み薫かのつぶやきに、広人は照れ臭くさくなって頭をかく。

「いや、えっと、大したことないよ」

「そんなことはありませぬぞ」

　ねこがみさまが得意げに口を挟はさんだ。

「昨夜から、ずっと一人で黙もく々もくとやっておりました。本当に広人はすごいのです」

「……そう」

　美薫は自分のトートバッグをテーブルの下に隠かくそうとした。

「何を隠すのです、春日かすが？　見せるのですぞ」

「あ、ま、待って！」

　美薫の制止も構わず、ねこがみさまはバッグの中をのぞき込む。

　中には、ペンギン柄がらのランチクロスに包まれたランチボックスが入っていた。

「なんと、春日もお弁当を持ってきてくれたのですね」

「え、そ、そうよ」

　美薫は赤くなる。ねこがみさまは大喜びでボックスを取り出し、クロスを開いた。

「ふわあ……！」

　蓋ふたを開けたねこがみさまの目がまん丸になる。

　中身は洋風お花見弁当だった。

　ハムやカツ、クリームチーズ、ポテトサラダを挟はさむサンドイッチ、唐から揚あげやクリームコロッケやスペアリブ、タラの芽のフリット、春野菜のソテー、ミニカップ入りグラタン。

　苺いちごと生クリームをクレープで巻いたデザートまである。

　ねこがみさまは今にもよだれを垂たらしそうな顔になった。

「こ、こっちも美味おいしそうなのですぞ」「卵は？　卵のサンドイッチはないのよ？」「はぅ～、ユキメもぜひいただきたいですぅ」「このクレープなら評価してもよろしいですわね」

　カラフルで華はなやかなお弁当に、女じよ子し連は感かん嘆たん。

『ま、まあ、見た目は……見た目だけは評価するけど！』

　ひかるが面おも白しろくない顔でいい放った。

　モサコさんもテーブルの端はしに前まえ脚あしをかけ、じーっと狙ねらいを定めている。

　耀あき姫ひめがごくりと喉のどを鳴らした。

「うわあ……美み薫かさんとこ嫁よめに行くのもいいかな」

「救いようがないですね、あなたは……」

　みっちゃんが額ひたいを押さえる。

　守もり宮みやが美薫に向かってにこやかにいった。

「春日かすがさま、とても見事な腕うで前まえですね」

「そんな、お世せ辞じは結構よ。特に大したことじゃないもの」

「春日は料理上じよう手ずなんだ」

　謙けん遜そんする美薫の言葉にかぶせて、広ひろ人とが誇ほこらしげにいった。

「去年さ、婆ばあちゃんが亡くなった時、よく家に弁当持ってきてくれただろ」

「あ、あれは、ただ家にあったあり合わせを詰めてきただけよ」

　頰ほおを染めて美薫は答える。

「広人が和食派なのも、こんなに料理できるのも知らなかったから、よけいなことしたわ」

「あれも手の込んだサンドイッチだったよな。すごく美味おいしかった」

「いちいちそんなこと、みんなの前でいわなくてもいいわよ！」

　広人の素直な賞賛に、ますます美薫の頰が真まっ赤かに染まった。

　まるで、ただのバカップルのような二人。

　そんな仲の良い様子に、夜や刀ととミミとユキメがまたもや微び妙みように不ふ機き嫌げんになる。

　ひかるもむっとなって横目で美薫をにらんだ。

「何だか仲が深まってるのよ……」

「信じられませんわ。あの傲ごう慢まん女神のマシーンの結果がまともなんて……」

「広人さんと楽しそうにお話しして、うらやましいですぅ……」

『あり得ない。あんな偉えらそうな態度の人が、広人さんと仲良くしてるなんて』

　ねこがみさまは、広人と美薫の間に座って嬉うれしそうだった。

　並んだお弁当と、楽しげに語らう二人を見比べて、にこにこしていた。

　けれど────

「……んむ？」

　ふと、ねこがみさまは小さな手で胸に触ふれる。

　ちくりとイヤな痛みが走った気がしたのだ。

　一いつ緒しよに、何かとても落ち着かない、もやもやとした感情も。

「ん、んん？　んむ？」

　ジャージの上から、ねこがみさまはぎゅうっと胸を押さえつける。

　けれど痛みも、得体の知れない感情も、消えてくれない。

　その間も、頭の上を広人と美薫の会話が流れていく。

　広ひろ人とはくだけてリラックスした口く調ちようで。

　美み薫かはつんけんしているけれど、どこか嬉うれしそうな声で。

　自分の知らない、過去の二人の思い出。

　長い付き合いの間あいだ柄がらでしかできない、細やかな感情のやり取り。

　言葉を交わせば交わすほど、広人と美薫の心が近づいていくのが分かる。

　そんな二人の会話が耳に入る度たびに、息が詰まって呼吸ができない。

　何度も何度も押さえつけてみたけれど、ますます胸は苦しくなるだけだ。

「変……変、なのです」

　ジャージにしわが寄るほど胸を握にぎりしめ、ねこがみさまはうつむいた。

「ねこがみさま」

　広人の声が降ってきた。びく、とねこがみさまは我に返る。

「どうしたんですか。お弁当、食べましょう」

　ねこがみさまは広人を振り仰あおぐ。

　優しいまなざしが、すぐそこにある。

　春の青空と、陽ひ射ざしを受けて輝く桜が、光輪のように彼の頭の後ろに見えた。

　とたん、胸につかえるもやもやがふっと晴れた。

「そう──ですね。では、広人と春日かすがのお花見弁当、いただきましょう！」

　ねこがみさまの言葉に、みんなはテーブルを向く。

「いっただっきまーす！」

　といって一いつ斉せいにお弁当に手を伸ばし────

　かけて、一同は凍こおりついた。

　いつの間にか、ウサギ着ぐるみの幼児が重箱に顔を突っ込んでもしゃもしゃしている。

「もきゅ？」

　みんなの視線に幼児は顔を上げた。ほっぺが巻き寿ず司しで五倍にふくれている。

「え……も、もしかして、あの、君は……おにくちゃん!?」

　広人の驚きの声に、ますますみんなは注目する。

　この子は二月の集団お見合いに来た子ウサギの妖あやかし、おにくだ。

「あっ、おにくったらこんなとこにいた～。こんにちは、広人くんっ」

　盛り盛り金きん髪ぱつヘアでキラキラメイクなお姉ねえさんが走ってきて、おにくを抱だき上げる。

　キャバ嬢じようでおにくの飼かい主の華か桜おんさんだ。

「耀あき姫ひめさんがチケットくれたから遊びに来たの。会えて嬉うれしいな♪　この間のお見合いでね、おにくったら広人くんのことすっごく気に入ったって」

「は、はあ……」

「可愛かわいくて美味おいしそ……可愛くて素す敵てきって♥」

「はいちょっと待った！　今不ふ穏おんな形容詞が聞こえました！」

　しかし気づくと広ひろ人とは、大勢の着ぐるみ幼児たちに取り囲まれていた。

「えー、これが広人？」「なんか頼りない顔ー」「ちょっと若過ぎー」

　子ぐまや子犬、子ヒツジに子パンダ等など、女の子も男の子もいる。

　後から保護者らしい、やっぱり派は手で派手なお姉さんたちも集まってきた。

「初めましてぇ、華か桜おうちゃんから紹しよう介かいされたの」「うちの子と結けつ婚こんしてくれるって!?」

「あははは、は、はは」

　引きつる笑いをもらす広人を囲んで、着ぐるみ幼児たちがきゃいきゃい会話を交わす。

「えーケッコンならもっとかっこいい人がいいー」

「ダメだよぅ人間界で暮らすなら人間とケッコンしてカモフラージュしないと」

「あーそれ知ってる。ぎそーケッコン仮面フーフってヤツだよね」

「そーだよ昔っからケッコンて打算と妥だ協きようと義理と欲望の果てにあるんだ」

「だよねー動物だって餌えさくれるか家くれるか性欲かで選ぶしね」

　イヤな幼児たちだな……。

「おお、君が鰹かつお屋やくんかね。はっはっは！」

　そこに野太い笑い声が響ひびいた。広人が振り向くと、

「雪だるまぁ!?」

　どでかい雪だるまが汗あせを拭ふきつつ、のっしのっしと歩いてくる。

　春の陽気にもかかわらず、毛糸の帽ぼう子しとマフラー、黒い目玉と人にん参じんのお鼻つき。

「こんにちはぁ、広人さん。今日は暑いですね」「ぅぶう♪」

　赤ちゃんを抱だいた爆ばく乳にゆうの人妻が、雪だるまの後ろから顔を出した。

　雪女じよ郎ろうの人ひと妻づまミユキさんと子どものコユキちゃんだ。

　ということは……この巨大雪だるま、ミユキさんの旦だん那なさんなのか。

「ほらコユキ。広人お兄ちゃんですよ」「とー♪」

　コユキちゃんが、ちっちゃな手を広人に伸ばす。

「この子ったら、先日のお見合いから片かた言ことで広人さんの名前ばかり呼んでますの。明日あしたには万年雪の里に帰るんですけれど、よろしかったら、その前にぜひ嫁よめに」

「ははは。愛する娘むすめの意志は尊重しないとねえ。よろしく頼むよ、鰹屋くん」

　雪だるまはがしっと広人の肩かたを両手でつかむ。その手から汗が伝って肩に染しみた。

「だがね……だが万が一、万が一にだよ、可愛かわいい娘を泣かすような真似まねでもしたら」

　だらだら流れる汗とブラックな陰が貼はりつく顔を、巨大雪だるまはぐいと近づけた。

「君をだるまにしてあげようねえ、火だるまがいいかな血だるまがいいかなそれとも手足のないただのだるまがいいかなあっはっはっはっはっはっはっは!!」

「ああ、あのあの！　人参が俺おれの顔に刺ささってか汗じゃなくて溶とけて！　溶けてます！」

　広ひろ人とが戦せん慄りつしていると、突とつ如じよ横合いからねこがみさまが抱だきついてきた。

「広人、広人！　ものすっごい快挙なのです、見てたもれ、嫁よめが七名も増員ですぞ！」

　ねこがみさまは満面の笑みでファイルの束たばを突き出した。

　どれも子どもたちのプロフィールが記入されている。

「……全部幼児と赤ちゃんですよ……」

「幼児も赤子も、いつか育ちまする」

「育ちゃいいってもんじゃないですよ、植物だって育ちますよ！」

「もう、落ち着いて食事もできないでしょう。広人、この人たちは誰なの!?」

　美み薫かたちまで加わって、騒さわがしくにぎやかな会話が響ひびき渡った。

　守もり宮みやは料理を取り分けつつ、にこやかに見守る。

　みっちゃんはどこからか取り出したワインを傾けつつ、冷然と無視していた。

『そんなにいっぱい、嫁を集めてどうするの』

　ファイルを抱きしめうっとりするねこがみさまを、ひかるが横からのぞき込む。

「鰹かつお屋や家け繁栄のためです。目標、なんと千人！」

　ねこがみさまはひかるを振り仰あおいでにっこり笑った。

「そなたも仮とはいえ嫁候補。われが代筆するゆえ、名めい簿ぼを出すのですぞ」

『あり得ない、あたしは幽ゆう霊れいだもん。それに嫁になるなんて承知した覚えもないから』

　ぷん、とひかるは勢いよく顔を背そむける。

　だがその視線は、みんなに囲まれる広人にそっと向けられた。




　ひとしきり騒いだあげく、雪だるま一家や着ぐるみ幼児たちは帰っていった。

　万年雪の里に着く前に雪だるまが溶けてしまわないか、広人はちょっと心配になる。

「……うぅう、やっと落ち着いてご飯が食べられるよ」

　騒ぎの中心で疲れ果てた広人は、ぐったり腰こしを下ろした。

「要領が悪いからよ、ばか広人」

　美薫がつんとした態度で、サンドイッチの入ったランチボックスを差し出した。

「あ、春日かすが。ありが……」

　伸ばした広人の手が止まる。なんとランチボックスの中には……、

『どうぞ、広人さん。サンドイッチ取るといいぞ』

　サンドイッチに埋うまったひかるが、偉えらそうに胸を張る。なんと見事な嫌いやがらせ。

「う、うぅ、う、うぐ」

　広人は言葉に詰まる。とても手が出せない。

　だってこのまま手を突っ込むと、ちょうどひかるの胸の間に────

「何よ、食べたくないんだったら別にいいから！」

　美み薫かがボックスをぐいと引いて怒った。

「いやあの、そ、そうじゃなくて、そ……その、すいません、手渡ししてください」

　美薫は戸と惑まどったように「変な人」と眉まゆをひそめる。

　だが、ひかるの中に手を突っ込んで、一番大きなカツサンドを取り出してくれた。

「そういえば、涼りよう子こ部長はどうしてるかしら」

「ぶ、部長？」

　サンドイッチをくわえかけた広ひろ人とはびくりと背筋を伸ばす。

「園内でバイトしているんでしょう。またその辺りで遭そう遇ぐうしないかしら」

　そういうと、美薫はサンドイッチを配りに席を立った。

　幽ゆう霊れい少女入りランチボックスのせいで、みんなの間に微び妙みような反応が巻き起こるのをよそに、広人はサンドイッチをくわえて辺りをそうっと見回した。

　しかし、花見座席の客にも、売店にも、近くを通り過ぎる青髪赤髪金きん髪ぱつ白はく髪はつコスプレイヤーたちの中にも、涼子らしき姿は見当たらない。

「は！　もしやっ！」

　広人は腰こしを浮かせて周りの桜の木々をうかがった。

　部長のことだから、桜の木の着ぐるみでその辺に潜ひそんでいるのでは！

　と思ったが、いかにも怪しい動きをする木は見えなかった。

　ほっと安心して、広人は桜の下の長椅い子すに腰を下ろす。

　まさしくその瞬しゆん間かん。

「……………………梶かじ井い」

　ふいに、広人のお尻しりの下の長椅子がぼこりと盛り上がった。

「基もと次じ郎ろう──────っ！！！！」

「うわああああああっ!!」

　長椅子ごと広人は跳はね飛ばされた。

　みんなは騒そう然ぜんと立ち上がる。ねこがみさまが倒れる広人に真っ先に駆かけ寄った。

「ひ、広人！　大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

「まさか……まさか、まさかまさかまさか!?」

　長椅子の下から現れたのは────なんと。




　土まみれの腐くさった死体。




　の、コスプレをした涼子部長（らしきもの）。

　ボロボロの衣服を着て、グロテスクな青白いゴムマスクをかぶり、ぼさぼさのカツラをつけて土ぼこりをたなびかせ、ゾンビ部長はよろよろと真っ白な指先を伸ばす。

　恐怖の具現化。

　広ひろ人とはがく然、ねこがみさまはぼう然、その場は騒そう然ぜん。

　ゾンビ部長は両手を振り上げて吼ほえた。

「桜の木の下の死体は梶かじ井い基もと次じ郎ろう！　梶井基次郎の作品！　檸檬れもんだけじゃない、これ豆知識、何より重要な豆知識ッ！」

　もうやだこの変態。

「いちいちうんちくを叫ばないと登場できないんですか部長……」

　広人はくらくらするこめかみを押さえていった。

「それよりいったい……椅い子すの下にもぐって何をしてたんです」

「良くぞ訊きいた！」

　ゾンビ部長はボロボロの衣い装しようとゴムマスクをばさあっ！　と脱ぬぎ捨てた。

　その下は──────

　なぜか、ふりふりエプロンのミニスカメイド姿。

　胸元は大きく開いて谷間がのぞき、スカートは見えない方がおかしいくらいの際どさで、むっちり太ももにはガーターベルト。

　爆ばく裂れつボディで美び貌ぼうの涼りよう子こ部長が着ると、ミニスカメイドもやけにエロエロしい。

　エロエロしいが宇宙一偉えらそうなメイド部長は、仁に王おう立だちして広人にいった。

「私がここで何をしているだと──見てわかるだろう！」

　わかんね。

「給仕だ！」

　もっとわかんね。

「第一夫人たるこの私が、貴様に超ちよう・濃のう・厚こうなサーヴィスをするために待っていたのだ」

　メイド部長はまたもやさらりと恐ろしいことを抜かした。

　広人は地面に尻しりをついたまま必死に後ずさる。

「いいいやいやいや、つつしんで全力で遠えん慮りよし」

「いいや、妻つまの愛を拒否する権利は貴様にはない！」

　部長は広人の襟えりをつかんでぐいと引き起こすと、腰こしに手を回して抱だき寄せた。

「え……ぶ、部長？」

　ちょっと待った。この体勢、ちょっと待った。待った！

「あああ、あのあの、部長!?」

「ふふふ、そう震ふるえるな。可愛かわいいじゃないか」

　メイド部長は間ま近ぢかで恐怖に震える広人の顔をじっくりと眺ながめ回す。

「涼子部長、何してるんですか！」

　美み薫かが眉まゆを逆さか立だてて食ってかかった。

「公衆の面前でこんな恥はずかしい真似まね、信じられないわ。広ひろ人とも広人よ！」

「へ？　お、俺おれ？」

「人に嫁よめになれとか無茶なこといっておきながら、他ほかにも嫁候補がいるとか、その上部長が第一夫人ですって？　もう我が慢まんできない。ここでちゃんと説明を」

「それは間違いだ、春日かすが！」

　部長が広人を抱だきかかえたまま、美み薫かにビシッ！　と指を突きつけた。

「いいか、男の言げん質ちを取ろうとする時点ですでに敗者！」

「は、敗者ですって!?」

「そうだ。恋愛における勝利者になるために必要な条件はたった一つ！　それは」

　部長はぎゅっと広人を抱き寄せた。

　背の高い部長の見事な谷間が広人のあごの下にくる。

　そのあごを、部長はぐいとつかんで仰あお向むかせると、

「…………既き成せい事実だ」

　思わせぶりに舌した舐なめずりをして、濡ぬれた唇くちびるを近づけ────

「ままままままままま、待ってください！　部長ストップ、ストップ全ストップ！」

　広人は死に物狂いで涼子を押し退のけて叫んだ。

　肉食女子とかそういうレベルじゃない。
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　ライオンも真まっ青さお、肉食獣じゆうそのものだよこの人！

「や、止やめて止めてくださいっ！　俺おれそんなことしたことないし初めてだし」

「安心するがいい！　私も」

　涼りよう子こ部長は、ぽっと頰ほおを染めて恥はじらった。

「……初めてだ」

　こーわーいーよー！

　こんなに可愛かわいくない赤せき面めんを広ひろ人とは生まれて初めて見た。

「さあ、受け取れ。私の……愛を！」

　凍こおりつく広人の顔がん面めん目がけ、涼子部長の唇くちびるが降ってくる。

「だ、駄だ目めです！　駄目なのです！」

　突とつ如じよ、ねこがみさまが突とつ撃げきしてきた。

　密着する広人と涼子の間に、ねこがみさまはぎゅいぎゅい割って入る。

「そんな生き娘むすめを手込めにするような真似まねなど、われは許しませぬ！」

　あながち間違ってないところがとてもイヤ。

「そうなのよ、初めてならなおのこと貴き重ちようなのよ」

「ひ、広人さんの初めてとユキメの初めては、一いつ緒しよに体験するんですよぅ」

「だめ、やっぱりそんな恥はじ知らずなこと見てられないわ。止めてください部長！」

「仕方ありませんわね。助けてさしあげますわよ、家主！」

「涼子ちゃんてば……！　悪ノリも程ほどにした方がいいよね」

　夜や刀とやユキメ、美み薫かやミミや耀あき姫ひめまで加勢して混乱に輪をかける。

『だめ……だめだ！』

　ひかるが思いつめた顔で飛び込んできた。

　実体がなくて気づかれないのも構わず、彼女は必死に部長を抑おさえようとする。

『やめて、広人さんに何するんだ──止めて！』

　ひかるの体が宙に浮いた。とたん、ざわりと黒髪かみが広がる。

　ぱしん、と空気に弾はじける音が響ひびく。

　風も強くなり、桜の枝がざわめいた。

　だが混乱する広人たちは気づかない。風と音は強さを増して────

「涼子ちゃーん」

　その時、遠くから部長を呼ぶ声が近づいてきた。

　売店の方角から三つ編み眼鏡めがねのミニスカメイドがローラーブレードで滑すべってくる。

「何遊んでるんですよ、そろそろ交代ですよ？」

「おお、そうだった」

　メイド部長はパッと広人から離れた。

「というわけで私はバイトの時間だ。諸君、ゆっくりするがいい」

　部長は硬こう直ちよくしている広ひろ人とたちに手を振ると、眼鏡めがねメイドさん（なかなか可愛かわいい）と一いつ緒しよにローラーブレードで華か麗れいに走り去っていった。

　混乱していたみんなは、ぼう然と部長を見送る。

　ひかるもはっと我に返り、ふわりと地面に降りた。

　誰も彼女の異変に気付かなかったようだ。

　遠くなる部長の後ろ姿に、広人は安あん堵どの息を吐はいた。

「最近のメイドは長椅い子すの下に潜ひそむのが仕事なのかな……って、あの、ねこがみさま？」

　広人は目線を落とした。

　ねこがみさまが、無言でぎゅっと抱だきついている。

　広人が自分の物だというように、固く、きつく、彼女はしがみついていた。

「もう部長は行きましたから。大だい丈じよう夫ぶですよ。ねこがみさま」

　そう……っとねこがみさまは頭を上げる。

　彼女は小さな唇くちびるを嚙かみしめている。その嚙みしめた唇が、かすかに震ふるえている。

　まるで──涙なみだをこらえているみたいに。

　広人は驚いた。思わずねこがみさまの両肩かたに手を置き、その顔をのぞき込む。

「ど、どうしたんです？　なぜそんな顔を……」

「何でもありませぬ。大丈夫です」

　ぷるぷる、とねこがみさまは銀の髪かみを乱すほど首を振る。

「われも……良くわかりませぬ。けれど、大丈夫なのです」

　ねこがみさまは気き丈じような声でいうと、くるりと背を向けた。

　広人はかける言葉が見つからない。

　そういえば、さっき春日かすがと話していた時も様子が変だったような……。

「鰹かつお屋や！」

　そこに、しゃーっと滑すべる音が聞こえてきた。

　振り返るとメイド部長が銀のトレイを手に軽やかに走ってくる。

　部長はきゅっ、と広人の前でブレーキをかけて停まり、トレイを差し出した。

「おごりだ。皆で食え」

　トレイには山盛りのフライドポテトとソーセージの皿さらが乗っていた。

　皿を渡すと、部長はねこがみさまの頭をぽんぽん、と叩たたくように撫なでる。

　そして広人にぐっとサムズアップすると、また華か麗れいに走り去っていった。

「あ──ありがとうございます、部長！」

　遠ざかるミニスカメイドの背中に向かって広人は叫んだ。

　部長……。

　いい人なのかただの悪ふざけ好きな変態なのかわからないなあ。

　ねこがみさまが、お皿さらに目を落とす。

　揚げ立て熱あつ々あつのポテトと焼き立てパリパリソーセージが香ばしい匂においをさせていた。

「………………………………美味おいしそうなのです」

　率直な言葉に、広ひろ人とはくすりと笑った。

「食欲があるなら良かった。じゃあ食べましょうか」

　場の緊きん張ちようがほっと解とける。

　広人がテーブルに置いたお皿の周りに、みんなはにぎやかに集つどった。

　ねこがみさまはくんくん匂いをかぐと、ポテトをぱくりと口に放り込む。

「あ、あちちっ、あ、熱いのですっ」

　熱々ポテトにねこがみさまはあわてる。広人は冷たいお茶を差し出した。

「大だい丈じよう夫ぶですか。ちょっと冷めてから食べるといいですよ」

「ん、んむ、猫ねこ舌じたなわれには厳しいのです。でも美味しいのですぞ」

　ねこがみさまはジャージの袖そで口ぐちからのぞく両の指先でちょこんとポテトを持って、ふーふー、はふはふ、ほふほふ、もぐもぐする。

　そんな仕し草ぐさがいちいち可愛かわいくて、見ている広人は頰ほおがゆるんだ。

『いいな、美味しそう』

　ひかるが出現して、ポテト皿の上に女の子座りした。

　ねこがみさまはポテトをつまむ手を止める。

「んーむ、ひかるも一いつ緒しよに食べられれば良いのですが……」

　思案気に首を傾かしげると、ぽん、とねこがみさまは手を打つ。

「そうです！　ひかるは幽ゆう霊れい、ということは今は魂たましいだけの存在ですね」

『そうだけど、それが何？』

「ならば、われの体に入ることができるのではありませぬか？」

「え!?」『え──』

　広人はいぶかしげに、ひかるは驚きで声を上げた。

『でも……でも、そんなのできるかな。やってみたいけど』

「ものは試しです。上手うまくいけば、ひかるも味わうことができるでしょう？　さあ」

　ねこがみさまはにっこりと笑って、両手を広げた。

　ひかるは一いつ瞬しゆんためらうが、うなずいてふわりとねこがみさまの体に重なった。

　何となくはらはらする思いで広人は見守る。

　ねこがみさまはゆっくりと目を閉じた。

「！　ん────！」

　びくり、と伸ばしたねこがみさまの腕うでが引きつる。

　広ひろ人とはびびって身を乗り出した。

「ね、ねこがみさま？　ひかるさん!?」

　静かに、ねこがみさまのまぶたが開く。

　彼女はきょろきょろと辺りを見回すと、大きな瞳ひとみで広人を見上げた。

「ど……どうです、成功したんですか？」

　広人の問いにねこがみさまは答えず、テーブルのポテト皿ざらに目を落とす。

　かと思いきや長椅い子すの上に立ち上がり、どん！　とテーブルに片足を乗せた。

　お皿が飛び上がり、ポテトも宙に飛び上がった。

　広人驚きよう愕がく。危うく椅子からずり落ちそうになる。

　話をしていた美み薫かやみんなも、驚いて振り返った。

　声もない広人の前で、ねこがみさまは片足を乗せて腰こしに両手を当てる。

「うん、上手うまくいった！」

　ねこがみさまの声で、ひかるが偉えらそうにいった。

　そして両手を前に伸ばして、指先から全身からしげしげと眺ながめ回す。

「やっぱり変な感じだな。着たことないけど、きつい着ぐるみかぶったみたい」

　その時だった。

　いきなり耀あき姫ひめが怖い顔で駆かけ寄ると、大きく片手をスイングさせた。

　そしてジャンプするようにねこがみさまの額ひたいに手のひらを叩たたきつけた。

「────っ!?　にゃっ！」『きゃあっ！』

　たまらずねこがみさまは長椅子から転げ落ちる。

　その拍ひよう子しにひかるが体から飛び出てかたわらに転がった。

　広人は泡あわを食って、目を回すねこがみさまを抱だき上げる。

「ねこがみさま!?　耀姫さん、いったい何を──」

「つまんないことしないでよ、このお化け娘むすめ」

　尻しりをつくひかるに向かって、耀姫は身をかがめてささやく。

　低く小さなささやきだが、身をすくませる響ひびきに満ちていた。

「〝憑つき物〟って危険なんだから。憑く霊れいのいい悪いに限らず、憑かれる側には大きな負担がかかる。神を自分の身に宿らせる神降ろしに大掛かりな儀ぎ式しきが必要なのは、偉大な存在を降ろすからってだけじゃなくて、自分の身を守る術すべも同時にかけてるからなのよ」

　耀姫は、厳しいまなざしをねこがみさまに向ける。

「あんたもあんたよ、化け猫ねこ。下手へたに受け入れようとするな。犬憑き狐きつね憑きで気が狂った人の話、聞いたことがあるでしょ。どうなっても知らないからね」

　いうだけいうと、ぷいと耀姫は背を向けて歩いて行った。

　ひかるは屈くつ辱じよくをこらえるように唇くちびるを嚙かんで、目を落とす。

「気にしますな、ひかるのせいではありませぬ」

　広ひろ人との手を借りてねこがみさまが立ち上がり、優しくいった。

「われが試そうといったのですもの。悪いことをいたしました」

『……ねこがみさま……』

　弱々しくひかるは目を合わせた。ねこがみさまはにこっとほほ笑み返す。

「怒られて当然よ。テーブルに足を乗せるなんて行ぎよう儀ぎの悪いことして」

　美み薫かが歩み寄り、ねこがみさまのジャージについた埃ほこりを払はらう。

　言葉はきついが、埃を払う手つきは優しい。

　ミミや夜や刀と、ユキメも心配そうにやってきた。

「まったく、もう少しやりようがありますわよ。あの傲ごう慢まん女神！」

「ねこがみさま、お尻しり痛くないのよ？」

「ひかるさんも、びっくりしましたよねえ」

「誰のことよ、それ。また妄もう想そうなの、まったく……」

　みなは広人たちを囲み、口々に案じる言葉をかける。

　守もり宮みやが倒れた長椅い子すを戻し、乱れた周囲を片づけて、にこやかにいった。

「お席を直しました。さ、もう少しゆっくりなさいませ」

　広人はほうっと深く息をつく。

　緊きん迫ぱくした空気が、みなのおかげで和やわらいだ気がした。

　広人は、いまだ地面に座り込むひかるを見下ろす。

「ひかるさん──ほら」

　そういって、彼はほほ笑みかけた。







　向けられた広人の笑みを見たとたんだった。

　ひかるは、激しい嗚お咽えつがこみ上げてきた。

　涙なみだがこぼせないにもかかわらず、無む性しように泣きたくて泣きたくてたまらなくなった。




　ずっと、途と方ほうに暮れた気持ちだった。

　思い出せる過去は断片的で、どうして自分はここにいるのか、何が自分を縛しばりつけているのか、なぜあるべき場所に逝いけないのか、何もわからない。

　ここにいるだけで、感情の荒れるままに周囲も荒れさせ、生きている人間に迷めい惑わくをかける。あの産土うぶすな神がみという少女に邪じや険けんにされても当然だ。

　自分がいる場所はここじゃない。

　自分はここにいるべきじゃない。

　それだけは確かだ。

　なのに、ここ以外のどこにも行けない。どこに行ったらいいかもわからない……。




　でも、ここには自分に気づいてくれる人たちがいる。

　誰かに闇やみの中に置き去りにされることもない。

　誰かの勝手気ままに振り回されることもない。

　差し伸べてくれる手と、優しい言葉がちゃんとある……。




　こみ上げる嗚お咽えつを懸けん命めいにこらえ、ひかるは声に出さずに誰かに祈いのる。

　あと少し。

　どうか、あとほんの少しだけ────




　ここに、いさせてください。







　ひかるが強くそう願った時。

　強い風がざわめいて、ひと際きわ大きく桜の梢こずえをゆるがせた。
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『今日は、もう止やめた方がいいかな』

　ひかるがそう切り出したのは、昼食の終り間ま際ぎわだった。




　テーブルの片づけを守もり宮みやに任せ、ゴミ捨てに向かった広ひろ人ととねこがみさまは、ひかるのそんな言葉に驚いて振り返る。

「え──止めるって、そんな、良いのですか？　ひかる」

　ねこがみさまの問いに、宙にふわりと浮かぶひかるは目を伏せてうなずいた。

『うん。せっかく少し思い出したけど、ここにいたら大勢の人に迷めい惑わくがかかるし』

「そっかあ……そうだな」

　ゴミの入ったスーパーの袋を提さげて、広人は腕うでを組む。

　肩かた越ごしにちらと振り向くと、テーブルで頰ほお杖づえをつく耀あき姫ひめの姿が目に入った。

〝……ホラーハウスもアミューズメントゾーンも点検で一日閉へい鎖さ。営業妨ぼう害がいの上、無関係の人間まで巻き添えで怪け我がしかねなかったじゃん……〟

　そんな言葉が自分を苛さいなむようによみがえった。

「急ぐこともないし、もっと人の少ない日に改めようか。じゃあ、今日はもう帰って」

「そんなあ！」

　いきなり上がった声に広ひろ人とはびくっとする。

　いつの間にか周囲を、夜や刀とやユキメやミミに囲まれていた。

「帰るのいやなのよ。夜刀、全然広人と遊んでないのよ」

　いつも無表情な夜刀が、珍めずらしくむっすーとちっちゃな唇くちびるを尖とががらせる。

「いくら何でもひどいのよつまんないのよ腹が立つのよムカつくのよ怒ってるのよすごい怒ってるのよ段々怒ど髪はつ天てんな感じがしてきたのよ本ほん性しよう出すのよ大だい蛇じやになって地球一ひと吞のみす」

「ややや、夜刀さん!?　あの蛇へび！　蛇出てますから！」

　夜刀の髪かみが蛇になってざわざわと鎌かま首くびをもたげるのを見て広人は大あわて。

「はぅ……ユキメがっかり、がっかり、がっかりですぅ……」

　ユキメはくたりと近くのテーブルに身を伏せた。

　着物の下の巨乳がたゆんと揺れてテーブルの端はしに乗る。

「は、春の陽気の暑さをがんばってがまんしてきましたのにぃ、広人さんとデートもできずに遊園地終了なんて、ユキメ、ユキメ……もう溶とけちゃうぅはぅうう」

「ユ、ユキメさん！　テーブルが凍こおってきたんですけど！」

　しくしくと泣くユキメの涙なみだがたちまち凍りついていくのを見て広人は大焦あせり。

「そうですわよ。許し難いですわ」

　ミミが憤ふん然ぜんと広人を振り仰あおいだ。

「幽ゆう霊れい女にばかり気を使って、わたくしたちとどちらが大事ですの！　……なんてつまらない問いはしませんわ。最初からその幽霊女の事情を探すのが目的でしたもの。でも」

　ほんのわずか、ミミは視線を落とした。

「でも……楽しみにしてましたのよ。家主と一いつ緒しよの遊園地を」

「ミミさん……」

「わ──わたくしのことではありませんわよ。夜刀さんとユキメさんのことですわ！」

　ぷい、とミミは頰ほおをふくらませて顔をそむけた。

「広人。三人と一緒に行ってくるがよろしいのです」

　その時、ねこがみさまのきっぱりした声が響ひびいた。

　広人は驚いてねこがみさまに視線を合わせる。

「え……いいんですか」

「嫁よめは大事にするものです。そうそう、もちろんひかるも連れていくのですぞ」

『!?　だ、だけど──』

　頭上で浮いていたひかるがふわりと舞い降りた。

　ねこがみさまはひかるを見つめ、にっこりとほほ笑みかける。

「少しでも思い出してきたのでしょう？　ならば広ひろ人とと一いつ緒しよに行って、園内をちゃーんと見て、しっかりと思い出してくればいいのです」

『でも……大だい丈じよう夫ぶかな』

「だから、ここで約束していくのです。騒さわぎを起こさぬよう、気持ちを確かに持つと」

　ねこがみさまはひかるを励はげますように告げた。

『お人好し』

　ひかるはちょっとばかり、泣きそうに眉まゆを寄せる。

　それから表情を引き締めると、はっきり告げた。

『わかった。約束する』

「よろしい、その意気です。では広人」

　大おお威い張ばりで、ねこがみさまは広人の胸をぐっと指差した。

「鰹かつお屋や家け氏うじ神がみとしての命令です。ちゃあんと、みなを楽しませてくるのですぞ！」

　その偉えらそうな態度がおかしくて、広人は笑いが胸の奥からこみ上げてくる。

　可愛かわいいなあ、まったく。

「わかりました。じゃあねこがみさま、モサコさんと荷物の番、お願いできますか」

「んむ！　もちろんで────」

　はっとねこがみさまの口が開いた。

「番……荷物番……は、はう、はぉぅう」

　ねこがみさまの体がぐらりと傾く。

　がくり、よろり、ばたり、と三段階のよろめきで、長椅い子すに倒れ込んだ。

「またしても……またしても荷物番……わかっておりまする。逢あい引びきは嫁よめしかできないのはよく、よーっく、重々わかっておりまする。おりまするけどぉおおおああああ」

「や、あの、ねこがみさま!?」

　広人はおろおろと手を伸ばす。

「ふふ、ふ……き、気にする必要は、ありませぬぞ。広人」

　どんよりと暗い顔に精一杯の笑みを貼はりつけ、ねこがみさまはいった。

「任せるのです。荷物とモサコさんは、必ずやわれが死守しまする！」

「いやいや、冗じよう談だんですよ。ちゃんとみんなで行きま──」

「いいえ。駄だ目めですわ」

　広人の言葉をミミがさえぎる。

「本来ならば一人ずつデートするところを、三人まとめてで許してさしあげるんですもの。これ以上人数が増えるのはご遠えん慮りよしますわ。それに……」

　ミミは、ちょっと意味ありげに広人に目め配くばせした。

「ねこがみさまには、この後で用事がありますの」

「え？　え？」

　首を傾かしげる広ひろ人とに、ミミは澄すました笑みを浮かべた。

「さ、家主。まいりますわよ」

「じゃあ、広人。みんなでデートなのよ」「はぁい、ユキメ、行っきまぁす」

『ん。行ってくる。いいかな？』

　ひかるが長い黒髪かみと頭のリボンをゆらめかせ、ねこがみさまを見下ろす。

　ねこがみさまは、べそをかく寸前のような微び妙みような表情でうなずいた。

　お弁当の後片付けをきっちり済ませた守もり宮みやが、頭を下げて見送る。

　美み薫かや耀あき姫ひめ、みっちゃんにもあいさつをして、広人は花見座席を出た。

　ぞろぞろと三人娘むすめ＋幽ゆう霊れい少女が広人にくっついて続く。

「氏うじ子こさん！」

　声に振り向くと、耀姫がミニスカートをひるがえして走ってくる。

「ちょっといい!?　来て！」「うわ、耀姫さん!?」

　広人の腕うでを引っ張って、耀姫がひかるたちから少し離れる。

「大事な話するの忘れてた。みっちゃんがいってたんだけど、あのお化け娘のこと」

「菅すが原わらさんが……？」

　広人は声を落とした。耀姫は真剣な目で顔を近づける。

「荒あら魂みたま──祟たたりをなす荒あらぶる存在に、なりかけてるって」

「え……」

　広人は息を吞のむ。

　ぞわり、と背筋を寒気が駆かけ下りた。

「わかってるよね、荒魂になったら厄やつ介かいだってこと。あの娘が自分で望まなくても、勝手に暴走して禍まが事ごとを起こす。そしたら、とんでもない被害になりかねない」

　広人はそっと目を動かして、背後をうかがう。

　ひかるは宙に浮きつつ、ミミや夜や刀と、ユキメと言葉を交わしていた。

　相変わらず偉えらそうな態度だが、特におかしな面は見当たらない。

「本当ですか、それ」

「信じようが信じまいが事実だから」

　耀姫はびしりといった。

「大事になる前に、さっさとあのお化け娘の本性を取り戻して迷いを晴らして、幽世かくりよに送ってやらないと。でなかったらいった通り、あたしが強制的に消滅させるからね」

　いうだけいって耀姫はすっと体を放し、きびすを返した。

　大おお股またで歩き去っていく耀姫の背中を、広人はぼう然と見送る。

「家主、行きますわよ！」「広ひろ人と、早くするのよ」「広人さあん」

「あ、はい、今行きます！」

　広人はいささかわざとらしいまでの速さで、ミミたちに歩み寄った。

『何の話だったの？』

　眉まゆをひそめて、ひかるが訊きいた。

「あ──っと、いや、何でもないよ」

　広人の返事に、ひかるの眉はますますくっつく。

『あの耀あき姫ひめって人、嫌きらいだ。ずけずけ物をいい過ぎる』

「確かに言葉づかいはストレートだよね。でも……面めん倒どう見みが良くて、いい人だよ」

『かばうの？』

　ひかるの声に棘とげが生まれる。しかし広人は真まっ直すぐな視線を返した。

「かばうっていうわけじゃない。ただ、俺おれはそう思ってるんだ」

『…………そう』

　ぷい、とひかるはよそを向く。

　かすかに──空気がパシッと弾はじけた音が聞こえた気がした。







「……う、動きにくい、んですけど」

　人ひと混ごみの真ん中で、広人は足を引きずっていた。

　通り過ぎる誰もが、こちらを振り返り、くすくす笑って通り過ぎていく。

　なんたって今の広人は──美少女鈴すずなりパラダイス状態。

「あら、だって足に血が下がって気分が悪いんですもの。仕方ありませんわよ」

　右腕うでにすがりつくミミが答えた。

　すがりついている割にとても取り澄すまして偉えらそうな態度。

「はぅう～暑いです、苦しいです、溶とけちゃいますぅ」

　左腕に、ユキメが大げさなことをいってもたれかかる。

「夜や刀とはいい眺ながめなのよ。レッツごーごーなのよ」

　広人に抱だっこされた夜刀は、無表情ながらもノリノリだ。

『ねえ、あたしの場所がないよ……ん、そうだ』

　宙に浮くひかるがふわっと舞い降りる。

「ちょっ……ひ、ひかるさん!?」

　なんと広人の頭の上に、ひかるはよいしょと腰こしかけた。

『こっちの方が、ずっとナイスな眺め！』

　幽ゆう霊れい少女の綺き麗れいな生なま足あしが目の前にぶらぶらしている。

　ナイスな眺ながめなのか危険な眺めなのか。

「広ひろ人と、夜や刀とも負けないのよ。もっと持ち上げるのよ」

　夜刀が広人の首にぎゅっと腕うでを回して顔をくっつけ、要求した。

　幼女のむちむちほっぺが広人の頰ほおにむにゅと当たって気持ちいい。

　抱だき上げた腕に当たる、緋ひ袴ばかまごしのむにっとしたお尻しりも……。

　そこまで考えて広人は赤せき面めん。

　俺おれは──俺はロリコンじゃない絶対にロリコンじゃない断じて違うだって千せん歳さいだし。

　呪じゆ文もんのように心の中でいい聞かせ、広人は前のめりになって歩く。

　しかし左腕はユキメの冷たくもやわやわした巨乳の谷間に挟はさまれて、右腕にもさりげなくミミの柔やわらかな胸の感かん触しよくが当たったりして、ますます広人は色んな意味で前のめり。

　パラダイスなのか拷ごう問もんなのか、わからない状況になってまいりました。

「え、えっと、次に行く場所はどこでしたっけ」

　焦あせりを隠かくすために広人は訊きいた。ミミが疲れた声で答える。

「そうですわね……心行くまで逆さかさになれる場所に行きたいですわ」

「大だい丈じよう夫ぶなのよ。次はバイキングなのよ」

　抱だっこされた夜刀が地図を見て指差す。その方角には大きな船があった。

　ミミがほうっと息をついてつぶやいた。

「いいですわね。振り子みたいに急角度で大きく揺れるアトラクションですもの。さすがに逆さとまではいかなくても、少しは楽になれそうですわ」

　ユキメが体重を広人に預けてあえいだ。

「ユキメ……涼すずしい場所がいいですぅ。春って……暑いんですねぇ」

「それならウォーターライドがいいのよ。丸太舟で水にばっしゃーん！　なのよ」

　夜刀が別の方角を指し示す。

　水の流れ落ちる大きな建物と、順番を待つ行列が見えた。

「ありまえんで一番新しいのよ。人気も一番みたいなのよ」

「も、もうユキメたまりませぇん。水辺で涼んで待ってますぅ～」

　ユキメがふらふらとウォーターライドに近寄っていく。

「え、一人で大丈夫なんですか!?」

「平気ですぅ。でも、終わったら早く来てくださいねぇ」

　ユキメは巨乳をたゆたゆと揺らしながら小走りで走っていった。

「なんか心配だなあ……えっと、それじゃ夜刀さんの行きたい場所は？」

「ん？　夜刀は広人がいない間、色々いっぱい乗ったのよ」

　夜刀はちょこんと広人の額ひたいに小さなおでこをつけて考え込む。

　とても千歳とは思えない愛らしい仕し草ぐさに、広人は笑みが浮かんだ。

「じゃあ、思いついたら教えてくださいね。そうだ、ひかるさんの乗りたい物は？」

　頭の上に乗るひかるに、広ひろ人とは訊きいてみる。

『あるわけないもん。どうせ乗れないし。それに……』

　語尾が不ふ穏おんに沈む。と思ったら、いきなりひかるは声を張り上げた。

『それに、ここにある乗り物、全部イヤな思い出ばっかりある気がするっ！』

　またかよ！

　広人の心の声も知らず、ひかるはぐいと腕うでを突き出して指し示した。

『たとえばあのバイキング！　無理やり乗せられて酔よって気持ち悪くなって、危うく食べたばっかりのホットドッグリバースするところだった。それとあれ！』

　さらに彼女はずいとジェットコースターを指差した。

『怖くないからって乗せられてやっぱり怖くてずっと目をつぶってたし、ゴーカートだってあたしの悲鳴無視して他ほかの車にぶつけまくるし、他にも他にも……』

　ひかるは次々とアトラクションを指差した。

　怒りの言葉は、堰せきを切ったがごとく止まらない。

『最後に楽しんでもらえた？　って訊かれたけど、楽しいわけない！　あの人はいっつもそんな感じだった。あり得ないほど自分勝手で──無む茶ちや苦く茶ちや気が合わなかったっ！』

「あ、あ、あの人って、お母さんのことかな？」

『そう！　趣味も考えも全然合わなかった。こっちの気持ちも考えなくて好き勝手に行動する人だった。仕事仕事で家にいない上に話も一方的で。そうだ、このパジャマ！』

　ひかるは宙に浮かび、ひらひらのベビードールの裾すそをつまんだ。

『可愛かわいいでしょって誕たん生じよう日びにもらったけど、こんな際どいのどこが可愛い？　ほんと趣味悪い。女の子はセクシーにねっていうけど、子どもにこういう物着せるとか考えられない。化け粧しようは派は手でだし髪かみも真まっ赤かに染めて、煙草たばこが好きでその臭においがとってもイヤだった！』

　とんでもない剣けん幕まくに、広人たちはびびりまくり。

　そろって近くの公衆トイレの陰に身を潜ひそめてひかるをうかがう。

　それに構わず、ひかるはこぶしを握にぎって辛しん抱ぼうたまらないといったようにいい放った。

『だいたい、初めて会った時から気に食わなかったんだ、あの人！』

「え、初めて？」

　広人は思わず聞きとがめ、トイレの陰から顔を出す。

「初めて会った時……ってまさか、生まれた時のことを覚えてるのか？」

『え────』

　ひかるの言葉が止まった。その視線がさ迷う。

『そうだ。それって変。どうしてかな……』

　眉まゆをひそめてつぶやくと、ひかるは頭を振った。

『ごめん、わかんない。イヤなことばかり思い出すのに、肝かん心じんなところが……』

「いいよいいよ、急がなくて。じゃあ、バイキングに行こうか」

　広ひろ人とはひかるをなだめて、また足を進める。

　人ひと混ごみの間を縫ぬって歩き続け、ようやくバイキングのそばまでやってきた。

「や、やっと着きましたの。血が下がって、もう……少し休ませていただけるかしら」

　ミミが広人の腕うでにすがりつき、大きく息を吐はいた。

　あわてて彼女を近くのキリン型ベンチに座らせ、広人はその隣となりに座る。

　夜や刀とは広人の隣に腰こし掛かけると、心配そうに身を乗り出した。

　ミミはベンチの背もたれにぐったりと体を預けてもたれかかる。

「ああ、早く逆さかさになりたい……家主、ちゃんと一いつ緒しよに乗ってくださいませね」

「もちろんですよ。でもバイキングかあ……俺おれ、初めてだ」

「広人、乗ったことないのよ？」

　夜刀が小さな頭を傾かしげる。広人は動き出すバイキング船を見上げて答えた。

「ええ。婆ばあちゃんと来た時はいつも、桜を見物するだけでしたから」

『そうだ、ずっと気になってた』

　ひかるがふわりと正面に回り、黒い瞳ひとみで広人を見つめた。

『広人さんのご両親はどこにいるの？』

「ああ、俺が生まれてすぐ、二人して外国に仕事で行ったっきりだよ」

『赤ちゃんの広人さんを置いて？　そんな、信じられない！』

　ひかるが眉まゆを吊つり上げ、憤いきどおった声でいった。

『どうしてなんだ。どうして広人さんは怒らないんだ。寂さびしくなかったのか!?』

「う、うーん、婆ちゃんがいてくれたからなあ」

　言葉少なに広人は答える。

　けれどその答えで────

　自分が、無意識に両親のことを考えるのを避さけているのだと、改めて気がついた。

「家主のご両親は、おりん様と折り合いが悪かったのですわ」

「え!?」

　ぽつりと落ちたミミの言葉に、広人は視線を移す。

「婆ちゃんと、父さん母さんは、仲が悪かったんですか？　どうして？」

　初めて聞く事実に、思わず広人は声に力をこめて訊きき返した。

「一言でいえば……わたくしたちの存在ですわね」

「どういうことです」

　広人は即座に訊き返す。自分でも思いがけないほど声に熱が入っていた。

「広人のお父さん、霊れい能力が全然なかったのよ」

　夜や刀とが小さな声で答える。

「だからおりんの仕事も、夜刀たちのことも、受け入れられなかったのよ」

　広ひろ人とは一いつ瞬しゆん、考え込む。それから、はたと目を開いた。

「あ──そうか。そう……だったのか」

　やっと納なつ得とくがいった。

　婆ばあちゃんが頑がん固こなまでに両親のことを話さなかったわけを。

　婆ちゃんの葬そう式しきに、両親が来なかったわけを。

　そして────自分が、置いて行かれたわけも。

「そっか……そうなんだ。単純な理由だったんだなあ……」

　祖そ母ぼの血を引いて、広人が常人には見えない物を見る力があることを、両親は早はや々ばやと気づいたのだろう。だから祖母に自分を預けて、それきり顧かえりみなかったのだ。

　広人は詰めていた息をふうっと吐はき出す。

　そのとたん、ふいに感情が空っぽになった。

　勢いよくベンチの背もたれに背を預け、広人は春の空を仰あおぐ。

　頭上に広がる空の青が目に飛び込んでくる。清すが々すがしいまでに綺き麗れいな色だ。

　だが、どんな感情も浮かんでこない。

　今聞いた事実に、想おもいも言葉も感情も奪うばわれてしまったように……。

「広人のせいじゃないのよ？　誤解はしないのよ」

　あわてたように夜刀がいった。

「おりんだって頑固だったのよ。お父さんとお母さんだって頑固だったのよ」

「大旦だん那なさまが生きておいでだったなら、もう少し上手うまく行ったかもしれませんわね」

　ミミがなだめる口く調ちようでいった。

『そんな……そんな、そんなのひどい、許せない！』

　突とつ如じよ、ひかるの大声が響ひびき渡った。

　思わず広人はわれを取り戻す。ミミと夜刀もはっと宙を振り仰あおいだ。

『どんな事情があったって、生まれたばかりの子どもを置いていくなんて。広人さんはもっと怒っていいんだ。怒るべきだ！　そんなひどいことされたんだから！』

「ひ──ひかるさん!?」

『そうだ、親って人間はいっつもそうだ。自分の都合で子どもを振り回して、子どもの意思なんか全然無視して、言葉も聞いてくれない。あの人もそうだった!!』

　宙に浮くひかるの体が震ふるえ出す。大気もかすかに震え出す。

　黒髪かみがざわりと大きく広がり、周囲に空気が渦うずを巻いて風になる。

　とっさに広人は身を乗り出して立ち上がった。

「だめだ。ひかるさん、落ち着いて！」

『許せない────許せない、絶対に許せない……！』

「ひかるさん、今のは君の話じゃないんだ！」

　はっとひかるは大きく目を見開いた。

　自分を凝ぎよう視しするひかるに向かい、広ひろ人とはそっと手を差し伸べる。

「ねこがみさまと約束したよね。それを、思い出して」

『あ……あたし……あたし、どうして……』

　ひかるの広がる髪かみがゆらめいて元に戻る。吹き荒れる風もふいに収まった。

　地上に降りてきたひかるに向かって、広人は笑いかけた。

「もう、大だい丈じよう夫ぶ。俺おれの代わりに怒ってくれて、ありがとう」

『……そんな……そんな、広人さんの代わりとかじゃ、ないし』

　ひかるは恥はじらうように横を向いた。

　広人は力を抜いてベンチに腰こし掛かける。ミミと夜や刀とも安あん堵どの息をつく。

　少しばかり居心地の悪い沈ちん黙もくが漂ただよった。

「そうだ。ミミさん。さっきの大おお旦だん那なって……爺じいちゃんのことですよね」

　空気を変えようと、広人はミミの会話にあった単語を拾って訊きいた。

「守もり宮みやさんと一いつ緒しよだった時、爺ちゃんの話を聞きました。俺おれが似てるって」

「ああ、そうですわね。むやみやたらとお人好しなところはそっくりですわ」

　ミミが、ふふっと小さく笑いながらいった。

　ふと──広人はその表情が守宮みたいだな、と思った。

　懐なつかしい物を見る目。その昔に親しく馴な染じんだ誰かを語る口く調ちよう。

　言葉からまなざしからにじむ愛情……。

　祖そ父ふと祖そ母ぼが、妖あやかしたちから慕したわれていたのが良くわかる。

　広人は嬉うれしいのか、ちょっと切ないのか判別できない気分になった。

「あの、夜刀さんが婆ちゃんに仕つかえるようになった経けい緯いも話してもらいましたよ」

　そんな思いをごまかすため、広人は夜刀に気軽な口調で話題を振った。

「なんか、ものすごかったそうですね」

「……そう……そうだったのよ」

「え、夜刀さん!?」

　いきなりダークな口調で話し出す夜刀に、広人は驚く。

　夜刀は地面をにらみつけ小さなこぶしを握にぎってわなわな震ふるえ出した。

　その周りに禍まが々まがしい真っ黒オーラが立ち上がる。

　ざわざわと髪の毛の房ふさが蛇へびになってキシャアーッ！　と牙きばを剝むいた。

「許すまじ、おりんババアなのよっ!!」

「バ、バ、ババア!?」

　びびって広ひろ人とは腰こしを引いた。

「そうなのよ。ババアのせいで夜や刀とは大きくなれなくなったのよ！」

「ど、どど、どういうことですか？」

「荒あらぶる力を調ちよう伏ぶくされたから、子どものままにされたのよ。夜刀は二千歳さい超えたらものすっごい美女になる予定だったのよ。超ナイスバディな。キュッボンキュッな！」

　それ腹が出てる。

「俺おれは婆ばあちゃんの善行に心から感謝します……」

「善行じゃないのよ、悪あく行ぎようなのよっ」

　夜刀はちっちゃいこぶしをパンチするように振り回して怒った。

　無表情だからあまり怒った感じには見えないが。

「もう、ずっと思ってたのよ。おりんババアいつか殺すいつか殺す殺す殺す殺すっ！」

　超怖こわい。広人はこっそり震ふるえ上がる。

「……………………………………って、思ってたのに」

　だが────ふっと、夜刀の口く調ちようは沈んだ。

「勝手に死んだのよ。……ばか」

　ぺふ、と夜刀は広人にもたれかかった。

　広人は震えを抑おさえて、彼女を見下ろす。
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　夜や刀とは広ひろ人との腕うでに頭を預け、遠い目でどこかを見ている。

　その姿は、外見相そう応おうの、頑がん是ぜなく頼りない幼おさな子ごに見えた。

　もしかしたら、夜刀と祖そ母ぼは、好こう敵てき手しゆのような関係だったのかもしれない。

　反発し合いながらも、お互いを認め合うような……。

　広人はそっと手を伸ばし、夜刀のおかっぱ頭を撫なでた。

「そうだ。ミミさんは、どうして婆ばあちゃんの使い魔まに？」

　ふと思いついて、広人はたずねた。ミミはベンチの背もたれから頭を起こす。

「まあ、わたくし？　守もり宮みやさんから聞きませんでしたの？」

「はい。守宮さんは話さなかったので」

「話すほどのことじゃありませんもの。そうね、前は人間だったことぐらいですかしら」

「え？　人間だったんですか!?」

　驚く広人に、ミミは澄すました顔で金の髪かみをもてあそぶ。

「ええ。外交官だったフランス人の父について日本に来ましたの。風土が合わなくて体を壊こわして……寝たきりになってしまって。ずっと天てん井じようばかり見上げる日々でしたわ」

　ミミはくるくると指に金きん髪ぱつを巻きつける。

「その時、屋や敷しきに巣くう天井下がりに出会って……いつしか妖あやかしになってしまいましたの。その天井下がりと同化したのか、死後に妖しになったのか、判別つきませんけれど」

　青い目を宙に向け、ミミはささやくように話した。

「それで勝手がわからない妖しの生活に戸と惑まどっていたとき、おりん様に出会って、まあそれで妖しコミュニティに慣れるためにも、使い魔になることにしましたのよ」

　どんな反応をしていいか、広人はわからなくなる。

　さらりとミミは話したけれど。

　遠い異国で病にかかり、あげくに妖しとなり、その生活にも上手うまく馴な染じめなかったなんて、そこにはどれほどの苦労があったのだろう。

「なんですの、その顔」

　こちらを見つめる広人に、ミミは拗すねたように頰ほおをふくらませる。

「変な同情はなさらないでくださいませね。わたくし、今の生活にわりと満足ですのよ」

「うん、そういえばそうですね」

　広人はくくっと笑う。「笑うなんて」とミミはまたすねる。

　胸の奥が、不思議な温かさで満たされる気がした。

　今日来たのは、ひかるの記き憶おくを探るためだった。

　けれど同時に、自分のルーツを見つけ、鰹かつお屋や家け住民の過去を知り、若き日の祖母の横顔をかいま見ることができた。

　誰かのためにしたことが、思いもかけず自分に戻ってきたのだ。

　広ひろ人とは真正面に立つひかるを見上げ、小さく笑いかける。

『え……な、なんだ？』

「ひかるさんに会えて、良かったなあって」

『ええっ!?』

　ひかるは驚いて黒い瞳ひとみを見開き、狼ろう狽ばいする。

『い、い、いきなり変なこというな馬鹿っ』

　乱暴にいい捨て、ひかるはぐいとバイキングを指差す。

『バイキング、空すいてる。乗らないの』

「そうですわね、もう大だい丈じよう夫ぶですわ」

「じゃあ行きますか。バイキングって夜や刀とさん身長足りるかなあ」

「大丈夫なのよ。外で待ってるのよ」

『勝手に行ってくればいい。あたしは乗れないもん』

「うん、待っててくださいね」

　そっけないひかるに、広人は丁てい寧ねいに返す。

　ミミを支え、夜刀と手をつなぎ、広人はバイキングに歩き出した。




　ひかるはふわりと上空に浮かび、地上を見下ろす。

　広人が、腕うでにすがるミミと、手をつないだ夜刀と、何か話しているのが見えた。

　かすかに三人の笑い声が聞こえてくる。

〝……ひかるさんに会えて、良かったなあって……〟

『……やっぱり、あり得ないぐらい変な人だ』

　ひかるの視線はミミと夜刀に吸い寄せられる。

　正確には、広人の手をつなぐ手と、広人の腕を抱だきしめる腕を。

『────────いいな』

　雨だれのように言葉が落ちたその瞬しゆん間かん。

　パシ、パシパシッ！　と空気に強い音が弾はじけた。

　しかしその音に気づかずに、ひかるはくるりと勢いよく背を向けた。





☆★☆






　広いバイキングの座席から、広人は地上を見下ろす。

　アトラクションを囲む柵さくの外で、夜刀がもみじの葉っぱのような小さい手を振った。

　しっかり広人の携帯を持って、撮影する気満々である。

「家主、そろそろですわよ」

　ミミの言葉の後に船はぐらりと動き出す。広ひろ人とは頭上を仰あおいだ。

　しっかりした支柱の間に横渡しされた巨大なポールに、船はぶら下がっていた。

　でっかいブランコみたいなもんかあ……と揺れながら広人は思う。

　などと吞のん気きに思っていられたのはそこまで。

　段々大きくなる揺れに、広人はあわてて手すりを握にぎる。

「お、おわっ！　け、けっこう大きいな！」

「あら、まだまだこんなものじゃありませんわよ！」

　揺れはますます大きくなり、座席のあちこちから悲鳴が上がる。

「う──うわっ、すごっ！」

　広人は手すりを握りしめて足を踏ん張った。

　一番高い角度からスイングする際、とんでもないＧがかかる。結構怖い！

　しかしミミは目を爛らん々らんと輝かせて、腰こしを浮かす。

「もっとですわ。もっと、もっと急角度で強く激しくなさって！　あっ、ああんっ！」

　なんだろう、何か違うことを想像するぞ。

　などと思ってしまう広人は年頃男子。

「一回転するぐらいにスイングですわよ！　ああもう、まどろっこしいですわ！」

「うわ、ちょ、ちょちょっと、ミミさ、ミミさあんっ!!」

　エキサイトしまくりのミミの口から突とつ如じよ舌したが伸びた。

　舌はたちまちポールに巻きつき、ぐいとミミの体が浮かび上がる。と思ったら。

「た───のし────いで───すわ───あああ───っ」

　バイキング船を無視し、ミミは巻きついた舌で一人大回転。

　宙でぐるんぐるん回る金きん髪ぱつ甘あまロリ少女を見上げ、広人はぼう然自失状態。

「あれは…………ないよね…………」

　バイキングで激しく揺さぶられながら、広人は目の前の光景が、脳まで揺さぶられた結果の幻まぼろしでありますようにと、心の底から切に願った。




「ああ…………………………こ、怖がっ…………だ」

「ああ、楽しかったですわっ！」

　よろめく広人の腕うでを引きずりながら、ミミは浮き浮きと船から降り立った。

「ねえねえ、なんか女の子が回転してなかった？」「う、うん。してたよね……」

　通り過ぎる乗客のびびった声が耳に入って、広人はますます脱だつ力りよくする。

「ミミ、ちゃあんと雄ゆう姿しは撮影したのよ」

　夜や刀とが手に持った広人の携帯を振って出迎える。

「あらそう？　夜刀さん、見せて見せて」

「見るのよ。大回転中をばっちりなのよ」

「小さいけれど、まあよしですわ。それに比べて家主は情けない顔で写ってますわね」

　ほっといて。

「あ、ひかるがあそこにいるのよ」

　夜や刀との言葉に広ひろ人とはふらつく頭を上げる。

　バイキングから少し離れた場所の、桜の木の下に立つひかるが見えた。

　長い黒髪かみをゆらめかせ、ひかるは桜を見上げている。

　このありまえんの桜に、何か惹ひかれるものがあるのだろうか……。

　そういえば最初に出会った時、彼女はゲート内の桜並木を見ていた。

　園に入った時も桜並木を見上げていたし、ホラーハウスやアミューズメントゾーンから消えた後に出現したのも桜の木の下だったし……。

　部長の声が、広人の耳じ朶だの奥で響ひびき渡る。

〝……桜の木の下の死体は……〟

　まさか──！　と広人は戦せん慄りつした。

　まさかひかるさんは殺されて、ありまえんの桜の木の下に埋うめられてるんじゃ!?

『……広人さん？』

「は、はいっ!?」

　いきなり呼びかけられて、広人はびくっと振り仰あおぐ。

　宙でひかるがけげんな顔で見下ろしていた。

『ユキメさん、いいの。けっこう時間経たってるけど』

「あ、そうだ、そうだった！　大変だ、急がなきゃ」

　広人はみんなを急せき立てて、ウォーターライドへ向かった。

　後で、ひかるに桜について問いたださなくては────と思いつつ。

　やがて川の流れるウォーターライドが見えてきた。

「あぁ……ひ、広人さぁん……」

　川を見下ろす柵さくに、ユキメが息も絶え絶えにすがりついてる。

「すいません、遅くなって」

　広人は急いで駆かけ寄り、ぐったりしたユキメを助け起こす。

「暑くて……暑くて、はぅ……ほんと、溶とけちゃいますぅう」

「今すぐ乗りますから、もう少し我が慢まんしてくださいね」

　ユキメを支えて、広人は乗り場の階段を上がる。

　ミミと夜刀、ひかるが階段の下から手を振った。

　チケットを見せて、広人たちは水に浮かぶ丸太舟型の乗り物に急いで乗り込む。

「あぁ……水の上だと、ちょっと涼すずしくて楽ですぅ」

　舟の黒いシートに座ると、ユキメがほうっと息をつく。

「大だい丈じよう夫ぶなんですか。もう春ですし、うっかり溶とけたりなんか……」

「それが、不思議なんですよぉ」

　ゆったり静かに動き出す舟の上に、ユキメの声が響ひびく。

「どれだけ暑くても溶ける感じがしないんです。ねこがみさまの霊れい気きのおかげですぅ」

「そうですか。良かった……」

　舟の揺れに合わせ、広ひろ人とはほっと安あん堵どの息をついた。

　ユキメがほんわりと顔をほころばせる。

「心配してくださったんですね。ユキメ、広人さんのお気持ち、すごく嬉うれしいです」

　ぴとっとユキメは広人にくっつき、肩かたに頭を乗せた。

　舟はゆらゆら水路を浮かんで流れていく。

　移り変わる景色を、二人は肩を寄せ合い、のんびりと眺ながめた。

「……雪ゆき女じよ郎ろうって、寒い季節しか人間界にいられないんです」

　水面みなもを見つめ、ユキメはぽつりといった。

「だから、せっかく皆さんに仲良くしていただいても、春になったらお別れかなあって、ユキメ、とっても寂さびしかった……でも」

　水路の近くに植えられた桜の木から、可か憐れんな花びらがはらり、と水面に落ちる。

　ユキメは頭を起こし、広人を見上げた。

「春になっても、暖かくなっても、ユキメは鰹かつお屋やのお家うちにいられました。お話にしか聞いたことがなかった桜も見られました。それってねこがみさまと、ねこがみさまを招いてくださった、広人さんのおかげです」

「……ユキメさん」

「桜って、こんなに綺き麗れいに咲くんですねえ。ユキメ、初めて知りました。お日様に薄うす桃もも色いろの花びらがきらきらして夢みたい。まぶし過ぎて涙なみだが出そう……」

　ユキメは広人に寄り添い、桜を見上げて目を細めてささやいた。

「ユキメ、今日のこと……絶対に忘れません。ありがとう、広人さん」

　耳じ朶だに染しみる優しい声音に、広人は胸を衝つかれた。

　こんなに喜ぶなら、きっとずっと楽しみにしてくれてたんだ。

　それなのに──俺おれは途と中ちゆうで帰るなんて、ひどいことするところだった。

　広人は肩かたにもたれるユキメに向かい、慈いつくしむようにいった。

「今日だけじゃないですよ。来年もきっと一いつ緒しよに見ましょう。約束します」

「はい！」

　ユキメはぱっと頭を起こし、喜びに満ちた声で返事をした。

　二人は顔を見合わせ、にっこりと笑みを交わす。

　舟はゆらゆら、ゆったりのんびり、春の青空の下の水路を流れて────

　とか思った瞬しゆん間かん。

　いきなりがくん！　と足元が下がり舟は斜めになって、

「え、え、えっ…………えええええ────っ!?」

「きゃああああ──っ、最高ですぅ────っ！」

　真まっ逆さかさまに滝たきを墜つい落らくする。

　盛大に噴ふき上がる水しぶきの中に、広ひろ人とのおたけびは吸い込まれていった。




「うふふ、頭から水に突っ込んで、すっかり涼しくなりましたぁ」

「はは、は……そっすね」

　全身びしょ濡ぬれのユキメが、同じくずぶ濡れの広人に抱だきついて声を上げる。

　濡れた着物が貼はりつき、下着をつけていないユキメの体の線はモロに出まくり。

　歩く度に、くっきりしたお尻しりの割れ目がむっちむっち動き、先せん端たんまでくっきり露あらわな巨乳はむっぎゅむっぎゅ広人の体に押しつけられる。

　また着エロですよこの人……。

　当然、道行く人々の視線は全部ユキメに釘くぎ付づけである。

『恥はずかしい。一いつ緒しよに歩けない』

　冷ややかなひかるの声に、広人も羞しゆう恥ちで顔が上げられない。

　アスファルトの地面に黒々と水の跡あとを残して、四人＋ひかるは歩いていく。

「んー……そうなのよ。夜や刀と、乗りたいもの思いついたのよ」

　広人に抱っこされてマップを広げる夜刀が声を上げた。

　腕うでに感じるユキメの体から意識をそらすために、広人はマップをのぞき込む。

「どこです？　待ち合わせまでちょっと時間ありますから、行きましょうか」

「ここなのよ、メリーゴーラウンド」

　夜刀が地図を指し示して声に出したとたん。

　宙に浮くひかるがぎくりと振り返った。広人もはっと振り仰あおぐ。

　夜刀はいぶかしげに二人を見ると、どこかを指差した。

「ほら、すぐそこなのよ。たくさんの桜に囲まれたところなのよ？」

　小さな指先に導かれるように、広人の視線が移動する。

　桃もも色いろの霞かすみのような、満開の桜の木々の向こうに、レトロで華はなやかな装飾のメリーゴーラウンドが見えてきた。

　風に乗って、かすかに軽快なオルガンの曲が流れてくる。

『あ────』

　突然、かなりの速度でひかるが移動し始めた。

「ひかるさん!?　あの、どこへ！」

　あわてふためいて広ひろ人とは後を追う。といっても夜や刀とを抱だっこし、ミミを支え、ユキメにまとわりつかれて、もたもたとしか動けない。

　メリーゴーラウンドの前で、やっと広人たちはひかるに追いついた。

　幽ゆう霊れい少女は一ひと際きわ大きな桜の陰で、じっとたたずんでいた。

　大勢の家族連れの客が、列をなして順番を待っている。

　バンドオルガンの曲が止まり、メリーゴーラウンドが止まった。

　客が入れ替わる。楽しげにはしゃぎながら、子どもたちが駆かけ込んでいく。

　ひかるは真まっ直すぐ背筋を伸ばし、身じろぎもせずその光景を見ている。

「あの……ひかるさん」

　おずおずと広人が声をかける。

「どうしたんだ、何か思い出したの」

　だが、ひかるは振り向きもしない。

　広人は戸と惑まどう。しかし思い切って、先ほど抱いだいた疑問を投げかけた。

「桜の木に、何か思い入れがあるのかな。よく桜を見上げてたり、そのそばにいたりするから。メリーゴーラウンドも、こんなに桜があるから、気になってたりするのかな」

　空白が返る。広人は、ミミや夜刀、ユキメたちと一いつ緒しよに、固かた唾ずを飲んで見守る。

『……乗れなかったんだ』

「え？」

　小さなささやきに、広人は身を乗り出した。

『乗れなかったの。メリーゴーラウンドに。ずっとあこがれてたのに』

　ひかるはうつむく。長い黒髪かみが揺れて、端たん正せいな横顔を隠かくした。

『桜の木陰から、白い屋根に星と月と女神が描かれているのが見えた。とっても綺き麗れいだった。たくさんの人が、列を作って入れ替わり立ち替わり集まってくるのも見えた。あれが世界で一番古い回転木馬なんだよって、すごく人気なんだよって……教えてもらった』

　切なげに苦しげに、ひかるは声を絞しぼり出す。

『だから、ずっと乗りたかったんだ。ずっとあこがれてたんだ。なのに、あの人が自分が乗りたいものを優先させたから、時間がなくなっちゃって……乗れなかったんだ』

　ぎゅっと、背を向けるひかるはこぶしを握にぎりしめる。

『いつもそう。いつもいつも、いつもそうだった。自分勝手で、自分の都合が優先で』

　無理やり感情を抑おさえつけるような、震ふるえる声が響ひびいてきた。

『中学の卒業式も、高校の入学式も、仕事で遅刻してた。忙いそがしくてろくに人の話を聞かないくせに、顔を合わせれば文句と小言ばかり。食事もほとんど作らなくて、夜遅く帰ってきて外食か宅配。プレゼントもあたしの趣味なんて丸きり無視して……』

「ひかるさん……」

『真まっ直すぐにあたしを向いてしてくれたことなんか……何一つ、なかった』

　ひかるの声は静かだった。

　先ほど激げつ昂こうした時の激しさはまったくなかった。

　だからこそ、その奥にある押し殺した怒りと哀かなしみがひしひしと伝わってきた。

『最悪。大嫌きらい。大っ嫌い。あんな……自分勝手で、いい加減な人』

「ひかるさん……あの人って、その、お母さんのことか？」

　広ひろ人とはそっと、顔色をうかがうように訊きいた。

「そこまで嫌うなら、もしかして、お母さんのことが心残りじゃないのか？」

『え……』

　ひかるはうつむく頭をはっと上げた。

　しかし、すぐに深々と頭を垂たれる。

『あり得ない。大嫌いな人のことが心残りのはずがない』

「でも、ひかるさん」

『もういやだ！』

　広人の声をひかるの叫びが断ち切った。

『もういやだ。もう思い出さない。もう何も思い出したくない！』

　ひかるは勢いよく振り返る。

　大きな黒い瞳ひとみは、たぎるような怒りと、胸を締め付けるような哀かなしみに満ちていた。

『思い出せば思い出すほど辛つらかった記き憶おくしかないもの。それなら、そんな過去なんて取り戻したくない。取り戻す意味なんかない。絶対に──絶対にもう思い出さないっ!!』

　吐はき捨すてる言葉が響ひびいた瞬しゆん間かん、一いち陣じんの強い突風が吹いた。

「うわっ！」「きゃっ！」「うにゃっ」「やぁんっ！」

　広人たちは舞い上がる砂ぼこりに目をそむける。

　突風は満開の桜を揺らし、花びらを散らせる。

　その風の中から、ひかるのかすかな声が届いた。

『……先に戻ってる』

　風が止やみ、広人が目を開けた時、ひかるの姿はすでになかった。




「ありまえん限定、七しち変へん化げ桜さくら餅もち、ですと？」

　スーベニアショップの中で、ねこがみさまは耀あき姫ひめたちとお土産みやげを物色していた。

　手に持ったお菓か子しの箱を、彼女はあらゆる角度から眺ながめ回してつぶやく。

「七変化……むむ、カビたり腐くさったりとかいうことでしょうか」

「んなわけないじゃん、売ってる食べ物が」

　隣となりで耀あき姫ひめが呆あきれ返った。一いつ行こうは仲良くおしゃべりしつつ、買い物を続ける。




　────ぽつんと一人。

　離れた場所の桜の木の上から、ひかるはその光景を眺ながめていた。

　ひかるがここにいることに、誰も気づかない。

　身を切るような孤独の中にうずくまりながら、それでもひかるは、楽しそうにはしゃぐねこがみさまの姿から目を離そうとしない。

〝ありまえんにまた行きたい？　無理。仕事だから〟

　誰かの声が、泡あわが水みな底そこから浮かび上がるがごとく、記き憶おくの底からよみがえる。

〝徹夜仕事で式には遅れるよ。何そのふくれっ面つら。ガキみたいな真似まねしないで〟

〝もっと女の子らしい言葉づかいしたらどう。まったく世話が焼ける〟

〝うるさいうるさい！　こっちの仕事が大変なの、少しは察してよ！〟

　ひかるは桜の花びらに身を埋うずめ、膝ひざを抱かかえる。

〝……あんた養うの、もうムリだわ……〟

　最後に思い出した言葉に、ひかるは身が震ふるえるほどの絶望に襲おそわれる。

　黒々とした感情に打ちのめされて、ひかるはぎゅっと体を縮ちぢめた。

　さらにそこへ、広ひろ人との声が重なった。

〝……もしかして、お母さんのことが心残りじゃないのか……〟

『……違う……違う！』

　いきなりひかるは立ち上がって叫んだ。叫びは桜の梢こずえを震わせ、花びらを散らす。

『違う、そんなの違う絶対に違う！　心残りなんかない。あんな人に対してそんなもの、絶対にない！　だって』

　空気が渦うずを巻く。渦は風を生み、木々を揺らし、次第に強さを増していく。




『────だって、あたしは、あの人に捨てられたんだから』




　吹き荒れる風の中、哀かなしみに震える声で、ひかるはいった。

『過去なんて、もうどうでもいい。心残りも迷いも、もうどうだっていい。思い出したくない過去のせいでどこにも逝いけないなら、あたしは……ここに、いる』

　暗い輝きに満ちるひかるの瞳ひとみが、ねこがみさまの姿を捕らえた。

『この世に────いてやるんだ』
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「さーて、一通り嫁よめ候補は氏うじ子こさんと遊んだわけだし」

　耀あき姫ひめがうぅーんと伸びをして満足げにいった。

「あとはみんなで園内を回って、夕方のイルミネーション見て終了かな」

　時刻は午後三時。春の陽ひが傾く頃合いだ。

　園内の客はおやつタイムで休きゆう憩けい中か、カフェやフードコーナーでたむろっている。

　のんびりまったり、一段落な空気が漂ただよっていた。

「それじゃ、みんな行くよ～」

「すいません、耀姫さん。ちょっと待ってください」

「なによ、氏子さん？」

「あの、ねこがみさまが……」

　広ひろ人とが指差す方向を、耀姫とみなは注目する。

　そこにある、ピンク色のウーパールーパーベンチで…………。




　ねこがみさま不ふ貞て寝ね。




　うつ伏せで両手両足をベンチに乗せて、でろんと平たく長くなって、不貞寝。

　モサコさんが我が物顔で背中に乗り、香箱を組んでいる。

「なにあの辛しん気き臭くさい物体」

　耀姫がひどいことをいった。

「ちょーっと、そこの陰気なナマコ。もう行くよね」

「………………ナマコは不貞腐くされ中なのです……」

　ナマコが返事をした。

「広人との逢あい引びきは終了なのですね。いいのですわかっておりまする嫁よめしか逢引できないことぐらい百も承知です。どうせどうせわれなんかわれなんかぅあぅううしくしくしく」

　うつ伏せナマコはすねまくって陰気にべっそべっそ泣き出した。

「しょーがないじゃん。だってあんた嫁じゃないんだし」

「いや、嫁だのなんだのどうでもいいですって。ねこがみさま、俺おれと……」

　すっとミミが片手で広人の胸を押さえた。

「ねこがみさま、よろしいかしら。わたくしと一いつ緒しよに来ていただけます？」

「そなたと？　いったい、どこへ……」

「行ってからお話ししますわ。そうそう、家主」

　ミミはモサコさんを抱だき上げて広ひろ人とに渡し、ひそひそささやいた。

「えっ、それはどうして？」

「いいからお願いしますわ。かならず二十分後ですわよ！」

　それから、ミミはちょっと離れた場所の桜の下にぽつんと立つひかるの元へ走る。

「よろしいですわね。今回は後を追ってきたらいけませんわよ」

　そう告げて、ミミはねこがみさまの手を引いてどこかへ歩いて行った。

「…………なんなんだろうなあ」

　二人を見送り、広人は頭をかく。そしてひかるの方をうかがった。

　ねこがみさまと合流してからしばらくして、ひかるはちゃんと戻ってきた。

　だが、その時から様子がおかしい。ずっと無言で、広人にもねこがみさまにも話しかけてこない。ただ桜の木の下でひっそりと佇たたずんでいるだけだ。

「ひかるさん……」

　広人は心配で胸がふさがれる想おもいがした。

　メリーゴーラウンド前で彼女が見せたおかしな様子が、とても気にかかる。

　その時──急にざわざわと、頭上の桜の木々がざわめいた。

「きゃっ！　や、やだ」

　突風にめくれそうになったスカートを、美み薫かが真まっ赤かな顔で押さえる。

　風は桜の花びらを散らして、吹き抜けていった。

「なんだか、ちょっと寒いかな……風が出てきたからかな」

　広人は肩かたを抱だいて頭上を見上げた。空には薄うすく雲がかかっている。

　傾く陽ひ射ざしを雲が隠かくし、地上はゆっくりと陰りを帯び始めた。




「それで、どこへ行くつもりなのですか、ミミ」

　ミミに手を引かれ、ねこがみさまはコスプレをした人たちの間を通り抜ける。

　しかしミミは澄すまし顔で何も答えない。

「着きましたわ。さあ、こちらへ」

　といってミミに引っ張り込まれたのは、

「…………………………厠かわや？」

　公衆トイレの一つだった。

「そんなに我が慢まんしていたのですか、ミミは」

「ち──が──い──ま──す──わ！」

　憤ふん然ぜんとミミは答えて腰こしに手を当て、ねこがみさまの頭からつま先までを眺ながめ回す。

　ジャージ姿のねこがみさまは、きょとんと首を傾かしげた。

「まったく。家主とデートしたいとおっしゃる割に、美意識のかけらもない格好ですこと。可愛かわいらしくないこともないですけれど、ねこがみさまの霊れい格かくも品格も台無しですわね」

「い、いいのです。われは気に入っておるのです」

　ねこがみさまはむっつりといい返す。

　ミミはほほ笑み、フリルたっぷりのスカートを見せびらかすようにつまんで訊きいた。

「ところでこの衣い装しよう、わたくしがどうやって出しているかご存じですわよね」

「んむ。確か妖よう力りよくで出しておるのでしょう」

「そうですわ。ちゃんと本物の衣服のように他人も着られますわよ。ただし、持ち主のわたくしから離れると数時間で消えてしまいますけれど」

「良くできておりまするな。それで？」

「もう少し察しを良くなさいませ。つまり」

　金きん髪ぱつ美少女は、にっこりと麗うるわしくほほ笑んだ。

「貸してさしあげます。大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんとねこがみさまに合わせたデザインにしますわ」





☆★☆






「二十分後……だったよな」

　携帯で時間を確かめ、広ひろ人とは急ぎ足で歩く。

　向かうのは、メリーゴーラウンド近くの園内で一番大きな桜の木。

　時間になったらミミにそこへ行くようにいわれていたのだ。

「あれ？」

　広人は、周りの人々の視線が、そろって同じ方を向いているのに気づいた。

　通り過ぎる人は振り返り、順番を待つ人はざわめきながら顔を向け、親子連れも若者も、誰もがどこかに注目している。こっそり携けい帯たいをかまえる者もいた。

　視線の行方ゆくえは、メリーゴーラウンドのそばの桜の木。

　広人は体を横にして人々の間をすり抜ける。心なしか足が速まる。

　人ひと混ごみが割れ、大きな桜の木が現れた。その木の根元に──────




　ねこがみさまが立っていた。

　可か憐れんなデザインの、白いミニワンピースを着て。




「あ……」

　広人は立ちつくした。

　少女の白い肌はだをかすめて散る桜の花びら。

　絹の糸のようにそよ風にひるがえる銀色の髪かみ。

　ふわりと揺れる可愛かわいいフリルの白いスカート。

　その下から伸びる、真まっ直すぐで綺き麗れいな足。

　足元もワンピースに合わせて白のヒールサンダル。

　春の柔やわらかく淡い陽ひ射ざしを浴びて、満開の桜の下に立つ銀の髪の少女は、白いワンピースのせいもあってか、輝くようにまぶしいまでに美しかった。

　思わず広ひろ人とは息を吞のみ、言葉も忘れて、ただぼう然と少女に見み惚とれた。

「広人……！」

　ねこがみさまの小さな声に、はっと広人はわれに返った。

　あわてて桜の木に駆かけ寄る。人々の好奇の視線を背中に感じて頰ほおが熱くなった。

「来てくれて良かったのです。ミミにここで待つよういわれたのですが……」

　ねこがみさまはほっと息をつくと、不安そうに広人に訊きいた。

「着なれぬ衣服の上、道行く者はみなわれを見て行くので、落ち着きませぬ。そんなに……そんなに、われの姿はおかしいのでしょうか……」

「え!?　い、いやいや、そ、そんなことないですよ、全然！」

　広人はぶんぶんと手を振る。

　間ま近ぢがで見るといっそうねこがみさまは綺麗で、緊きん張ちように拍はく車しやがかかった。
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「あ、あの、立ち止まっているのも何ですから、行きませんか」

　ここにいると、目立って目立って仕方がない。

　ねこがみさまはうなずくと、おずおずと小さな手を差し伸べた。

　二人は手をつないでぎくしゃくと歩き出す。

　人々の視線が後を追ってきて、それがますます広ひろ人とは恥はずかしい。

　思わず足を速め、ぐっとねこがみさまの手を引く。

　とたん、ねこがみさまの体がぐらりと揺れた。

「あっ……」

「ねこがみさま!?」

　広人はとっさに両手を差し伸べた。

　その腕うでにねこがみさまは倒れかかり、ぎゅっと広人の胸にしがみつく。

　思いもかけず、二人は真正面から抱だき合う格好になった。

（わ、わ、うわ……！）

　広人の心臓は爆ばく発はつ寸前になる。

　羽のように軽い少女の体。

　薄うすいワンピース越しの柔やわらかい胸。腕の中にすっぽりと入るほっそりした腰こし。

　こちらを見上げる、かすかに上気した可か憐れんで愛らしい顔。

「す、すみませぬ、広人。この靴くつ、慣れませぬゆえ……」

「い、いやその、おお、お、俺おれこそ急いじゃって、その」

　広人は心臓どころか全身が爆発しそうになった。

「う、腕、腕を、くく、組みましょうか。そ、そしたらきっと、転ばないですから」

　広人が腕を差し出すと、ねこがみさまが両手を絡からめ、そっと体を寄せる。

　柔らかい少女の体の感かん触しよくに、広人の緊きん張ちよう度合いはＭＡＸに達した。

「い、いいっ、行きますよ！」

　色んな意味で行きそうな気がした。

　ねこがみさまはうなずき、二人はぎこちなく歩き出す。

（服を変えただけで、こんなに変わるんだなあ……）

　歩きつつ、広人はそっと横目でねこがみさまをうかがった。

　いつもの元気で可愛い印象とまったく違う。

　まるで妖よう精せいのように、上品で可憐で清せい楚そだ。

　神さまなのだから、妖精どころではないのだが、非現実的でファンタジックなこの美しさは、妖精に例える方がぴったりだった。

　改めて見ると──実はねこがみさまって、とんでもない美少女なのだ。

　ばくばくする胸を懸けん命めいになだめつつ、広人はねこがみさまを支えて歩いて行った。




「……なんとか、上手うまく行きそうですわね」

　メリーゴーラウンドの陰から、ひょこりとミミが顔を出す。

　ねこがみさまと交換したのか、ジャージの上と履はき古したスニーカー姿だ。

「あのデザインで良かったですわ。ねこがみさまにお似合いですもの。さて、わたくしも先にみなのところに戻らないと……って、それにしても」

　ミミは頰ほおを染め、ジャージの裾すそを下に引っ張る。

「んん、落ち着きませんわ。ドロワーズが見えてしまいますわよ、もう！」

　金きん髪ぱつ美少女は一生懸けん命めいジャージを引っ張りながらその場を離れた。




　ミミが立ち去った後。

　ざわりと風が起こり──ふっと桜の下にひかるの姿が現れた。

　その顔は青ざめて、生せい気きがまったくない。

「ねえ、パパ。なんか寒いよ」

「え、そうかなあ。おーい、ママ。上着を……」

　親子連れの声が遠ざかる。ひかるは暗いまなざしでそれを見送った。

　そして広ひろ人ととねこがみさまが去った方角を、じっと見やる。

　次の瞬しゆん間かん、巻き起こる強い風とともに、ひかるは消え去った。





☆★☆






　広人とねこがみさまは、連れ立ってのんびりと園内を散歩した。

　緊きん張ちようも少し薄うすれて、ようやく広人は散歩を楽しめるようになってきた。

　ねこがみさまもリラックスして、笑みを浮かべている。

　二人は腕うでを組み、同じ物を見て、指を差して、言葉と笑みを交わす。

　満開の桜にそろって見み惚とれ、アトラクションを見物して歓声を上げる。

　暖かな春の陽気。心和なごむ美しい景色。

　誰も邪じや魔ましない二人きりの時間……。

　やっと、デートらしいデートになってきた気がした。

「あ、広人。あそこに動物の子がいっぱいおりまするぞ」

　メインゲートの並木道の近くまでやって来た時だ。

　ねこがみさまが指を差す方を見ると、柵さくの中にたくさんの可愛かわいい子ウサギやモルモットが放たれていた。子どもたちが入って、きゃあきゃあいいながら触さわっている。

「ミニ動物園ですね。入ってみますか？」

「んむ、ぜひぜひ入りたいのです！」

　ねこがみさまはチケットを見せて、柵さくの中に入った。

　スタッフから葉っぱをもらい、子ウサギに差し出す。愛らしい子ウサギはちっこい鼻をひくひくうごめかせ、パリパリと大人おとなしく葉っぱを食べている。

「わあ……可愛かわいいのです、ふわふわですぞ、広ひろ人と」

　一匹ぴきのモルモットを抱だき上げ、ねこがみさまは頰ほおずりをした。

　そのうっとりした笑顔の方が、ずっと可愛いし綺き麗れいですよ。

　なーんて一人にやけながら、広人は携帯を取り出してパシャリと撮影した。

　ひとしきり遊んでから、ねこがみさまは広人の元へ戻ってくる。

「広人……あの」

　ためらいがちに、ねこがみさまが切り出した。

「？　どうしたんですか」

「足が……ちょっと、痛むのです」

　広人は視線を落とす。確かに、ねこがみさまは少し足を引きずっていた。

「そっか。慣れない靴くつで靴ずれしちゃったんですね。とりあえずあそこへ行きますか」

　広人はねこがみさまを支えて、レストランの陰のクマさんベンチに向かった。

　そして手を引いて導いて、ベンチに座らせようとする。

「いいえ、先に広人が座るのです」

　といってねこがみさまは広人の肩かたを押さえて座らせるといきなり、

「…………………………あの、ね、ねこがみさま？」




　ちょこん、と広人の膝ひざの上にお尻しりを下ろした。




　可愛いけれど間違っている。

「いや！　いやいやそうじゃなくてそういう座り方じゃなくて」

「んむ？　では、こうでありまするか」

　そういってねこがみさまは体の向きを変えると、

「……あの、横座りでもありませんってば」

　足をベンチに投げ出して広人の膝に真横に座った。

「わかりました。ならばこうですっ！」

　といってねこがみさまは三み度たび体勢を変えると、

「誰がまたがれっていったあああああ────っ！」

　足を大きく開いて広人の膝にまたがった。

　短いスカートがめくれ上がり、ねこがみさまの白い太ももがばっちり露あらわ。

　広ひろ人とは頰ほおが燃え上がるほど真まっ赤かになった。

　しかも──しかもですよ。

　ねこがみさまは……下着を……穿はいていない……のでは。

　年頃男子の生理的無意識的好奇心が、めくれたスカートの奥の暗がりに見事に視線を導いてくれてしまってもう大変。

「ち、ちち、違いますっ、違いますそうじゃなくてっ」

　広人は必死の思いで目をそらし、バンバン、とベンチを叩たたいた。

「こ、ここです！　俺おれの隣となりのここに座るんですよ、ベンチに。降りて降りてっ！」

「いやです。降りませぬ。われの定位置は広人の膝ひざなのです！」

　ねこがみさまは両腕うでを広人の首に回してぎゅっとしがみつく。

　薄うすい衣服越しに、ささやかだがふにゅっと柔やわらかいふくらみが、当たった。

「ちょ、そ、それ、あ、あの……っ」

　広人はもう、燃え上がるどころか破は裂れつしそうなまでに顔が真っ赤っか。

　道行く人の視線がぐさぐさ突き刺さる。

「中学生？　高校生カップル？　大だい胆たん～」

　なんて冷やかしの声も聞こえてきて、とてもとてもいたたまれない。

「わ、わかりましたわかりました。せめて横座りにしてください……」

　かろうじて声を絞しぼり出し、広人は体勢を変えさせる。

　姿勢を変えると、ねこがみさまはよりいっそう広人にぎゅっと体を寄せた。

　全身を預けて密着する少女の体に、広人の心臓は爆ばく発はつ一秒前。

「……やっと、広人の膝に座れたのです」

　ぽつり、とねこがみさまが広人の胸でつぶやいた。

　ドキドキを懸けん命めいにこらえていた広人は、はっと目を落とす。

「嫁よめは大切にせねばなりませぬ。逢あい引びきが嫁とするものだということも、よっくわかっておりまする。だから我が慢まんしてまいりました。でも……でも、でも」

　ねこがみさまは、広人の胸に顔をぎゅっと伏せた。

「われは広人だけの神さまですぞ。ちゃんと……ちゃんと、われも大事にしやれ」

　伏せた顔の下から、小さな震ふるえる声が、聞こえてきた。

「……ねこがみさま」

　切ない声に、広人はきゅっと縮ちぢむような痛みが胸に走った。

　ねこがみさまの体に両腕を回し、そうっと抱だき寄せる。

　銀の髪かみを撫なでながら、広人は静かに優しく語りかけた。

「大事ですよ、もちろんじゃないですか。……俺の神さま」

　ねこがみさまは、広人の腕の中で小さく頭をもたげた。

　うるんだ瞳ひとみで上うわ目めづかいに見上げ、拗すねて甘あまえる声で、彼女はささやいた。

「……まことに？」

　ずっき──────────ん。

　あまりの可愛かわいい声と表情に、広ひろ人とは悶もん死し寸前になる。

　ちょっと顔を近づけたら今にも唇くちびるが触ふれそうな至し近きん距離で、ただでさえ可愛く思っている相手にそんなことをいわれては、とても平静でいられるわけがない。

「もっ、ももっ、も、もちろんです！　もちろんですよまことも真実ですよ！」

「ならば……嬉うれしいのです」

　ねこがみさまは小さくほほ笑むと、広人を真まっ直すぐに見上げた。

　星を宿すような綺き麗れいな瞳ひとみに、広人も目が離せない。

　しばし、二人は抱だき合ったまま見つめ合う。

　この場にお互いしかいないような、静かな時間が流れて行く────

　だが、その時だった。

　いきなり激しく風が吹きつけ、砂さ埃じんを舞い上がらせた。

「わ、うあっ！」「はにゃぅ！」

　広人とねこがみさまは思わず目をつぶって顔を背そむける。

『……………………ねこがみさま』

　陰々と声が響ひびく。

　はっと広人とねこがみさまは目を開けた。

「ひかるさん!?」「ひかる!?」

　目の前には────青白いひかるの姿が浮かんでいた。

　ひかるはねこがみさまを見下ろし、沈む声でいった。

『あのね……お願いがあるんだ、ねこがみさま』

　ねこがみさまは眉まゆを寄せ、ひかるを振り仰あおぐ。

「どうしたのです、ひかる。お願いとは何なのです」

　ふと、広人はイヤな感じを受けた。

　こんなにひかるは青白い顔だっただろうか。

　こんなに元気がなく、こんなに暗い顔だっただろうか……。

『もう少しで、全部思い出せそうなんだ。もうちょっとなんだ。だから』

　暗い陰りを帯びた黒い瞳で、ひかるはねこがみさまを見つめた。

『ねこがみさまの体を……貸して欲しいの』

「え……？　われの体を？」

　ねこがみさまは大きく瞬しばたたいた。

『そう。もう一度だけ、乗り移らせて。その体で……行きたいところがあるの』

「よろしい、わかりました！」

　ねこがみさまは明るく答え、両手を広げて立ち上がる。

「もう少しで思い出せるのですね。ならば、喜んで協力いたしまするぞ」

　その答えに、ひかるはかすかに唇くちびるの端はしに笑みを浮かべた。

　不ふ吉きつな予感が増した。広ひろ人とは思わず声を上げる。

「待ってください。ねこがみさま、ひかるさん。耀あき姫ひめさんの忠告を──」

　広人の声をさえぎって、ひかるがいった。

『ありがとう、ねこがみさま……』

　次の瞬しゆん間かん、ひかるはすうっと舞い降りてねこがみさまの体に重なった。

「──────あ…………っ！」

　とたん、ねこがみさまの体がビクン！　と跳はね上がる。

「ねこがみさまっ!?」

　地面に倒れかかるねこがみさまに、広人は手を伸ばした。

　その手を、ねこがみさまが握にぎって体を支える。

　一いつ瞬しゆん、広人の体が強こわ張ばった。

　自分の手を握るねこがみさまの手は────ひどく、冷たかった。

「ありがとう、広人さん……」

　ねこがみさまは立ち上がり、広人を見下ろしてほほ笑んだ。

　いや、ねこがみさまじゃない。

　広人は背筋が震ふるえる。目の前にいるのは……ひかるだ。

「ちょっときついけれど……大だい丈じよう夫ぶ、この体、いい感じ」

　ひかるはミニワンピのスカートの裾すそをつまみ、嬉うれしそうにくるりと一回転した。

　息を吞のむ広人に、ひかるはねこがみさまの顔でにっこりとほほ笑みかける。

「じゃあ、広人さん。行こう？」

「ど、どこへ」

「……デート」

　思わず広人は「はぁ？」と声を上げてしまった。

「デ、デートって、いったいどういうことなんだ」

「いったはず。この体で行きたいところがあるって。それが広人さんとのデート」

　ほほ笑みを絶やさずにひかるは答えた。広人は真剣なまなざしになる。

「記き憶おくを取り戻すためじゃないのか」

「もう……どうでもいいんだ」

　ふっとひかるの横顔に陰が差した。

「そんなことより、行こう。一いつ緒しよに、手をつないで、腕うでを組んで────」

「行かないよ」

　広ひろ人とは静かに首を振った。そのとたん、

「うわあっ！」

　ガタン！　という音でベンチの端はしが大きく跳はね上がって落ちた。

　たまらず広人はベンチに倒れて後頭部を打つ。

　はっと目を開けると、自分の上にねこがみさまの姿のひかるがのしかかっていた。

「遠えん慮りよ、しないで」

　薄うすくほほ笑んで、ひかるは広人を見下ろす。

「好きだよね。女の子とデートするの。だって他ほかの女の子たちとはあんなに仲良く、腕うでを組んで、手をつないで、抱だっこして抱きしめていたもの。こうされるのも……」

　ねこがみさまの指先が、ワンピースのボタンにかかる。

　滑すべるようにボタンが外され、襟えり元もとが開き、白い肌はだとふくらみがのぞいた。

　スカートをたくし上げ、白い太ももを見せて、ねこがみさまの体を乗っ取ったひかるは広人の胸に撫なでるように手を這はわせると、またほほ笑んだ。

　広人は強こわ張ばった。目をそむけようとした時、ひかるの声が落ちた。

「こういうのも……好き、だよね」

　ひかるがそっと顔を寄せる。小さな唇くちびるが、広人の唇に────

　その肩かたを、広人は押さえた。ひかるが動きを止める。

「好きじゃない」

　ひかるの瞳ひとみを見つめ、広人は強い口く調ちようできっぱりと告げた。

「だって、その体はねこがみさまの体なんだ。ねこがみさまの意志を無視してそんなことをされても、俺おれは全然、嬉うれしくない」

「そんな…………」

「ねこがみさまの体、返してくれないか」

　二人は見つめ合う。広人は真まっ直すぐに、ひかるはにらみつけるように。

「……どうして？」

　ねこがみさまの唇から、ひかるの声が落ちた。

「どうして、あたしじゃだめなの。どうしてあたしを見てくれないの。どうして!?」

　切なく震ふるえる声が、雨あま粒つぶのごとく次々と広人に降りかかる。

　と思うがいなや、ひかるは力いっぱいに叫んだ。

「どうしてなんだ────！」

　その瞬しゆん間かん、空気に弾はじける音がいくつもいくつも響ひびき渡り、同時に強い風が吹いた。

「うわわ、わあっ！」

　ベンチが激しく揺れて、広人は背もたれにしがみつく。

　恐ろしい突風にあちこちで悲鳴が上がる。

　桜の木々がざわめいて枝を落とし、花びらを吹雪ふぶきのごとく落とす。

　花か壇だんの花も吹き散らされ、ショップの看かん板ばんも飛ばされた。

「…………あたしは、行くところもない。居場所もない」

　広ひろ人とが顔を上げると、ひかるは地面に降り立ち、こちらを見ていた。

「心残りも迷いも何にもない。なのに、どこにも逝いけない……」

「ひかるさん……!?」

「だったら！」

　空気がびりびりと震ふるえる。震しん動どうが地面まで伝わる。

　嵐のような強い風に、道行く人は抱だき合い、木陰に隠かくれ、うずくまる。

　アトラクションが止まり、緊きん急きゆうのアナウンスが響ひびき渡った。




「だったら、ずっとここにいる。この世にいる。この────体で！」




　ひかるが叫んだその刹せつ那な。

「うわ──────あっ!!」

　ベンチごと吹き飛ばされ、広人は後ろの花壇の真っただ中に叩たたきつけられた。

　はっと広人は身を起こした。風は止やんでいた。音もなかった。

　…………ただ、ねこがみさまの姿だけがなかった。

　広人はよろめきながら起き上がる。

「ひかるさん!?　ひかるさん、ねこがみさまっ！」

　だが、必死の呼びかけに答える相手は、誰もいなかった。





☆★☆






「いなくなった!?」

　息せき切って戻ってきた広人の言葉に、みんなは一いつ斉せいに驚きの声を上げた。

「わ──わからない。いったいどういうことなの!?」

　広人が経けい緯いを話すと、美み薫かが混乱した声で詰め寄った。

「体を乗っ取られたとか、風が起こって消えたとか、もうさっぱりわけがわからない！」

「俺おれが話した通りなんだ」

「って、だからどういう……！」

「幽ゆう霊れいがいるんだ。記き憶おくを失った女の子の霊が。信じてくれ、春日かすが」

　美薫は絶句する。

　しかし広ひろ人とは真剣な、噓うそいつわりない瞳ひとみで彼女を見つめた。

「ああ、もう！　信じられるわけないでしょう、そんな馬鹿な話！」

　美み薫かは両手を開いて強く振り下ろし、首を振った。

「とにかく、あの子が迷まい子ごになったのね。それだけは確かな事実でしょう？　わたし、園の迷子センターに行ってくるわ。そっちはそっちで探しなさいよ！」

　憤ふん然ぜんといい捨てて、美薫は小走りでその場を去っていった。

　そこへ他ほかのみなも口々にいった。

「家主。わたくしたちも探しに行きますわよ」「もちろんなのよ。手分けするのよ」「心配ですぅ、ねこがみさま……」「一人は危のうございます。早速まいりましょう」

「はいはい、行ってらっさーい」

　能天気な軽い声に、みなは振り返る。

　みっちゃんと並んでベンチに腰こし掛かけた耀あき姫ひめが、ひらひらと手を振っていた。

　ミミがわずかに気け色しきばむ。

「どういうことですかしら。手伝うつもりはないってことですの」

「うん、めんどい」

「な……めんどいってそんな！」

　気色ばむミミを、耀姫はちろりと冷たく見返した。

「だって氏うじ子こさんが甘あまやかしたから、そこまで図に乗ったんじゃないの。なによりさ」

　うそぶくようにいって、耀姫は広人に目を据すえた。

「あたしらが手を貸したらチートもいいとこじゃん。氏子さんもわかってるよね。それは」

「え────」

　一いつ瞬しゆん、広人は答えに詰まり、耀姫を見返す。

　彼女は背もたれに両手をかけて、偉えらそうにふんぞり返って足を組んでいた。

　だが、そのまなざしは真剣に広人を見据えている。

〝……あたしは、行くところもない。居場所もない……〟

　脳裏にふとよぎった声に、広人は目を開く。

「そうです。彼女はきっと俺おれに探してもらいたがってる。だから……」

　みんなの視線を感じながら、広人は誰にいうともなくきっぱりといった。

「見つけなきゃいけないんだ。俺が、自分の力で」

　その強い言葉に圧おされ、みなは沈ちん黙もくする。

　広人は声のないみなに向かって、頭を下げた。

「じゃあ俺、ちょっと行ってきます。モサコさんをお願いしますね」

「……広人くん」

　ずっと黙だまっていたみっちゃんが、重々しく口を開いた。

「急いだ方がいい。一つの体に二つの魂たましいは、憑つかれる側にも憑く側にも負担が大き過ぎる。長時間憑ひよう依いすれば気が狂うだけでなく、最悪……」

「最悪──な、何ですか」

「両方の魂が、消滅します」

　背筋が凍こおった。他ほかのみんなも凍りついた。

「それから、もう一つ」

　みっちゃんは硬こう直ちよくする広ひろ人とに向けて告げた。

「霊れいがこの世に留とどまるのは、心残りがあるから、という理由だけではありません」

「え……」

「君の祖そ母ぼから、何か聞いてはいませんか」

　広人はとっさに思いつかない。

　それよりも、ねこがみさまのことが気になって心が逸はやった。

「いや……わからないです。すみません、行ってきます」

　しどろもどろに礼を述べ、広人は走り出した。

　後ろ姿を見送ると、ミミがくるりと守もり宮みやたちを振り返る。

「家主はああいいましたけれど、黙だまって待っているなんてとてもできませんわ。わたくしたちはわたくしたちで、勝手に探させていただきますわよ。そうでしょう？」

「むろんでございます」

　守宮が心こころ得え顔がおで答えた。他のみなも真剣な表情でうなずく。

「私は同どう胞ほうに協力していただいて、家屋内とその周辺を探しましょう」

「夜や刀とも仲間に協力してもらうのよ。外は夜刀に任せたのよ」

「ええ、わたくしは高いところに昇って、上から見てみますわね」

「えっと、えっと、じゃあユキメはぁ」

　おろおろするユキメに、ミミがきっぱり命じた。

「ユキメさんはモサコさんと荷物の番をお願いしますわね」

「……はぁい。わかりました。モサコさん、お留る守す番ばんですよぉ」

　ちょこん、とユキメはベンチに座るモサコさんと荷物の横に腰こし掛かける。

　それを見届け、ミミはすたすたと耀あき姫ひめに近寄ると、ぐいと手を差し出した。

「携帯。家主との連絡用に貸していただきますわよ」

「っはあ？　なんであんたなんかに貸さなきゃいけないわけ」

「神さまと名乗る割に、何一つ役に立つことをしてくださいませんもの。これぐらいしていただいて当然でしょう？　家主のお弁当を散々かっ食らったのもお忘れなく」

　むっかあ、と耀姫の顔が強こわ張ばった。

　乱暴に投げつけられた携帯を、ミミは得意げに受け取る。

「それでは、まいりますわよ！」

　ミミの言葉に、みなは一いつ斉せいに走り出した。

　彼らの姿が人ひと混ごみの間に消える。そのとたん、

「なによ──っ！　あの逆さかさ娘むすめったら超ちよう偉えらそうに！」

　耀あき姫ひめが立ち上がってぐいと激しく指差した。

「神さまは何もする必要がないっていったのは、氏うじ子こさんなんだからねっ！」

「何もしないくせに文句ばかりつける方が悪いのですよ」

　しれっとみっちゃんがいった。耀姫は険悪な目つきでにらみつける。

「では、私はそろそろ帰らせていただきますよ。もう充分つき合ったのでね」

「ええっ!?　か、帰っちゃうの？　車、乗せてってくんないわけ!?」

「今日も今日とて人を散々みっちゃん呼ばわりしておいて、まったく」

　眼鏡めがねのブリッジを押さえ、みっちゃんはクールに答える。

「まあ、今帰るなら乗せていってあげてもいいですが、どうします」

　耀姫は言葉を失う。

　ちらり、と広ひろ人とたちが去った方角を見やる。

　ちろり、とベンチに正座してモサコさんとせっせっせをしているユキメを見やる。

　露あらわな迷いを顔に浮かべ、耀姫は悶もん絶ぜつした。

「う、うう、うぅうぐう、う」

「では、がんばって歩いて帰ることです……彼らと一いつ緒しよにね。それでは」

　みっちゃんは小さく笑うと背を向けて、長い足でさっさと歩き去って行った。

　耀姫はぶっすーと面おも白しろくない顔で肘ひじをつく。

　それからふいに立ち上がると、大おお股またでユキメの元へ近寄った。

「ねえ、ちょっと。あたしも混ぜなさいよね」

「え？　えーっと、いいですよ。じゃあ三人でずいずいずっころばしですねぇ」

「猫ねこの手でやれるわけないでしょ。あんたと二人で何かするよね！」

　なぜかベンチの上で、少女二人の超高速アルプス一万尺が始まった。
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　広人は一人、ある場所を目指して走っていた。

　ひかるが行きそうな、たった一つの心当たり。

　人混みをかき分け、頭を下げてすり抜け、肩かたをぶつけて謝るのもそこそこに、広人はただ一身にその場へ向かって懸けん命めいに走る。

　もしかしたら、という必死な願いにも似た淡い期待を抱いだいて。

　やがてその場所が見えてきた。広ひろ人とは足を速める。

「あ……」

　きらびやかでレトロなメリーゴーラウンド。流れてくるバンドオルガンの音色。

　そのかたわらにそびえる、大きな桜の木。その下に────




　ねこがみさまの姿は、なかった。




「そんな、ここじゃないのか……？　じゃあ、どこへ……」

　膝ひざに手をつき、広人はかがんで荒い息を吐はいた。

　深い失望に、その場にしゃがみ込みたくなる。

　ふいにポケットの携帯が鳴った。広人は急いで取り出して応答する。

『家主？　ねこがみさまは見つかりましたかしら？』

　ミミの声が耳じ朶だに飛び込んできた。

「え、ミミさん!?」

『ごめんなさいませね。わたくしたちも勝手に探していますの。でも……どこにも見当たりませんわ。守もり宮みやさんや夜や刀とさんのお仲間にも協力してもらったのですけれど』

「そうですか。すみません、ご迷めい惑わくかけて。俺おれの方も、まだ……」

　胸に暗あん澹たんたる思いがこみ上げる。

　それを察したか、電話の向こうでミミが励はげますようにいった。

『隠かくれながら移動している場合も考えられますわよ。引き続き、勝手に捜そう索さくは続けますわ』

「わかりました。すみません、ミミさん」

　そういって電話を切ったものの、広人はますます焦しよう燥そうにかられる。

　急がなくては。ねこがみさまとひかるの魂たましいが消えてしまう前に、探し出さなくては。

　だがどこを探せばいい？　どうすればいい？

　額ひたいを片手でわしづかみにして押さえ、奥歯を食いしばり、広人は必死になって脳を絞しぼるように考えを巡めぐらせた。

　何か手掛かりはないか。何か、何か、何か…………！

〝……霊れいがこの世に留とどまるのは……〟

　みっちゃんの言葉を思い出した時だった。

「……………………あっ!?」

　まるで誰かにささやかれたように、広人は祖そ母ぼの言葉も思い出した。

「そうだ……そうだ！　確かずっと前、婆ばあちゃんに教えてもらった……でも」

　広人は強く首を振る。

「でも、これじゃダメだ。これは、どこに行ったかの手掛かりじゃない」

　焦あせりにかられ、行き先もわからないまま、広ひろ人とは人ひと混ごみに足を踏み出す。

　歩きながら、行き交う人の間にねこがみさまがいないか懸けん命めいに目をこらした。

　園内はますます人々が増えてくる。

　大おお仰ぎような格好のコスプレイヤー、腕うでを組んだカップル、手をつないだ親子連れ。

　しかし、その中にねこがみさまらしき姿はない。

　バンドオルガンの音色が聞こえてきて、広人は振り返る。

　曲に乗せて、メリーゴーラウンドが回り出す。

　子どもたちを乗せて、金のたてがみの白馬が上下しながら動く。

　彼らを見下ろす、天てん井じように描かれた愛らしい天使たち。

　屋根を支える支柱には、ラッパを吹き鳴らす女神たちの彫像……。

「……………………あれは……もしかして」

　広人は大きく息を吸い込んだ。そのまま息を止めた。

　脳裏に、何かが閃ひらめいた。

　次の瞬しゆん間かん、広人はメリーゴーラウンドに背を向けて全速力で走り出した。

　当たっているか。当たっていて欲しい、そして間に合って欲しい────！

　叫ぶように祈いのりながら、広人は一心にどこかへ向かって走っていった。
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　大きな桜の木の下に、少女は立ちつくしていた。




　花びらがこぼれ落ちそうなほど咲き誇ほこる満開の梢こずえを、少女は見上げる。

　辺りに人影はない。ここには少女一人だ。

　幹に手を触ふれる少女の長い銀の髪かみが、風に大きくひるがえる。

〝ひかる……〟

　少女──ひかるの脳裏で、ねこがみさまの声が響ひびいた。

〝広人を、心配させてはなりませぬ〟

　ひかるは答えず、無言で桜をにらんでいる。

　ねこがみさまの声は、優しくひかるに語りかけた。

〝行く場所がないなら、このまま嫁よめとして鰹かつお屋やの家にいれば良いのです。われの体なぞ、いつでもいくらでも貸してあげましょうぞ。ただし……〟

　笑うように、ねこがみさまの声はいった。

〝広ひろ人との嫁よめを探す手伝いは、してもらいまする〟

　ひかるは梢こずえから視線を離して宙に移すと、つぶやいた。

「どうして、そこまで嫁を探すの」

〝広人に、家族を授けたいのです〟

「家族……？」

〝広人は両親と縁えんが薄うすく、亡き祖そ母ぼに育てられました。それは知っておりまするか〟

「知ってる……けど」

〝辛つらかったことなど、広人は何も話しませぬ。祖母が亡くなっても、モサコさんと一いつ緒しよに二人でがんばってまいりました。今はわれらがおります。もう一人ではありませぬ。でも〟

　ひかるの体の中に、ねこがみさまの慈いつくしむような声が響ひびきわたった。

〝もっと、もっと家族を増やしたいのです。広人を……幸せにするために〟

　答えはなかった。

　桜の枝が風に揺れ動き、銀の髪かみに花びらを降らせた。

「家族なんて……くだらないよ」

　弱々しい言葉が、花びらが落ちるのに合わせて落ちた。

「どうせ壊こわれてしまうんだもの……！」

　そういって、ふいにひかるはその場にしゃがみ込んだ。

　膝ひざの間に顔を埋うずめ、ぎゅっと身を縮ちぢめて、ひかるは動かない。

　風が強くなり、頭上の桜の梢が大きくざわめいた。

〝……ひかる……〟

　ねこがみさまが名を呼んだ、その時。

「…………ひかるさん、ねこがみさま……！」

　はっとひかるは顔を上げた。おそるおそる視線を移す。

「……広人、さん!?」

　驚いてひかるは立ち上がる。

　目線の先に、荒い息をする広人が膝ひざに手をついて立っていた。

　小波ゆらめく池の水面みなもに、その姿を映して。




　広人は懸けん命めいに息を整え、身を起こす。そして一いつ瞬しゆんだけ、周囲を見渡した。

　手入れの行き届いた緑の芝しば生ふ。

　鯉こいの泳ぐ小さな池。池に姿を映す四阿あずまやと茶室。桜の木々に囲まれた小道。

　ひっそりと静かな佇たたずまいの、和風庭園である。

「どうして……どうして、ここがわかったの」

　驚きと怯おびえの混じるひかるの声が、広人の耳じ朶だに届いた。

「君の話を、思い返してみたんだ」

　広ひろ人とは深呼吸して荒い息を抑え込んで答えた。

「君は、メリーゴーラウンドにあこがれてたっていったよね。桜の木陰から、白い屋根に星と月と女神が描かれているのが見えて、とても綺き麗れいだったって」

「そう……だけど」

「でも、地上からじゃメリーゴーラウンドの屋根は見えないんだ。天てん井じようは見上げることができるけど、屋根に描かれた絵は見えない。高く昇るアトラクションに乗って見下ろした可能性もあったけど、ひかるさんは怖がって目をつぶってたともいった。だから……」

　広人は腕うでを動かし、どこかを指し示した。

　彼が指差す木々の間から────




　ありまえんが一望できた。

　メリーゴーラウンドの白い屋根も、眼下に見えた。

　広人とひかるがいる場所は、ありまえん近くの高台にある、大おお山やま和わ庭てい園えんだった。




「あ────」

　ぼう然となるひかるに、広人は小さく笑いかける。

「だから俺おれはここに来たんだ。桜が咲いてて、ありまえんのメリーゴーラウンドが見下ろせるこの場所に。当たってるか不安だったけど、君の行きそうな場所で俺が思い当たるのは、良く婆ばあちゃんと来たことのあるこの大山和庭園しかなくて」

「そう……そう、だったんだ」

　ひかるはうつむく。複雑な思いが、伏せた彼女の面おもてをかすめる。

　喜んでいいのか、どうすればいいのか、わからない様子だった。

「それと、どうしても伝えたいことがあったんだ。ひかるさんに」

　広人の声が重みを増す。ひかるが背そむけていた瞳ひとみを向けた。

「……なに」

「これは、俺の婆ちゃんがずっと前に教えてくれたことなんだけど……」

　すっと息を吸って、広人はひかるを見み据すえる。

「霊れいが……君があの世に逝いけないのは、心残りがあるからってだけじゃない────この世で、誰かが君のことを深く悲しんでいるからなんだ」

　一いつ瞬しゆんの空白が生まれた。

「……うそ」

　ふいにひかるは叫んだ。

「うそ、うそ！　そんなのウソだ！　そんな人、いるわけない！」

「でも、そうなんだ」

　広ひろ人とは臆おくさずひかるに言葉を返す。

「その誰かはとても、とても悲しんでいる。その悲しみが君を引き留め、この世に縛しばりつけているんだ。だから君には、君を悼いたむ人がいる。悲しんで苦しんで、後悔している人が」

　大きく見開く黒い瞳ひとみに向けて、広人は静かに告げた。




「きっとそれは……君のお母さんだよ」




　深い沈ちん黙もくが降りた。

　風が止やみ、静せい寂じやくが満ち、その静けさの中で広人とひかるは見つめ合った。

「────うそだっ！」

　次の瞬しゆん間かん、静寂をかき消す激しい突風が吹き荒れた。

　広人の体に打ちつけ、揺らし、地に打ち倒すばかりの恐ろしい風だった。

　桜は滝たきのごとく花びらを降らせ、ひかるの姿をかき消す。

　両腕うでを上げて風を防ぎ、懸けん命めいに足を踏みしめる広人に向かってひかるが叫んだ。

「うそをいうなうそをいうなウソを──いうなっ！　あの人があたしの死を悲しむはずがない。あたしのこともあの人のことも何も知らない癖くせに、ウソをいうなあっ！」

「でも、君は話してくれたじゃないか！」

　吹き荒れる風に広人は声を張り上げた。

「君のお母さんは、君にそのパジャマをプレゼントしてくれたんだって。ありまえんに遊びに連れて来てくれて、遅刻したけど中学の卒業式にも高校の入学式にも来てくれたって！」

　はっとひかるは言葉を吞のむ。

「自分で作らない食事でも、きっと君と一いつ緒しよに食べたかったんだ。顔を見るたびに小こ言ごとをいうのも、君をいつも気にかけていたからなんだ。本当にどうでもいい相手なら……」

　広人の脳裏に、面おも影かげすらおぼろげな父母の姿がかすめる。

「………………何もいわない。何も、しない」

　ぐっと広人は奥歯を嚙かみしめる。

　いいようのない苦みが、腹の底からせり上がる気がした。

　だがそんな気持ちを無理やり振り払はらい、広人は一歩足を踏み出して強くいった。

「残念ながら、お母さんのしたことのどれもが君は気に入らなかった。君の好みに合うやり方じゃなかったから。けど、そこには君を想おもう気持ちがあったはずだ。お母さんなりのやり方だけれど、君を喜ばせたい、君を楽しませたいっていう想いが、確かに」

「そんな……そんな……！」

　ひかるは小さく、弱々しく首を振った。

　そんな彼女に、広ひろ人とはそっと語りかける。

「婆ばあちゃんはいっていた。死者の霊れいは、とても儚はかない存在なんだって。生者の、強い思いに囚とらわれてしまうほどに……だから」

　語りながら、広人は記き憶おくがよみがえってくるのを感じた。

「だから、残された者は、忘れなきゃいけない。亡くなった人が安らげるように……」




〝……亡くなった人のことは、忘れなければいけないのですよ〟

　あの時も春だった。桜の季節だった。

　桜並木の川べりで、並んで歩きながら、祖そ母ぼはこう語った。

　その前に、祖母は川べりに立つ自じ縛ばく霊れいのおじさんと言葉を交わしていた。

　だからそんな話になったのだと思う。

〝なぜ、忘れないといけないの〟

　まだ広人は小学生だった。八つか、九つぐらいだったはずだ。

〝忘れてしまうなんて、ひどくないの。可か哀わいそうじゃないの〟

　広人の問いに、祖母は真まっ直すぐに見返した。

〝生きている人間の想おもいは強過ぎて、深い悲しみは自分だけでなく、亡くなった人の魂たましいまでとらえてしまう。すると死者の霊は死後の安らぎが得られず、さ迷うことになるの〟

　そういって、祖母はふっとまなざしを和やわらげた。

〝それに、大事な人を失なくして悲しむのと、大事な人が自分のせいで嘆なげき苦しむのを見るのと、どちらが辛つらい？　どちらも、とても辛いはずですよ……〟

　祖母は春の空を見上げた。

　あの時も青空で、陽ひ射ざしは桜の花びらを透すかして柔やわらかく降り注いでいた。

〝……だからね。もしも広人が、いつか大事な人を失くしても〟

　彼方かなたを見つめる祖母は、何を想っていたのだろう。

　早くに死に別れた、祖そ父ふとの思い出だろうか。

　それとも、広人を残して先に逝いく未来を、予見していたのだろうか……。

〝忘れなさい。愛いとしい人が安らげるように〟

　いつも祖母は優しかった。

　いつも柔らかく穏おだやかな口く調ちようだった。

　その優しく静かな声で、祖母は広人にこう告げた。

〝嘆きも、苦しみも、思い出も、いつか忘れなさい。忘れて、笑って、そして幸せになりなさい。だいじょうぶ、亡くなった人は、ちゃんとそれを喜んでくれますよ……〟




　ふいに目め頭がしらが痛いまでに熱くなった。

　目の前の光景が、揺れてわずかににじんだ。

　────婆ばあちゃん。

　ごめん、忘れるなんてできないよ。

　俺おれの中には、こんなにも婆ちゃんの言葉があふれているんだ……。




　向かい風の中に立つひかるに向かって、広ひろ人とは心のかぎりに叫んだ。

「だから……ひかるさん。もう一度、お母さんのことをしっかりと思い出してみるんだ。君を思い、大切にしてきた人は、この世にちゃんといるんだよ！」

　広人の言葉が荒れ狂う風に乗る。

　そのとたんだった。

　ふ……っと、激しい風は今度こそ消え入るように止やんだ。

　風に渦うず巻まく花はな吹雪ふぶきも止み、その後に、白いワンピースの少女の姿が現れた。

　桜の木の下から、ひかるは黒い瞳ひとみで広人をじっと見つめる。

　広人も彼女の瞳を見つめ返す。

　ふわり、とひかるの霊れいがねこがみさまから離れた。

　糸が切れたようにねこがみさまの膝ひざがくずおれる。

「ねこがみさま!?」

　広人は駆かけ寄って抱だき起こす。

「ん、ん……だ、だいじょうぶ、です。ひかるは……」

　広人に支えられ、ねこがみさまは振り仰あおいだ。

　ひかるは宙に浮かび、どこか彼方かなたを見つめている。

　夕暮れに向かってゆっくりと陰りを増す空へ、ひかるは小さな声でつぶやいた。

『ママ……』

　ぱたん、と音がするようにがっくりと、ひかるの霊は地面に落ちてうずくまる。

『──────ママ──────────！』
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「ひかるさん……」「ひかる……」

　広人はねこがみさまを支えながら、ひかるに歩み寄った。

　幽ゆう霊れい少女は、一面に花びらの散った地面に膝を抱いてしゃがみ込んでいた。

　ゆらめく長い黒髪かみが、小さくなる彼女の体を包んでいる。

『…………あたし』

　近寄った二人の耳に、ひかるのつぶやきが届いた。

『馬鹿だった……あたし』

　はかなく弱々しい、悲鳴にも似た悲痛な声が、広ひろ人との耳じ朶だにかすかに届く。

『馬鹿だった。ほんとに、ほんとにあたし馬鹿だった……なんて、馬鹿だったんだろう』

「ひかる！」

　ねこがみさまはひかるの前に座り、手を差し伸べる。

「ひかる、そなた……」

『自分しか見えてなかった。ママの気持ち、全然、考えてなかった……』

　今にも消えそうなほど、ひかるは小さく縮ちぢこまり、肩かたを震ふるわせていた。

　広人もそのかたわらに片かた膝ひざをつく。

『……あの人に初めて会ったのは、この場所だったの』

　膝にうずめたひかるの顔の下から、わななく声が響ひびいた。

『あの人は、血がつながった本当のママじゃない。あたしが小さい時にパパと再婚して、ママになった人なの。パパに連れられて、ここで……初めて顔を合わせたの』

　途と切ぎれ途切れの声で、ひかるは自分の身の上を語った。

　幼い時、ひかるの父と再婚したのが母だったこと。

　初対面から、あまり好かない相手だと思ったこと。

　けれどその直後に、父は病気で亡くなってしまったこと。

　母が父の残した小さなデザイン事務所を引き継つぎ、ずっと忙いそがしくしていたこと。

　結局経営が行き詰まり、家も何もかも売り払はらうことになったこと。

　母から血のつながった祖そ母ぼの元へ行くようにいわれ、そこで溜たまっていた不満や怒りを爆ばく発はつさせ、取り返しのつかないような大喧げん嘩かの末に家を飛び出し────

　大通りで、車に撥はねられたのだという。

　広人は黙だまって訊きいていた。

　ひかるは、本当はきっともっと我が慢まんしていたのだろう。

　でなければ、爆発するほど感情を溜め込むはずがない……。

『気が合わなくて、喧嘩ばかりしてた。血がつながってないから、あたしのことなんか嫌きらいなんだって、あたしを育てるのも義務なんだって、ずっと思い込んでた。でも』

　ぎゅっとひかるは膝を抱だきしめ、声を絞しぼり出した。

『でも、パパが亡くなった後、またここに連れてきてくれた。ありまえんを見下ろして、一いつ緒しよに遊びに行こうねって、パパは亡くなっても、ずっとそばにいるからって……いってくれた。あたし、それを忘れてた。全然……ママの気持ちに、気づこうとしなかった……』

　か細い悲鳴のように、ひかるは声を振り絞る。

『もう、いえない。もうママに伝えられない。どうして間に合わなくなってから気づくんだろう。どうして、どうして……どうして、生きている内にいわなかったんだろう！』

　激しく首を振り、黒い髪かみを揺らめかせ、ひかるは顔を上げる。

　その顔は泣きそうに歪ゆがんでいた。

　涙なみだが出なくても、彼女は確かに泣いていた。

『大好き。ごめんね。ありがとう……って』

　ひかるは顔を伏せる。

　そして、ねこがみさまの胸に重なり、抱だきつくようにして泣きじゃくった。

　ねこがみさまは両手を宙に差し伸べる。

　抱きしめられないひかるを、懸けん命めいに抱きしめようとする。

　強い悲しみをこらえているのか、引き結んだその唇くちびるは震ふるえていた。

「いえるよ」

　広ひろ人との声が二人の上に落ちた。

「え……!?」『え……!?』

　ねこがみさまとひかるが弾はじかれたように頭を上げる。

　二人の前に、広人はポケットから携帯を取り出して差し出した。

「いえる。まだ間に合うよ」

『え、で、でも』

　戸と惑まどうひかるに笑いかけて、広人はねこがみさまにいった。

「ねこがみさま。もう一度、ひかるさんに体を貸してあげてくれませんか。あまり長い時間は危険だけれど、もう、ほんの少しだけ」

「あ──」

　ぱあっとねこがみさまの顔が光り輝いた。

「もちろん！　もちろんですぞ。さあ、ひかる。来るのです」

　両手を広げるねこがみさまを、ひかるは振り仰あおぐ。

　それから広人に視線を移す。

　広人がうなずくと、やっとひかるの顔が、陽ひ射ざしを浴びたように明るくなった。




　ぎこちない指の動きで、ねこがみさまの体を借りたひかるは携帯のボタンを押す。

「大だい丈じよう夫ぶ？　番号、覚えてる？」

　広人はちょっと心配になる。

　メモリに登録しっ放しで、電話番号なんか知らないという人も多いのだ。

「覚えてる。ママに覚えさせられた。携帯も持てない小さい頃から、仕事で留る守すばっかりの人だったの。何かあったらすぐに連絡つくようにって」

　ボタンを押し終わり、ひかるは電話を耳に当てる。

　傍はた目めからでも、彼女が緊きん張ちようしているのがわかった。

「あ……あの」

　どうやらつながったらしい。ごくりとひかるは喉のどを鳴らす。

　そして大きく息を吸い、ひかるは口を開いた。

「突然、ごめんなさい。信じてもらえないと思うけれど……あたし、ひかるです」

　電話の向こうから、何か言葉が返る。

「うん。わかってる。でもいたずらじゃない。信じて」

　ひかるは冷静を努めた声で答えた。

「たぶん、きっと……もうあたしは行かなきゃならない。だからその前に、どうしてもママに伝えたかった。どうしても、これだけはいいたかったの」

　携帯を両手で握にぎりしめ、ひかるは懸けん命めいに言葉をつなげる。

「喧けん嘩かいっぱいして、いつも文句ばかりいって、ごめんなさい……。パパが亡くなった後、血のつながらないあたしをずっと育ててくれて……ありがとう」

　ひかるは身を乗り出すようにして、想おもいをこめた声でいった

「ママが、あたしのママで良かった。ママだけが、あたしのたった一人のママです」

　震ふるえるひかるの唇くちびるが、小さな笑みを形作る。

「あたしは大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと笑って行ける。だから」

　愛いとしさと優しさをこめた声で、ひかるは告げた。

「だから……いつか、ママが笑って見せてね」

　そういって、ひかるは電話を切った。

　力任せに彼女は電源ボタンを押し続ける。自分の未み練れんを断ち切るように。

　そして顔をそむけ、ひかるはぐいと携帯を広ひろ人とに差し出した。

　広人は無言で携帯を受け取る。

　夕暮れに向かう春の青空を見上げ、ひかるは明るい声でつぶやいた。

「あーあ、これでこの世ともお別れか。でも、あたしにはもう未練はないな……あ」

「どうしたの？」

「メリーゴーラウンド」

　振り向いて、ねこがみさまの顔をしたひかるは、ほほ笑んだ。

「乗れば良かったかなって。意地なんて張らないで……ね」

「だったら、乗りに行こうよ」

「え？　でも……外に出ちゃったからもう入れないよ」

　ひかるはねこがみさまのチケットを取り出して、広げて見せた。

「ほら、書いてある。再入場禁止、チケットは無効って」

「そっか、ひかるさんは知らないのか。でもねこがみさまは知ってるよね」

　広人は携帯を開いてひかるに見せる。

　時刻は午後四時。

　ぱちくりと目を瞬しばたたかせるひかるに、広ひろ人とはにっこりと笑った。

「夜桜フェスタ。午後四時から、ありまえんは入場無料です」
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　涼しくなる風の中、広人とねこがみさまの姿を借りたひかるは、メリーゴーラウンドの列に並んだ。フリーライドのチケットは無効になったので、ちゃんと乗り物券を買って。

　二人合わせて八百円。ちょっとばかり財さい布ふが痛むが、広人は気にしない。

「広人さんは、メリーゴーラウンドは初めて？」

「そういや初めてだなあ……どこに乗ればいいんだろ」

　アール・ヌーヴォー調のデコラティブな馬車や馬の間を回りつつ、二人は言葉を交わす。

　改めて見ると、やはり乗るのは子ども連れが多かった。

「ね、これに乗らない？」

　白に金色の飾り模様がほどこされた馬車を、ひかるは指差す。

　なんとなく照れくさく思いつつ、広人はひかると並んで腰こしかけた。

　横を見ると、ねこがみさまの顔をしてひかるがほほ笑む。

　純粋な期待感と好奇心、あふれる喜びが、その面おもてにかいま見えた。

「あ、始まるみたい」

　バンドオルガンが奏かなでる音楽と共に、メリーゴーラウンドは回り始めた。

　軽快で美しい旋せん律りつで、どこか哀あい切せつな響ひびきのある曲に乗り、馬車は上下する。

　流れる周りの景色を見ながら、ひかるはつぶやいた。

「初めて乗ったけれど、メリーゴーラウンドって、やっぱりただ回ってるだけなんだ。何が楽しいのかな……って、ごめん、連れてきてもらってこんなこと」

「いや、そうだよな。何が楽しいのかな。でもそれをいったら、遊園地って全部そうじゃないか？　全部ただ乗って、回ったり動いたりぐるぐるしたり、さ」

　広人は周囲を見回す。

　華はなやかな鞍くらをつけた馬に乗って、嬉うれしそうな子どもたち。

　楽しげにはしゃいで手を振る子どもを、外で撮影する親たち。

　恋人同士なのか、馬車の中で腕うでを組んで寄り添う二人もいた。

「そうだな」

　今日一日、みんなと園内を回ったことを思い出す。

　ねこがみさまと一いつ緒しよに腕を組んで、歩いて桜を見て、ベンチに座った短いデートも。

「きっとさ……誰かと一緒に楽しむのが、楽しいんだ。遊園地って」

　広ひろ人とはぽつりとつぶやいた。

　ひかるは広人の横顔を見上げる。

　そして、そっと肩かたに頭を寄せた。

「……うん。そう、そうだね。あたしも……楽しかった」

　広人は肩に乗るひかるの頭に目を移す。

　メリーゴーラウンドの電でん飾しよくに、ひかるの頰ほおを伝う涙なみだがかすかに光った。

　広人は目線を外し、頭上を見上げる。

　天てん井じように描かれた愛らしい天使たちが、自分たちを見下ろしていた。

　祝福するようにラッパを吹きならす女神たちも。

　二人は無言で寄り添い、上下する馬車の座席に無言でただ座り続けた。

　やがてゆっくりと回転が止まり、音楽がフェードアウトする。

　ひかるの──最後の心残りは終わった。




　外に降り立って、ひかるはねこがみさまの体から抜け出る。

　ひかるは二人の前に浮かび、空の彼方かなたを見上げるとつぶやいた。

『ねえ、魂たましいはどこへ行くのかな。死後の世界って、どんなかな……』

　広人は少し考えて、答えた。

「耀あき姫ひめさんの話だと、個人の宗教観とか、信仰とかで変わってくるみたいだよ。だから、一人一人、違って見えるのかもしれないな」

『そうなんだ。それなら……』

　ひかるは、笑みを浮かべて広人とねこがみさまを見下ろした。

『生まれ変わりって、あるかな』

「え、生まれ変わり？　そうだな、信じてたらあるかもな」

『そう……じゃあ、もしも、もしもだぞ。あたしが生まれ変わったら』

　ちょっと照れ臭くさそうに、ひかるは広人に告げた。

『デート、してくれる？　あたし自身と』

「あ──う、うん。いいよ。俺おれで良ければ。でもさ」

　広人はおかしくなって笑った。

「ひかるさんが生まれ変わった時、俺はお爺じいちゃんになってるかもしれないけど」

『いいよ。赤ちゃんとお爺ちゃんでデートだ』

「うーん、なんかただの孫の子守りみたいだよ」

『ついでに、お嫁よめさんにもして欲しいな！』

「そ、それはすごい年ねん齢れい差さ夫婦になるなあ」

　広人の答えにくすくすと笑うと、ひかるはくるりとその場で回った。

　ふわりと浮かび上がるひかるに、ねこがみさまが訊きく。

「……もう行くのですか、ひかる」

『うん。なんだか、道が見えるような気がする』

「でも……そんな、ひかる！」

　ねこがみさまは足を踏み出しかけた。

　だが、その動きが止まった。

　はっとねこがみさまは広ひろ人とを見上げる。

　彼の手が、ねこがみさまの腕うでを握にぎって押しとどめていたのだ。

　まるで、ひかるを引き留めようとするねこがみさまを、引き留めるかのように。

『短い間だったけれど、色々、お世話になりました』

　ひかるは真まっ直すぐに姿勢を正して向き直る。

『ああいう大勢の中での生活って……意い外がいと楽しかった。食事も、大勢でするとにぎやかで、いいな。どうか他ほかのみんなにも、ごめんねとお礼を伝えてください』

　ひかるはぺこりと頭を下げてお辞じ儀ぎをする。

「ひかるさん……」「ひかる……」

『ありがとう、広人さん、ねこがみさま』

　不思議な響ひびきの声が、見上げる広人とひかるに降ってくる。
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『あたしを見つけてくれて、ありがとう。ママに言葉を伝えさせてくれて、ありがとう。メリーゴーラウンドに乗せてくれて、流せなかった涙なみだを流させてくれて、ありがとう。たくさん、たくさんたくさんいっぱい──ありがとう！　遊園地、楽しかった！』

　長い黒髪かみをゆらめかせる少女の姿が、次第に薄うすれてゆく。

　その向こうの風景が見えてくる。

　ゆっくりと灯ともり出すイルミネーション。

　空を横切る、ジェットコースターのレール。

　茜あかねの色に染まる春の夕空。灯あかりに彩いろどられた満開の桜。

　風に乗って流れる、バンドオルガンのメロディ。

　恋人たちが肩かたを寄せ合う白い馬車。子どもたちを乗せて駆かける金のたてがみの白馬。

　回る回る、メリーゴーラウンド……。

　その風景に、ひかるの笑みが溶とけて行く。




『きっとまた、いつか────会おうね…………！』




　その言葉を残して、ひかるは消えた。

「ひかる！」

　我が慢まんしきれなくなったようにねこがみさまが飛び出し、空に向かって両手を差し出す。

　だが、その手に戻る声も姿もない……。

「……ねこがみさま」

　立ちつくすねこがみさまの背中に、広ひろ人とは声をかける。

　ねこがみさまはぱたりと両手を下ろし、肩かたを落とした。

「…………ひかるは、怖くなかったのでしょうか」

　小さなささやきが聞こえた。

「え？　それは……どういう……」

「自分が、消えてしまうことが」

　ねこがみさまは振り返った。

　夕ゆう闇やみを照らすイルミネーションに、瞳ひとみにいっぱいに溜たまる涙が光った。

　広人ははっとして、伸ばしかけた手が止まった。

「いいえ、怖くなかったはずがありませぬ。だって……」

　広人を仰あおぎ、ねこがみさまはわななく声でいる。

「だって、われも怖かったのです……自分の正体がわからず、さ迷っていた時が。広人に救われるまで、どれだけ恐ろしくて、不安であったか。もしも今、また体を失い、己おのれを見失って広人のそばにいられなくなるとしたら……考えることも恐ろしいのです」

「ねこがみさま……」

「ひかるだって、きっと同じだったはずです。大事な人を残して行くなど、どれほど辛つらいことか。行く必要などなかったのです。この世にいても良かったのです……！」

　ねこがみさまは頭を振る。大おお粒つぶの涙なみだが散って、灯あかりに輝いた。

「われの体など、いくらでも貸してやりましたのに……！」

　ああ──と、広ひろ人とはやっとわかった。

　なぜあれほどまでに、ねこがみさまがひかるに肩かた入いれしていたのかが、やっと。

　急にたまらなくなった。

　腕うでを伸ばし、広人はぐいとねこがみさまの体を抱だき寄せる。

　はっとねこがみさまは涙を吞のみ、戸と惑まどう声で広人を見上げた。

「ひ……広人……？」

「信じてください、ねこがみさま」

　腕の中のねこがみさまに向かって、広人は語りかけた。

「ひかるさんは、また会おうねっていいました。その言葉を信じてください。俺おれも信じます。きっと必ず、いつかひかるさんとまた会えるって……」

　広人は、想おもいをこめてねこがみさまを強く抱きしめる。

「それと、ねこがみさま。覚えておいてください」

　ねこがみさまの体を放し、広人は真まっ直すぐに告げた。

「ねこがみさまは、もうどこにも行きませんよ。だって俺が信じてるんです。俺が信じる、俺だけの神さまなんです。不安になる必要なんてどこにもありません」

「広人……」

「俺がねこがみさまをずっと信じます。だからねこがみさまも、俺を信じてください」

「あ────ひ、ろと……！」

　感極まった声で、ねこがみさまは広人にぎゅっと抱きついた。

　広人もねこがみさまの頭を抱きかかえ、小さな肩を抱きしめる。

　夕暮れの遊園地で、二人は固く、しがみつくようにして抱き合った。

　たった今、目の前であった別れの悲しみをこらえるために。




　ねこがみさまを抱きしめつつ、広人は心に誓ちかう。

　広人の神であることが、彼女の存在意義なのだ。

　だったら、神さまとして、ずっと信じよう。

　彼女が、もうどこにも行かなくてもいいように。

　自分のそばから離れて、哀かなしい想おもいをしなくてもいいように────







「いったい広ひろ人とはどこに行ったの。こんな遅くまで帰ってこないで、もう！」

　メリーゴーラウンドの近くで、美み薫かは一人辺りを探していた。

　不ふ機き嫌げんな口く調ちようながら心配そうな表情で、彼女は辺りを見回す。

　その視線が、はたと止まった。

「え…………？」

　メリーゴーラウンドの前で、誰かが固く抱だき合っている。

　すれ違う人々の好奇のまなざしにも気づかない様子で。

　あれは────広人と、ねこがみさまだ。

　恋人の抱ほう擁ようのごとく、二人はお互いを抱きしめ合って離れようとしない。

　美薫は声を失う。ぼう然と、抱き合う二人を見つめる。

　縫ぬい止められたように、どうしても視線が離せない。

　胸に強い痛みが走る。その痛みに、胸をかきむしりたくなる。

　美薫の心を引き裂さいて、息まで止めて、身を焦こがす痛み。その痛みの意味がわからない。

　なに？　この気持ちはなに？　なぜこんなに──こんなにも苦しいの──────

「あっ、ちょっと美薫さん！　氏うじ子こさんたちいた？　見なかった!?」

　後ろから声がかけられ、はっと美薫は振り返った。

　耀あき姫ひめがみんなを連れて走ってくるのが見えた。




　耳に飛び込む聞きなれた声に、はっと広人とねこがみさまは体を放した。

「ちょっとぉ、どこまで行ってたのよ！」

　耀姫を先頭に、みんなは広人たちの元へやってくる。

　ユキメが泣きべそでいった。

「もーう、心配しましたよぅ。ちっとも戻ってこないんですからぁ」

「まったくですわ。みんなでずっと待ってましたのよ」

　ジャージを着たミミが憤ふん然ぜんと責める。夜や刀とがモサコさんを差し出した。

「そうなのよ。モサコさんも寂さびしがってたのよ」「ぐにゃるぅう」

「ですが、お二人とも無事に戻られてようございました」

　守もり宮みやがほっとした顔でつぶやいた。

「すいません、みんな。連れん絡らくすれば良かったですね」

「そうよ、こっちだって何度も電話したのに、どうして出なかったの」

　美薫がみなの後ろから進み出て、キッとにらみつけた。

　あわてて広人が携けい帯たいを取り出すと、確かに着信履り歴れきが表示されている。

「ご、ごめん、メリーゴーラウンドの曲で聞こえなかったみたいだ」

「あら、そういえば、ひかるさんはどうなさいましたの」

　ミミがけげんそうに訊きいた。ねこがみさまがしょんぼりと答える。

「それが、ひかるは……」

　言葉の最中、いきなり携けい帯たいが鳴った。

「わ、わ、うわっ!?」

　びっくりして広ひろ人とは携帯を落としそうになる。

　画面に表示されるのは、見知らぬ携帯の番号だ。恐る恐る広人は応答する。

「あの、はい。どちらさまで……」

『やっとつながった！』

　耳に大声が飛び込んできた。女性の声だ。

『どういうつもり。あんな性質たちの悪いいたずら電話！』

　誰だろうと思った瞬しゆん間かん、はたと思い当たった。

　たぶん、ひかるの母親だ。着信履り歴れきでかけ直してきたに違いない。

　広人は暗あん澹たんとした気持になった。

　ひかるの電話は、いたずらだと思われてしまったらしい。

「いえ、誤解されて当然なんですが、あれはいたずら電話じゃなくて」

『それ以外に何だというの！　あのね、ひかるは……』

　その時、電話の向こうがばたばたと騒さわがしくなった。

『羽は沢ざわさん、羽沢さん！　すぐ病室に来てください！』

『うるさい、こっちは取り込み中で……』

『電話なんかしてる場合じゃないんですよ。ひかるさんが──』

　次に聞こえた言葉に、広人は思いきり耳を疑った。




『ひかるさんが、意識を取り戻したんです！』




　……………………はい？

　思わず広人は携帯から耳を離した。

　広人にくっついて耳を澄すましていたねこがみさまもぽかんと口を開ける。

　電話の向こうも大おお騒さわぎで混乱しているようだった。

『あ、あの、そういうことだから！』

　ひかるの母の混乱した、けれど喜びに高こう揚ようした声が響ひびいてきた。

『ひかるはね、生き返ったの。いいえ、ちゃんと生きてるの！』

　ぶちっと通話が切れた。

　広人は電話を握にぎりしめてあ然と立ちつくす。

　ねこがみさまも必死に何度も首をひねった。

「え、えっと、えっとどういう、こと……なのですか？」

「い、いや、俺おれもわからな……って、まさか」

　混乱する頭で広ひろ人とは考える。

　ひかるは、車に撥はねられたといった。

　だが……もしもその時、死んでいなかったとしたら？

　ただの交通事故で、意識不明になって入院していただけ……だったなら？

「つまり、生いき霊りよう……」

「だったと、いうことでありまするか？」

　広人とねこがみさまは顔を見合わせる。

　次の瞬しゆん間かん、わあっと歓声を上げて二人は抱だき合った。

「な、なんだなんだあ、そ、そういう、そういうことだったのかあ！」

「まったくもう、最後まで人騒さわがせ、いえ神騒がせでありまする、ひかるは！」

　二人は狂ったように抱き合い、手をつないでぐるぐる回った。

　ねこがみさまは喜びのあまり、猫ねこ耳みみと尻尾しつぽを堂々と出している。

　二人の狂きよう態たいに、周りのみんなはぼう然となった。

　はっとミミが我に返り、あわてて声をかける。

「大変、ねこがみさま、そろそろですわよ！」

「え？　何がそろそろなのです、ミミ」

　ねこがみさまが振り返ったその瞬間。

　彼女が着ていた白のミニワンピが────




　消滅。

　素すっ裸ぱだかのねこがみさま、出現。




　ぼう然と、ねこがみさまはその場に立ち尽くす。

　白いお尻しりから生える尻尾の先がぴろぴろ動き、猫耳も戸と惑まどったようにぴこぴこ動く。

　時が止まった。

　広人たちは元より、通りがかった客も全員棒ぼう立だちになる。

「うわ、うわああああっ!!」「か、かか、隠かくして！」「早く早くっ！」

　あわててみんなはねこがみさまを取り囲んだ。

「な、なな、なんで服が!?　どういうことですか？」

「わ、わたくしの妖よう力りよくで出した服で……わたくしから離れると一定時間で消えますの」

「んむ、そういえばそんなこともいっておりましたね、ミミ」

「何一人で吞のん気きに構えてんの、この化け猫ねこ！」

「そうなのよ、誰か服を脱ぬぐのよ」

「じゃあわたくしが……って駄だ目めですわ、このジャージの下は下着ですわよ！」

「えっとぉ、だったら寒さに強いユキメが脱ぎますねえ」

「だめです、ユキメさんだめです！　もっと危険です！」

「で、では僭せん越えつながら私の着物と袴はかまを……」

「やめて守もり宮みやさん！　それも違う意味で注目されるからやめてくださ」

「あああもう、もうさっぱり、さっぱりさっぱりわからないわ！」

　美み薫かが自棄やけ気味の声で叫び、着ていたカーディガンを脱ぐ。

「わたしのカーディガンを貸すから、さっさと羽は織おって……」

「この時を待っていたぁっ！」

　いきなり植木の茂みからミニスカメイド部長が飛び出した。

「さあ、私とおそろいのジェイソン肉にく襦じゆ袢ばんを着るがいい！　斧おのもつけるぞ！」




　大騒さわぎの輪の中心で、ねこがみさまは一人ぼう然と突っ立っていた。

　だが、急に肩かたを震ふるわせてくすくすと笑い出す。

　汗あせだくの広ひろ人とは驚きで目を見開いた。

「な、なにを笑って……」

「だって、だっておかしいのですもの。おかしくて、嬉うれしいのですもの」

　ねこがみさまは広人を見上げ、にっこりとほほ笑んだ。




「今日は一日……遊園地、とても楽しかったのです。ね、広人！」




　広人は呆あつ気けにとられる。

　満開の桜のごとく、ねこがみさまはほほ笑んでいる。

　その笑みに、今度は広人まで笑えてきた。

「ちょっと！　何を二人で笑ってるわけ！」「そうよ、ふざけないで！」

　耀あき姫ひめと美み薫かが同時に怒った。

　しかし胸の奥からこみ上げる嬉しさに、広人はねこがみさまと肩を組んで笑い合った。

　メリーゴーラウンドの曲が、その笑い声と重なって響ひびき渡った。







　──婆ばあちゃん。

　だいじょうぶ。俺おれは、ちゃんと笑っているよ。







　四月二十日──二十四節気の穀雨。







　四月が半ばを過ぎた。

　桜は散り、青々とした若葉の茂る葉桜の季節が訪れる。




　春休み中の補習もなんとかやっとクリアして、無事広ひろ人とは進級して二年生。

　またもや美み薫かと同じクラスで、毎日小こ言ごとをいわれまくりの日々だ。

　鰹かつお屋や家け住民は、みんないつも通り元気ぱんぱんである。

　ただ────気がかりが一つ。

　あれからまったく音おと沙さ汰たのない、ひかるのことだ。

　ねこがみさまは時折、何も乗っていないこたつテーブルをさすり、吐と息いきをつく。

　ここに誰もいないのが、物足りないように。

　広人は、携けい帯たいに残されたひかるの母への発信履り歴れきが消せないでいた。

　こちらからかけるのも憚はばかられるが、もしかしたら、向こうからかかってくるかもしれないと、そんなかすかな希望をこめて。

　しかし、ひかるの母からの電話は、いつまで経たってもかかることはなかった……。





☆★☆






「……新入生勧誘会とは、どんなことをするのです？」

　ジャージ姿のねこがみさまを連れて、広人は自転車を引いて校門に向かう。

　一いつ緒しよに美薫と耀あき姫ひめも歩いている。

　たった今、生活科学部の部活が終わったところだった。

「それを、俺おれが考えなきゃいけないらしいんですよ」

　広人はハンドルを握にぎってがっくり肩かたを落とす。

「しょうがないよね。氏うじ子こさん、涼りよう子こちゃんのお気に入りだし」

　能天気に耀姫がいう。美薫が横からむっつりといった。

「少しは広人も抵抗したらいいでしょう。部長に押しつけられるだけじゃなくて。早はや宮みやさんも早宮さんよ。部室で遊んでないで、活動にもっと参加したら？」

「そうですぞ。校外部員のわれが、もっとも積極的に活動しておるのです」

「うっさい、化け猫ねこ。あんたが一番部長と一いつ緒しよに遊んでるじゃない」

「まあまあ、とにかく今週中に俺が案を出してくるから……」

　四人はにぎやかに話しつつ、校門にさしかかった。

　門前に、美み薫かを迎えにきた高級外車が停車している。その後方に、赤いミニクーパーが停まっていた。広ひろ人とたちは特に何も気にせず、門を出て歩いていく。

「────君が、鰹かつお屋や広人くん？」

「えっ……!?」

　いきなり名前を呼ばれて、広人は足を止める。

　ミニクーパーのドアが開いた。

　中から、くわえ煙草たばこでパンツスーツの女性が現れる。

　燃えるような真まっ赤かな髪かみに長身、偉えらそうに腕うでを組んで見下ろす態度。

　ある意味ド迫力な美人だ。広人たちは驚きのあまり声もない。

「あ、ああ、あの、ど、どちらさまで？」

「はっはーん、いかにも草食系だね。想像してたのと違うなあ」

　女性は赤いマニキュアの指に煙草を挟はさみ、値踏みするように広人を眺ながめ回した。

「ちょっとママ。広人さんに失礼なこというな」

　ミニクーパーの中から不ふ機き嫌げんな声がした。

「はいはい。ほら、待望のご対面よ」

「うるさい、もう。いちいちよけいな言葉が多いんだから」

　女性がドアを開けて手を差し伸べる。その手に支えられて誰かが出てきた。

　有あ里り間ま高校の制服を着た誰かは、さらりと長い黒髪かみを揺らして広人の前に立った。

　そのとたん、美薫以外の全員があっと口を開ける。

「羽は沢ざわひかるです。広人さん、初めまして……じゃないけど」

　目の前に立つのは──────

　なんと、ひかるだった。

　幽ゆう霊れいだった時よりも少し大人おとなびて、少し瘦やせて、髪が伸びている。

　カチューシャをつけたさらさらの黒髪が、そよ風にさらりと美しくなびく。

　生なま身みの体のひかるは、はっとするほど存在感のある美少女だった。

「あ、あ、あの……ひかるさん？　ほ、ほんとに？」

　酸欠金魚のごとく、広人はぱっくぱっくと口を動かす。

　ふふっとひかるはほほ笑むと、ぼう然と立つ美薫に黒い瞳ひとみを移した。

「君が春日かすがさん、だよね。よろしく」

「え……どうしてわたしの名を」

　戸と惑まどう美薫に、ひかるは挑ちよう戦せん的な笑みを向ける。

「────負けないんだから」

　堂々たる宣言だった。

　呆あつ気けにとられる美薫を尻しり目めに、ひかるは広人にいった。

「実は、同じ高校だったんだ。広ひろ人とさんとも本当は同学年。でも、入学式直後に事故に遭あっちゃったから、一年ブランクができちゃって」

「え……ええっ!?　お、同じ高校!?」

　とんでもない驚きの事実に、ますます広人は声もない。

「今日は一時退院なの。リハビリとかあるから、学校に行けるのはまだまだだけど。でもお医者さまがすごい回復速度だって驚いてたから、意外と早く登校できるかも。一学年下になるけど……その時は、よろしく。それとねこがみさま。はい、これ」

　ひかるは大きな封ふう筒とうをねこがみさまに渡した。

　ねこがみさまは声もなく、ぎくしゃくと封筒を受け取る。

「……約束。覚えててくれてる？」

　ひかるは広人に大きな黒い瞳ひとみを向けた。

　さらりとなびく長く美しい黒髪かみと、自分を見つめる黒い瞳に、広人はどきりとする。

「や、やや、約束って？」

「デート」

　小さなささやきに、はっと広人は目をみはった。

「あ──それは」

「生まれ変わったら、じゃなくて生き返った、になったけど」

[image: ]

　ひかるはいたずらっぽい笑みを浮かべた。

　ひかるの母は、そんなひかるを優しく見つめている。

「この子が事故に遭あってから、ずっと後悔して……ずっと絶望していたんだ」

　しんみりとした声で、ひかるの母はいった。

「泣かない日はなかった。悔やまない日もなかった。あの人──この子の父親が残してくれた、本当に大切なものを失ってしまったと思って、ずっと自分を責めていたの」

　ひかるを見つめる瞳ひとみが、ほんのわずかうるむ。

「でも、こうして私の元に帰ってきてくれた。ひかるの話だと、それは鰹かつお屋やくんのおかげなんだね。あまりに突とつ拍ぴよう子しもなくて信じられなかったけど、真実だった。現実だった……」

　彼女は広ひろ人とに視線を移し、温かい声でいった。

「私からもお礼をいわせて、鰹屋くん。私の大事な娘むすめを返してくれて、本当にありがとう。これからこの子と一いつ緒しよに、がんばっていくからさ」

　ひかるの母は、ひかるの肩かたをぐいと抱だき寄せて、大きく笑った。

　照れくさそうに、ひかるは母を見上げる。

　血がつながっていなくても、二人の間にある確かな絆きずなが見える気がした。

「じゃあ、ひかる。そろそろ行かないとね」

「うん！」

　母に促うながされ、ひかるは笑ってうなずいた。

　車に乗り込みかけて、ひかるは広人とねこがみさまを振り返った。

「また、二人に会えて良かった。ママのところに帰れたのと同じぐらい、嬉うれしいよ」

　長い黒髪かみをなびかせ、ひかるは満面の笑みを浮かべた。

「じゃあ、またね！　また──また後で、会おうね！」

　ミニクーパーのドアが閉まり、エンジン音を響ひびかせて走り出す。

　窓が開き、ひかるが手を振った。

　小こ気き味みいいハンドルさばきで、ミニクーパーはあっという間に走り去る。

　後にはぼう然となる四人を残して。

「………………どういうこと…………どういうことよ、ばか広人」

　美み薫かがわなわなと震ふるえ出した。ぎくりと広人は背筋を伸ばす。

「あれは誰？　負けないからってどういう意味？　しかも広人とどういう関係なの！」

「い、いや、おお、俺おれにいわれても」

「あの、美薫お嬢じようさま。茶さ道どうのお時間に遅れますが」

　車を停めて待っている運転手が、怯おびえたように声をかけた。

「…………そうね」

　怒りの真まっ赤かなオーラを背負って、美薫は身を引く。

「そうよね。部長もいってたものね。勝利に重要なのは既き成せい事実だって」

「は!?　あの、か、春日かすがさん!?」

「いいわ。きっと目に物見せてくれるわよ、ばか広ひろ人と。覚かく悟ごなさい！」

　激しくいい捨てて、美み薫かは車に乗り込んだ。

　超高級車マイバッハが、音もなく静かに発進した。

　いったい何を覚悟すればいいのかと、見送る広人は戦せん慄りつする。

「ふぅん……ねえ、ちょっと、今度はどういう言こと霊だまを使ったわけ？」

「へ!?」

　真横から思いがけない言葉が聞こえて、広人は目を動かす。

　耀あき姫ひめが腕うで組ぐみをして、広人をじろりと上から下まで眺ながめ回していた。

「魂たま呼び──死者の魂たましいを呼び戻すなんてさあ、生なま半はん可かなわざじゃないよね」

「お、俺おれが？　まさか、俺は何もしてませんよ。ひかるさんは生きてたんです。ただ事故で意識不明だっただけで。幽ゆう霊れいじゃなくって、生いき霊りようだったんですから」

「ふぅん、まあいっか。そうだよね、イザナギだって死人は連れ戻せなかったんだし」

　口でそういいつつも、耀姫の瞳ひとみの興味深そうな光は変わらない。

「今日のところは帰るよね。そうそう、知り合いの一族が氏うじ子こさんとお見合いしたいっていってたよ。今度お膳ぜん立だてするから。じゃあね、まったね！」

　ひらひら手を振って、耀姫はさっさと歩いていった。

　広人は困って鼻の頭をかく。

「えーっと、今いち状況が吞のみ込めないけど、良かった……のかな。じゃあ俺たちも」

　そういって振り返った広人は、身を強こわ張ばらせた。

「ねこがみさま!?」

　背後で、ねこがみさまが封ふう筒とうを抱だきしめて立ちつくしていた。

　その瞳は、うっすらと濡ぬれている。

　広人はあわてふためき、おろおろと手をかざした。

「ど、どうしたんですか、なんで泣いてるんですか、あの、ねこがみさま!?」

「嬉うれしいのです……」

　ねこがみさまは目め頭がしらをこぶしでこする。

「ひかるは、生きて、ちゃんとこの世に存在していました。それが……嬉しいのです」

　涙なみだを振り払はらうように大きく瞬しばたたき、ねこがみさまは広人を見上げた。

　そのまなざしは、四月の陽ひ射ざしに輝いていた。

「あの時われがひかるを引きとめていたら、ひかるも、ひかるの母も、あんなに嬉しそうに笑えなかったでしょう。それもこれも、広人がひかるのために奔ほん走そうしたおかげです」

「そんな、俺は何も……」

「謙けん遜そんせずとも良いのです。広ひろ人との神さまであること、われは誇ほこりに思いまする」

　ねこがみさまはにっこりと笑う。

　辺りに光が満ちるような、心からの笑みだった。




「だって……だって広人は、こんなにもわれを幸せにしてくれるのですから」




　広人は胸を衝つかれた。

　噓うそもてらいもない彼女の言葉と笑みが、じんと体に染しみ渡った。




　──ねこがみさま。

　俺おれも、ねこがみさまが俺の神さまで良かったですよ。

　その笑みに……俺の方こそ、幸せです。




　胸を満たすその思いを、広人が言葉にしようとした時だった。

「おお、そうです。ひかるがくれたこの封ふう筒とうの中は……」

　ねこがみさまは封筒の口を開き、中をのぞき込んだ。その瞬しゆん間かん────

「お……お、お、ふぉおおおおおっ！　やった、やりました、やりましたぞ！」

　いきなり爆ばく発はつするように叫んで高々と万ばん歳ざいした。

「な、なんですか、あの、何をそんなに喜んで……」

「嫁よめ一人、またもや獲かく得とくぅうう────っ！」

　ぐいとねこがみさまが突き出すのは──ひかるのプロフィール。

　ちゃんとしっかり「確定」欄らんに赤○つきである。

「これで、おにくやコユキちゃんたちも含めて嫁は十四名……ぃよっしゃあっ!!」

　がしっとねこがみさまはこぶしを握にぎってガッツポーズ。

「見えてきた！　見えてきましたぞ、千人達成！」

「見えてない！　全然まったく何一つ見えてませんよ、ねこがみさまっ！」

「さあ、早速家に帰って登録です、いぃいやっほおおおおおっ!!」

　喜びのあまり豪ごう速そくでねこがみさまは駆かけ出した。

　広人はあわてて自転車を発進させる。

「ちょ、ねこがみさま！　ちょっと待った、自転車よりも速いって、おおいっ！」

　青々とした葉桜の下を、銀の髪かみの少女を追って、自転車は駆け抜けていく。







　もうすぐ、緑まぶしい五月です。










　あとがき




　こんにちは。マサト真ま希きです。

　最近はまっているのは「桃もも○辛からそうで辛くない少し辛いラー油」です。

　単体で食べても「はぁなるほど」ぐらいの感想しかないのですが、白いご飯にかけて食べてみると「うぉおほおほぉっっほほっほほほほぉおおお!!」

　こんなことなら見つけた時に三瓶びんほど買っておけば良かったと後悔しています。

　ついでに今回の著者近影のカレーはゴーヤカレーです。

　味の予想がつかない恐ろしさにすでに一年越しで未開封。沖おき縄なわすごい。

　北海道には熊カレーやトドカレーもあるとか。

　沖縄といい北海道といい、グルメにおいて日本の先端を行っている気がします。







　二巻の舞台は遊園地です。

　東京にお住まいの方なら、モデルとなった場所はピンとくるかもしれません。

　というわけで、平日に一人でその遊園地に取材に行ってきました。

　作中では春ですが、取材したのは冬です。

　寒かった。とてつもなく寒かった。

　冬風を耐えつつ撮影したり、鼻水こらえて園内を歩き回ったり、レストランで身を縮ちぢめてもそもそカレー食べたり、凍こごえながらメリーゴーラウンドに乗ってみたり。

　一人で。

　一人で。

　何をしても一人。

　大の大人おとなが真冬にメリーゴーラウンドで一人回転……。

　本当に寒かったです。

　そんな寒い体験を元にデートのお話を書くと、怨おん念ねん渦うず巻まく嫌物語になりそうだったので、以前に花見に行った時の写真も引っ張り出して見ながら、気分を盛り上げました。

　この後書きを書いているのは二月。

　まだまだ春は遠く、本が出る桜の季節が待ち遠しくてたまりません。







　以下は謝辞です。

　担当の湯ゆ浅あさ様には、いつものごとく非常に非常にお世話になりっぱなしです。

　今回はいつにも増してじたばたしていた気がしますが、自分が凹へこむ度に、的確なアドバイスをしていただき、励はげましていただきました。

　また、一巻に引き続き編集の土つち屋や様にも、アイデア出しやアドバイスのみならず、進行上の様々な場面で調整をしていただきました。

　お二ふた方かたのおかげで、こうして無事に上じよう梓しできたと思っています。




　イラストのごまさとし様。

　色々とご迷めい惑わくおかけして申し訳ありません……。

　ごま様の可愛かわいいイラストあっての『よめせんっ！』です。このイラスト抜きで、この物語は成立しません。頼りにしています。




　出版に携たずさわるアスキー・メディアワークスの関係者の皆様。

　いつも励ましてくれ、声をかけてくれる、家族や友人の皆様。

　そして、この本を手に取ってくださった読者の皆様。

　どうもありがとうございます！

　本を出す度にお礼の言葉を書いていますが、どれだけ書こうと、その想おもいが書き切れる気がしません。何度も何度も繰り返し、尽きることなく、感謝です。







　今回のお話を書いている最中、ずっと頭の隅すみにあったのは、自分が体験した、どうすることもできない「別れ」についてでした。

　取り戻せないのは痛いほどわかっているのだけれど、もしも取り戻せるなら────と。

　遊園地でデートでみんなで楽しく！　というのが二巻の第一コンセプトですが、ちょっとばかり、そういう私的な想いもこめられています。





二〇一〇年　二月　　マサト真ま希き
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マサト真ま希き

６月生まれ。静岡県出身。

ゲーム会社勤務、フリーのＷｅｂデザイナーなどを経て、小説の仕事へ。

美味いものと温泉が心の拠り所。

カレーはやっぱりオーソドックスが一番だと思う。
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イラスト／ごまさとし

桜と言えば「桜餅」ですね！　出不精の自分はお花見よりも先に桜の葉を食べながら春を感じております。もっちりとろっと甘い皮と餡に、ほのかな塩味の葉がからみあってなんともいえない絶妙な味がたまりません～。
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